
二
A
Q

小
多
の
水
分
合
量
並
び

に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の

貯
蔵
中
に
於
げ
る
性
欣
の
愛
化
ド
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
)

目

弓た

言

緒第

二

草

紙

駿

の

方

法

第

二

章

貯

磁

結

果

第

一

節

機

密

封

貯

蔵

第

二

節

俊

重量

貯

蔵

緒

盲

農

j翠

敏

署長

土

中

第
三
節

第
凶
節

紙
袋
俵
袋
貯
蔵

首品

袋

貯

蔵

紙

第
五
節

袋

貯

蔵

第
三
章
貯
蔵
結
果
の
考
察

要

摘

穀
物
は
貯
捕
方
法
の
適
否
が
、
そ
の
品
質
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
な
る
は
一
一
吉
を
侠
た
宇
。
又
そ
の
含
有
す
る
水
分
合
量
の
多
少
が
貯
械
の
結

果
に
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
な
り
。
よ
っ
て
小
委
の
種
H

の
水
分
合
量
並
び
に
種
k

の
容
縛
が
、
小
委
の
貯
・
ω
聞
に
於
て
そ
の
品
質
に
及

ぼ
す
影
響
を
明
か
に
せ
ん
た
め
に
、
本
試
験
を
施
行
せ
り
。
而
し
て
第
ゴ
報
。
に
於
て
貯
雄
一
ヶ
年
牟
の
経
過
を
報
告
し
た
り
。

昭
和
八
年
六
月
よ
り
昭
和
八
年
産
小
菱
自
同
問
、
新
中
長
汲
ぴ
赤
訴
不
知
一
蹴
の
お
一
品
種
の
小
委
を
、
水
分
合
骨
.
約
一

O
d
w、
一
二
%
、
一



四
M
W
及
び
一
六
%
と
た
し
て
、
鱒
密
封
、
後
、
腕
袋
、
紙
袋
及
び
紙
袋
を
更
に
俵
接
の
五
種
の
容
絡
に
入
れ
℃
貯
捕
試
験
を
行
ひ
た
り
。

、，J

前
報
。
に
於
て
、
昭
和
十
年
三
月
ま
で
貯
崎
約
一
ヶ
年
牟
の
経
過
を
報
告
し
た
る
が
、
水
分
一

o
u
w及
び
-
二
dmに
て
織
に
密
封
し
た
る

-
仲
妻
が
、
貯
帰
結
果
最
も
良
く
、
貯
械
に
よ
っ
て
何
等
の
一議
費
を
認
め
や
。
水
分
一
四
d
w
に
て
も
、
備
に
密
封
す
れ
ば
比
較
的
良
好
た
り
。

俄
鐘
も
比
較
的
有
効
に
し
て
、
水
分
一

o
u
m及
び
三

一un
に
於
て
は
、

一
ヶ
年
後
に
於
て
も
著
し
き
謡
曲
費
は
無
か
り
き
。
紙
袋
俊
袋
も
有
効

に
じ
て
、
議
害
を
金
餐
家
ら
ざ
る
故
俵
に
少
し
く
勝
れ
h
y
。
麻
袋
は
防
漁
力
乏
し
き
た
め
、
吸
漁
し
易
く
、
水
分
一

o
d
Zて
貯
摘
す
る
も
、

小
委
は
貯
捕
後
遺
か
に
水
分
増
加
す
る
た
め
、
品
質
の
惑
費
多
し
。
紙
袋
も
防
漁
力
乏
し
く
貯
帰
結
果
不
良
な
る
が
、
強
容
を
防
ぐ
貼
に
於

て
は
有
効
な
り
・

水
分
一
四
dn
に
て
は
餓
以
外
の
容
器
に
て
は
、
貯
械
小
事
実
の
忍
塑
著
し
く
し
て
、
と
の
水
分
含
量
は
貯
離
に
遁
せ
や
。
水
分
一
4

ハU
W
に
で

は
、
水
分
過
大
に
し
て
、
か
h
る
水
分
の
小
菱
は
み
一
然
貯
械
に
不
可
た
る
を
報
告
し
た
り
。

以
下
本
報
告
に
於
て
は
、
主
と
し
て
前
報
以
後
の
経
過
に
つ
き
て
報
告
せ
ん
と
す
。

第

-ー
章

試

験

の

方

法

て

貯

誠

開

始

期

昭
和
八
年
産
小
窓
会
を
用
ひ
て
、
昭
和
八
年
六
月
よ
り
貯
蹴
試
験
を
開
始
せ
り
。

二
、
試

料

自
岡
田
小
妻
、
新
中
長
及
び
赤
鋳
不
知
一
一
斑

小
委
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
湾
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
佐
炊
の
副
理
化
に
及
ぼ
す
影
響
〈
第
四
報
)

六



コ
一
、
水

分 A

小
園
賓
の
水
分
合
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
輔
理
化
に
及
ぼ
す
影
響
ハ
第
四
報
)

一六

含

量

一
二
%
、
一
四
%
及
び
一
六
dw
の
四
種
と
な
し
た
り
。

-
貯
轍
小
委
は
水
今
吾
量
各
k

約
一

o
d
w
、

問
、
貯

賊

容

器

}ニ
dm
、

前
越
の
如
く
白
岡
田
、
新
中
長
及
び
赤
師
不
知
一
一
慌
の
三
品
種
に
つ
き
、
各
々
水
分
合
費
約
一

o
u
n

-
四
dm
及
び
一
六
%
と
な
し
、
之
を
戎
の
五
種
の
容
器
に
入
れ
て
貯
離
し
た
り
。

ィ
、
二
重
依
接

官
、
ト
タ
シ
傭

で
腕紙

菱
ニ
斗
入
り
。

ホ
、
紙
袋
俵
鑑

五
寸
貯

賦

四
斗
入
り

小
安
を
二
斗
入
れ
て
密
封

袋

ニ
斗
入
-P

袋

市
販
の
ご
斗
入
り
紙
製
穀
物
袋
に
し
て
、
ク
ラ
フ

F
紙
四
枚
重
心
友
h
p
。

前
記
の
紙
袋
を
更
に
二
重
依
接
し
た
り
e

。
(
馬
民
-
v

場

所-

一
室
に
貯
耕
し
た
り
。

前
記
の
如
く
三
品
種
の
小
菱
に
て
六
十
種
の
試
料
を
作
り
て
、
大
原
品
葉
研
究
所
内
の
牧
納
・
舎
の

と
の
牧
納
舎
は
極
め
て
簡
易
な
る
が
、
其
の
内
に
板
圃
ひ
宣
設
け
て
、
共
の

中
に
え
れ
置
き
た
り
・
此
の
貯
誠
扶
況
は
完
杢
な
る
倉
庫
に
貯
へ
し
も
の
よ
り
も
、
寧
ろ
・
血
目
前
農
家

の
貯
掘
に
起
き
も
の
と
見
あ
ぺ
し
。
(
局
員
二
V

第一表

外

倉庫糠度~

戸

戸外線度%



貯
蝋
倉
庫
に
少
き
で
は
、
貯
・
両
親
関
市
毎
日
午
跡
十
時
の
倉
庫
内
の
温
度
及
び
胤
係
渦
皮
を
鞭
測
せ
り
。
一
閃
し
て
毎
日
の
鞭
測
結
果
を

制
伊
丹
平
均
に
し
て
示
せ
ば
、
第
一
表
b
如
し
。

第
品
・表
に
見
h
Q
如
〈
、
倉
庫
内
の
植
皮
は
戸
外
に
比
し
て
常
に
綿
々
低
温
な
れ
ど
、
b
h
J
季
に
は
少
し
く
戸
外
よ
り
高
く
た
る
と
と
め
り
。

倉
庫
内
の
禍
度
は
常
に
戸
外
に
比
し
て
著
し
く
高
〈
、
倉
庫
は
良
好
た
る
欣
態
に
あ
ら
歩
。
術
戸
外
の
漁
皮
は
好
天
気
の
日
に
は
著
し
く

第

=

章

貯

蔵

結

果

小
な
る
故
、
描
嘗
な
る
時
期
に
倉
庫
の
戸
窓
を
開
閉
し
て
換
気
を
行
へ
ば
倉
庫
欣
態
を
良
く
し
得
ぺ
し
・

1

以
下
昭
和
八
年
六
月
貯
輯
開
始
以
後
十
一
年
八
月
迄
貯
端
豹
三
ヶ
年
間
の
粧
過
に
つ
き
述
べ
ん
。

第

節

蹄

密

封

貯

議

戸
、
貯
離
小
菱
の
外
翻

水
分
一

o
d
w及
び
二
一
係
に
て
貯
蹴
せ
る
小
萎
は
、
貯
蹴
三
ヶ
年
の
後
に
於
て
も
、
色
樺
良
炉
に
し
て
手
燭
り
も
さ
ら
メ
¥
と
良
好
に
し

て
、
貯
離
に
よ
り
何
等
の
謡
費
を
認
め
や
。
た
ピ
新
し
き
小
事
実
に
比
す
れ
ば
梢
補
色
と
な
れ
る
如
し
。
水
分
一
四
%
に
て
は
畠
同
及
び
新
中

長
・
ほ
貯
嵐
前
に
既
に
色
樺
不
良
な
る
が
、
貯
縦
一
ヶ
年
後
に
も
少
し
く
悪
化
を
示
し
、
一
ニ
ヶ
年
後
に
は
相
官
の
謀
揮
を
示
す
。
赤
飯
不
知
一

競
は
貯
婦
前
に
は
水
分
〕
四
%
に
で
も
色
揮
良
好
た
る
も
、
貯
捕
後
惑
費
"
を
免
れ
や
J

。
水
分
二
ハ
dw
の
小
委
弘
、
貯
賊
翠
年
夏
季
に
は
著
し

〈
暗
色
柔
軟
と
な
り
、
徹
臭
を
生
じ
た
る
が
、
以
後
益
々
悪
化
し
、
三
ヶ
年
後
に
は
粒
に
全
然
光
禅
な
く
黒
守
み
、
且
柔
軟
に
た
り
宅
金
〈

小
書
置
の
水
分
含
畠

mmび
に
貯
蔵
方
法
が
小
裂
の
貯
蔵
申
に
於
け
る
性
炊
の
副
理
化
に
及
ぼ
す
影
密
(
第
四
報
)

一六一
ロ



不
良
と
な
り
た

小
委
の
水
分
含
館
市
出
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
輔
理
化
に
及
ぼ
す
影
響
門
第
四
報
)

り
鱗
密
封
貯
捕
に

於
て
は
、
侭
令
嬬

内
に
害
晶
存
在
す

る
も
、
繁
殖
活
動
・

す
る
と
と
不
可
能

に
し
て
、
従
っ
て

轟
警
は
全
然
な

し二
、
容
積
重

貯
蹴
期
間
中
毎

-
月
の
容
積
重
の
費

化
は
第
二
表
及
び

第
}
岡
の
如
じ
。

("-ム箱重kg)

ぷ主理?ドO;i~ : 12%1 1々.;116;，~1叫列叫叫0%]叫4イ 16%

問問吋

;;  

綿密封小菱の容積重第二表

-181.白~ 81.5:81.05:77.4 

月昭和八年六

一' 
伊ー・・

月七

月入

用

刃

九

十

十一月

月

月

月

十二周

九年一

=
一
回 用

月

月

五

六

81.21 80.31 74 用七

一
六
四

75. 月八

81.51 79.51 74. 

73.71 70.81 78.31 77 51 74.01 67.71 81.71 8131 79.51 74・

73.8171刈78.5177.51 74.21 68.11 81. 

吋 ;:;|;;;|;:;(;:lqq::;l;::|;;

月

月

十一月

十二局

月

月

九

十

十年--



lffi 穏 回|新 中 長| 赤銭"，;f.知-ft

一塁塑?l叫仰%1判断id叫6%叫叫物116%
昭和十年三月

四月 77.71 77.31 74.71 71.41 78.41 77.5' 74.4! 67.81 81グ 81.3，79.5: 74.8 

五月 77.71 77.31 74.61 71.31 78.41 77.5! 74.2
' 
67.61 81.71 81.3: 79.5! 73.4 

六月 77.71 77.41 74.11 70.91 78.51 77.51 73.91 67.81 81.71 81.4: 79.5: 72:9 

七月 77.8177.3173.4170.2; 78.4177.4173.7167・4181・6181.3: 79.3' 72・4

7¥月 77.71 77.31 72.81 69.91 78.41 77.4! 73.4， 66.61 81.71 81.3: 78.8' 71.~ 

九月

十月 77.7177・3172.11 69.61 78.41 77.51 73.4; 66.41 81.51 813: 78.5' 71;4 

十ー月

十二周 77.81 '77.31 72.31 69.91 78.41 77.51 73.71 66.81 81.51 81.31 78.6! 71.4 

十一年一月 71.81 77.31 72.31 70・1178.61 77.61 73・9日・7181.1il 81.3， 78.6: 713 
二 月
77.51 77.31 72.(';白.6178.41 77.4四7732弘割g珂 印 5181.31 81.21 78.6! 71.'7 

三 月 77.51 77.31 72-61 69.61 78.41 77.41 73.8! 6&51 81.51 81.31 78.6! 71.71 

四刃 77.71 77.31 72.81 69.51 78.41 77・5173.71 66.71 81.51 81.3! 78.S! 71.4 

五月 77.81 76.81 72.81 69.21 78.41 77.3 邸.6181.51 81.31 78.41 70-8 

六周 7抑制問血2削刑 7問問z訓q 41曲.7181.51 81.3 剛
七刃 刑罰町制剛司 血 1

入月 77.6176.81 71-4169j 78.4177.5172-0; 66.7181.5門的

小
餐
の
水
分
含
蛍
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
樟
中
に
於
け
る
性
吠
の
圃
度
化
に
及
ぼ
す
配
静
穏
(
第
四
報
ν

水
分
一

o
u
w
及
び
一

二
dw
に
て
貯

離
せ
る
小
委
は
、
貯
賊
期
間
中
容
積

霊
に
蛸
型
化
な
く
、
貯
蹴
}
一
一
ヶ
年
後
に

於
て
も
容
積
重
減
少
す
る
事
な
し
。

水
分
一
四
%
に
て
貯
脳
せ
る
小
萎

は
、
貯
蹴
一
ヶ
年
聞
は
容
積
直
の
減

少
は
僅
少
な
る
が
…
以
後
戎
第
に
減

少
し
、
三
ヶ
年
後
に
は
平
均
一
一
一・七

砥
も
減
少
す
。

水
分
二
ハ
d
w
に
て
は
、
容
積
宣
の

減
少
更
に
著
し
く
、
一
一
一ヶ
年
後
に
は

平
均
六
・一一一
庖
も
減
少
し
著
し
〈
小

と
た
る
。

慨
に
於
て
は
貯
一
概
小
委
の
水
分
合

量
は
全
然
幽
型
化
せ
ざ
る
に
、
斯
〈
審

積
重
の
減
少
す
る
は
、
貯
蹴
小
萎
の

ニ
ハ
五



〈三品種の卒均)~.密封ノj、~の容積重第一同

80 

一
六
六

小
委
の
水
分
含
鍾
麗
び
に
貯
蔵
方
・
法
が
小
委
の
貯
厳
中
に
於
け
る
性
般
の
後
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
)
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河

内容

-
十
二
年
九
回n

一一一}年後

n--mr 
守ーー-10，・
・ーー-1).也

+・・・1今拡
・・..I b耳

積

重
1""¥ 

惰 72
庇、J

十
年
九
月

二
年
後

九
年
K
周

一
年
後

河

68 
貯
蔵
前

し
く
増
加
す
る
事
よ
り
考
へ
て
営
然
な
り
。

粒
賀
惑
費
し
て
、
粒
商
組
と
な
る
に
よ
る
捻
り
。
従
っ
て
玖
分
一

O
M芳
及
び

ご
dw
に
於
て
容
積
東
に
燈
化
た
き
は
、
貯
蹴
寸小
宮
安
の
品
質
骨
一
費
化
ゑ
く
、

'氷
分

一一
M
M及
び
二
ハ
U
W
に
て
減
少
多
き
は
粒
質
の
.型
化
わ
宋
怠
る
を
示
す
去
り
。

ぬ
問
容
積
京
の
増
減
は
倉
庫
温
度
と
も
開
係
あ
り
て
、
高
温
な
る
夏
季
に
は
減
少

し
、
低
・
温
在
日
。
多
季
に
は
少
し
く
増
加
の
傾
向
あ
り
。

一一一、白紙
H

量

年
二
回
一
一
一月
と
九
月
と
に
小
委
の
桝
円
を
測
定
せ
り
。
結
果
は
第
三
表
及
び

第
二
岡
の
如
し
。

慨
密
封
小
委
は
水
分
合
量
不
費
な
り
。
従
っ
て
金
帽
の
小
委
譲
量
は
不
費
な

用

り
。
金
一
帽
の
指
骨
量
に
於
て
も
水
分
一

O
U河
及
び
レ

ニ
d
n
に
於
て
は
殆
ん
ど
不
現

年

た
り
。

さ
れ
ど
水
分
一
四
%
に
て
は
、
粒
質
的
型
化
し
て
粒
商
闘
消
を
怯
く
に
歪

査

る
故
、
弐
第
に
培
加
す
。
水
分
一
六

μ
に
て
は
容
量
の
増
加
著
し
。

調

猶
容
量
に
於
て
も
亙
季
高
淑
の
際
に
梢
増
加
し
、
・
多
季
に
-
な
れ
ば
少
し
く
減

少
の
傾
向
あ
る
は
、
前
述
の
如
く
容
積
霞
が
珪
季
に
は
減
少
し
、
多
季
に
は
少

要
す
る
に
貯
蝋
小
委
は
水
分
]
問
dw
以
上
あ
る
時
は
、
粒
質
雄
理
化
ナ
る
た
め
京
一量
は
増
加
せ
や
と
も
容
量
は
吠
第
に
増
加
寸
。



仁詩〉綿密封貯講義小奏の容量
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2.O'L6 2.叩52.(.23 2.023 10% 

2.012 2.∞6 2.αyl 2.011 2.∞1 2.∞9 11 12.% 

畠

2.121 2.007 2.1∞ 2.039 2.倍。2.014 11 14% 

2.154 

2.∞2 
2.α)2 1.9剖

2.Q78 2.019 2.回4

田 2.140 

2.∞1 
1.994 1.993 n 1'2% 

新

1.900 11 14~6 
中

長 2.132 2.114 2.116 

2.位。

2.α16 2.∞3 2.C06 2.∞8 
2.(99 2.071 2.070 2.042 

叫

脚

吻

仰

円

G

円

G

円

G

円

6

2.030 11 16% 

2.025 2.016 2.015 2.012 2.α氾10% 

2.α)8 11 12.% 

赤
鏡
不
知
一
説

2.011 14% 

2.201 2.176 2.162 21倒~W24 
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九 一九 十 三十
年 年年 年 年年
三 後九 三 後九
月 月月月
年月

(三局種の平均〉IJi密封貯雌小~の桝目第二闘

ーーーー-IO'~

ーーーーIt・h
'令令守1+悼

・・...1ーグ.

2・145

1.999 

16% 

よ2

2.1 
目

2.117 2.107 2.037 

2.∞5 

桝

小
書
賓
の
水
分
台
盤
強
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
饗
の
貯
蔵
申
に
於
け
る
性
炊
の
鍵
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
V

11 

2.凹O

16~6 

10% 

十
一
年
八
月

三
年
後

十
一
日
ヰ
=
一
月

2.0 
Ri' 
議
前

一
六
七

問
、
費
芽
力

貯
械
期
間

中
毎
月
の
輩

芽
歩
-An
を
示

ぜ
ぱ
第
川
表

品
川
が
第
三
岡

の
如
し
。

査調



小
委
の
水
分
含
置
麗
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
取
に
於
け
る
性
炊
の
蝿
理
化
に
及
ぼ
す
影
響
〔
第
四
報
)
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五

六

七
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三局 97.0 99.~ S8.8 1.8 96.5 97.C Q.E 

四局 97.8 伺.099.0 97・0'i!7・8 0.5 
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小
輔
君
の
水
分
含
鐙
班
び
に
貯
蔵
方
・
誌
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
鍵
佑
に
及
ぼ
す
彫
響
F

第
四
割
椴
V
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印
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勾

設
芽
歩
合
(
%
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一
六
九

十
年
代
周

二
年
後

九
年

K
H

一
年
後

刃年査調
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貯
蔵
前



小
鹿
賓
の
水
分
含
賃
疏
び
に
貯
蔵
方
、
誌
が
小
委
の
貯
雌
中
に
於
け
る
健
伐
の
園
理
化
に
及
ぼ
す
影
圃
再
(
鱒
回
報
)

一
七
Q

水
分
一

o
d
w及
び
一
二
%
に
て
貯
・
制
し
た
る
小
委
は
、
貯
縦
三
ヶ
年
後
に
於
て
私
費
芽
力
を
完
全
に
保
つ
。

水
分
一
四
%
に
て
は
、
貯
縦
約
一
ヶ
年
聞
は
稜
非
力
を
よ
く
保
つ
も
、
以
後
減
少
し
始
め
、
貯
…
純
一
ヶ
年
後
の
夏
季
を
過
ぐ
れ
ば
品
川
ん
ど

費
芽
力
を
失
ふ
に
至
る
。

水
分
一
六
%
応
て
は
、
資
芽
力
の
減
少
著
し
く
貯
捕
翌
年
夏
季
を
過
ぐ
れ
ば
、
費
一
牙
カ
を
殆
ん
ど
失
ふ
に
至
る
。

同
に
見
る
如
く
、
費
一
労
力
は
六
月
乃
至
九
月
の
一
夏
季
高
温
の
時
期
に
減
少
著
し
く
、
十
月
よ
り
翌
年
五
月
迄
の
比
較
的
低
温
な
る
時
期
に

は
減
少
緩
徐
た
り
。
倉
庫
温
・
従
よ
句
見
る
に
、
六
月
乃
至
九
月
は
ご

O
度
以
上
に
し
て
、
他
の
月
は
二
の
度
以
下
左
り
。
之
よ
り
見
る
・に、

大
慨
に
於
て
こ

0
・
反
以
下
左
れ
ば
費
芽
力
の
減
少
は
少
し
と
見
る
べ
し
。

品
質
の
蝿
変
化
に
於
て
も
同
様
に

L
て
、
六
月
乃
至
九
月
の
高
温
季
に
謡
境
著
し
き
事
を
忽
像
し
得
ペ
し
。

五
、
貯
離
小
委
の
化
事
分
析

貯
蝋
小
姿
は
貯
雌
一
ヶ
年
毎
に
化
曲
学
分
析
を
行
ひ
て
、
小
宮
賛
成
分
の
岨
変
化
を
調
~
位
し
た
り
、
結
果
を
示
せ
ば
第
五
表
の
如
し
。

貯
雌
小
萎
の
分
析
結
間
飛
を
見
る
に
、
水
分
一

o
u
w及
び
一
二
%
に
て
は
、
貯
誠
一
一
一
ヶ
年
間
金
く
型
化
な
け
れ
ど
も
.
水
分
一
四
%
及
び
一

六
%
に
て
は
型
化
生
示
す
。

水
分
二
四
%
に
て
は
、
貯
雌
一
ヶ
年
聞
に
℃
は
、
隈
・
一
度
が
儲
か
に
増
加
し
た
る
の
み
な
る
も
、
二
年
後
に
は
酸
・
艇
は
更
に
増
加
し
・
情
分

も
楠
々
増
加
し
、
糊
精
は
減
少
定
示
し
た
り
。
一
一
-
年
後
に
は
市
民
に
型
化
し
た
り
。

水
分
一
六
%
に
て
は
型
化
廷
に
著
し
く
・
貯
雌
プ
ゲ
年
後
に
も
糊
椅
の
減
少
を
示
し
.
精
分
は
少
し
く
増
加
し

後
に
至
れ
ば
糊
精
著
し
く
械
少
し
.
齢
制
分
は
著
し
く
増
加
し
た
り
。
さ
・
れ
ど
限
度
は
一
年
後
に
増
加
し
た
る
も
の
が
、
一
一
年
後
に
は
再
び
減

酸
度
も
増
加
す
。
て
年



乾物百分中

0.41 二年後19 .. % 

0.Q5 

0.40 

.036 

0.42 

0.35 

042 

0.38 

0.45 

0.42 

三年後

三年後

三年後

一年後

二年後

一年後

二年後

一年後

二年後

三年後

14% 

14% 

10:;::; 

12% 

12.% 

畠

田

長

新

中

-
小
皿
賓
の
水
分
怠
量
盤
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵

-mに
於
け
る
性
炊
の
園
理
化
に
及
ぼ
す
彫
響
(
携
四
割
概
)

七



士2

小
院
の
水
分
含
髭
並
び
に
貯
厳
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
幽
度
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
}

0.31 

O.鈎

0.26 

1.団

貯蔵前

一年後

027 二年後

0.29 三存後
赤

027 一年後鏡

0.28 二年後12% 
不

0.27 三年後
知

0.31 2.叩一年後

O.沼2.E6 二年後14% 

続 0.36 2.邸三年後

0.33 2.32 }年後

O.~ 2.36 二年後16% 

0.26 1.96 三年後

少
し
、
一
二
年
後
に
も
殆
ん
ど
型
化
な

し
。
猶
次
分

織
維
、
澱
粉
等
に
於

て
は
、
一
二
ヶ
年
後
に
も
殆
ん
ど
差
異

を
一
不
さ
や
。

蛋
白
質
も
分
析
に
よ
り
粗
蛋
白
質

を
定
量
す
る
に
、
貯
婦
に
よ
る
明
か

た
る
饗
化
を
一
不
さ
や
、
水
分
多
き
小

事
実
程
反
っ
て
僅
か
乍
ら
増
加
す
る
が

如
き
傾
向
乞
示
す
事
さ
へ
あ
り
。
さ

れ
ど
、
後
述
す
る
如
く
、
製
掛
し
て

小
委
粉
と
な
し
、
小
委
粉
の
グ
ル

1

テ
シ
を
定
量
す
る
に
、
水
分
一
四
%

及
び
一
六
dm
に
て
は
、
グ
ル

1
テ
ン

最
は
戎
第
に
減
少
し
、
且
分
離
し
難

く
な
り
た
り
。
特
に
水
分
二
ハ
併
の

小
委
は
、
三
年
後
に
も
至
れ
ば

グ



， 
ル
1
テ
ン
を
分
緩
ず
る
事
全
く
困
難
と
な
り
た
り
。
帥
ち
貯
蹴
小
委
の
蛋
白
質
は
、
間
早
に
組
蛋
白
質
を
定
量
ず
る
の
み
に
て
は
、
理
化
b
z
知

る
を
得
ぎ
れ
ど
も
.
小
委
の
蛋
白
質
-は
貯
賊
中
に
・
究
い
に
悪
艶
す
る
な
り
。

猶
グ
ル

1
テ
シ
を
形
成
す
る
グ
リ
ア
ヂ
ン
、
グ
ル
テ
E

シ
等
の
型
化
に
つ
い
て
は
、
更
に
詳
細
の
調
査
を
な
し
て
報
告
せ
ん
と
す
。

二
年
以
上
を
経
過
す
れ

.
要
す
る
に
水
分
一

o
u
w
及
び
一
二
dw
に
て
は
成
分
の
型
化
は
金
〈
な
し
。
水
分
一
四
%
に
て
は
、

ぱ
型
化
梢
々
多
し
。
水

分
二
ハ
dw
に
て
は
、
更

に
型
化
犬
な
り
。

六
、
貯
蔵
小
奏
の
酵
議

活
力

貯
雌
小
委
は
前
述
の

如
く
化
事
分
析
を
た
ず

と
同
時
に
、
酵
素
前
力

を
も
併
せ
て
調
査
し
た

り
。
結
果
・
は
第
六
表
の

如
し
。

一
ヶ
年
後
に
て
は
理
化
僅
か
な
れ
ど
、

cc 
3t.4 

第六表構密封貯蹴小型事の酵素活力

吋難民主:I~;叫んゼ|勺λゼ
|貯蔵前 ItS1 Iよみ |議 l

29.0 

33.2 

23.2 

5.0 

2.8 

32.9 

35.1 

34.7 

34.7 

29.0 

33.6 

27.1 

1).1 

沼 4

一年後

二年後

三年後

一年後

二年後

10% 

16% 

10% 

14% 

回

新

畠

小
車
置
の
水
分
含
量
溢
び
に
貯
厳
方
法
が
小
委
の
貯
厳
申
に
於
け
る
性
炊
の
醤
型
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
割
概
〉

}
七
百



A
P
届
賓
の
水
分
含
量
晴
嵐
び
に
貯
漢
方
法
が
小
車
置
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
伏
の
獲
化
に
及
ぼ
す
影
響
へ
第
四
報
)

両閣時まアlプ叫パーゼドごJlu
:36.7 

34.4 

0.44 中 34.6 96.0 1.43 

4Q.8 

00.7 

長
16.6 95.9 0.42 1.咽

35.2 93.1 0.37 1.却一年後

4.9 93.6 0.35 1.24 二年後16% 

2.3 115.2 0.38 0.81 三年後

1.23 

貯蔵前

一年後

二年後 1.27 10% 

1.偲三年後赤

8.2 

15.口
不

13.7 88.2 037 1.40 

7.4 95.4 0.33 1.29 一年後

5.1 96.6 0.40 1.ω 二年後14% 
一
七
四

4.1 88.8 0.33 l.13 三年後続

6.0 101.7 0.38 1.43 一年後

2.4 102.3 0.32・1.31 二年後16% 

2.3 

86.6 

93.8 

98.6 

回.8

76.6 

98.6 

知

94.9 0.31・1.42 三年後

プ
ロ
テ
ア

1
ゼ
及
び
リ
バ

1
ゼ
は
・
貯
蝋
前
に
水
分
合
量
大
な
る
小
委
に
は
梢
々
減
少
多
き
が
如
を
も
・
そ
の
泊
費
化
は
明
か
な
ら
歩
。

ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
は
、
貯
掛
三
ヶ
年
後
に
於
て
も
何
れ
も
減
少
す
る
事
な
く
、
水
分
二
ハ

dw
の
小
委
に
於
て
反
っ
て
増
加
の
傾
向
を
示
す
。

0.36 

0.40 

0.36 

0.42 

之
粒
に
附
務
ず
る
細
菌
等
の
影
響
も
あ
り
と
考
へ
ら
る
。

1.30 

1.15 

ー年後

二年後

三年後

12% 

1.16 

1.18 

一年後

二年後

三年後

14% 

0.39 

0.38 

1.25 

1.23 

一年後

二年後

三年後

12% 

鋳



占

N
b
F

ラ
1
ぞ
は
貯
械
に
よ
り
綾
も
明
瞭
な
る
型
化
を
一
示
す
。
而
し
て
水
分
一
O
%
及
び
一
二
%
の
小
委
は
、
貯
捕
期
間
中
カ
タ
ラ
1
8』は

喜
一
線
減
少
す
る
事
た
し
。
水
分
一
間
d
w
に
て
は
貯
蝋
一
ヶ
年
聞
は
殆
ん
ど
減
少
を
認
め
難
け
れ
ど
、
二
年
後
に
は
貯
捕
前
の
約
七
O
M
と
な

H
V
-

一一
一
ヶ
年
後
に
は
著
し
く
減
少
し
て
、
貯
捕
前
の
約
四
O
d
w
と
な
り
た
り
。
水
分
一
六
%
に
て
は
、

一
ヶ
年
聞
は
減
少
儲
か
-
な
れ
ど
、

年
後
に
は
著
し
く
減
少
し
て
僅
か
に
貯
掛
前
の
約
一
八
%
と
た
り
、
一
ニ
年
後
に
は
殆
ん
ど
活
力
を
失
ふ
に
至
る
。

要
す
る
に
プ
ロ
テ
ア

1
ゼ
、
リ
バ

1
ゼ
及
び
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
は
一
ご
ヶ
年
の
貯
械
に
よ
り
大
な
る
費
化
を
生
ふ
す
る
も
の
に
は
あ
ら
や
。
カ
タ

ラ
ー
ゼ
は
型
化
甚
だ
著
し
く
し
て
、
貯
離
方
法
謀
き
時
は
、
-
ザ
ヶ
年
以
上
を
経
過
す
れ
ば
著
し
く
減
少
す
。

七
、
貯
雌
小
葬
の
製
粉
歩
合
及
び
小
萎
紛
の
色
津

貯
蹴
小
委
は
約
半
ヶ
年
毎
に
製
粉
を
行
ひ
、
製
掛
歩
合
、
小
委
粉
の
色
禅
、
.
歎
量
及
び
糊
の
粘
鹿
を
調
高
し
、
且
つ
製
麺
及
び
製
麺
嫡
試

胎
を
行
ひ
て
、
貯
雌
小
委
の
小
婆
掛
と
し
て
の
品
質
を
調
官
賞
し
た
り
。

製
粉
歩
合
及
び
小
委
粉
の
色
揮
は
第
七
去
の
却
し
.

製
掛
歩
合
は
貯
械
に
よ
り
て
岨
型
化
少
く
、
且
製
粉
時
に
鞘
身
一
誤
義
多
く
、
従
っ
て
年
々
の
抽
変
化
を
正
確
に
知
る
は
困
難
な
り
。
さ
れ
ど
水

分
一
四
%
及
び
二
川
%
の
小
葬
は
、
貯
雌
後
に
製
粉
歩
合
僅
か
乍
ら
反
っ
て
増
加
の
傾
向
生
示
す
が
如
じ
。
乞
粒
償
費
佑
し
て
外
皮
が
脆
く

た
U
℃
、
紛
の
中
へ
切
れ
込
み
易
く
な
り
た
る
に
非
予
や
と
考
へ
ら
る
。

小
委
粉
の
色
禅
を
ベ
カ
1
法
に
よ
り
て
調
査
す
る
に
、
水
分
一

G
u
n及
び
一
二
%
に
て
蹄
減
し
た
る
小
葬
は
、
一
ニ
ヶ
年
後
に
至
る
も
良
好

な
h

九

た

Y
新
し
き
小
委
の
粉
は
黄
色
を
帯
ぶ
る
も
、
貯
帰
小
菱
は
何
れ
も
柏
々
黄
色
味
を
失
へ
る
が
如
し
a

水
分
〕
四
%
に
て
は
、
貯
一
雌

粧
過
と
企
ハ
に
次
第
に
色
津
議
費
す
。
而
し
て
貯
雌
一
ヶ
年
間
は
良
好
・
江
る
も
、
二
年
後
に
於
て
は
少
し
く
惑
費
を
示
し
、
一
二
年
後
に
は
か
な

小
書
置
の
*
分
含
震
強
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
奈
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
欽
の
園
理
化
に
及
ぼ
す
彫
審
〈
筋
四
報
)

一
七
五



小
車
演
の
水
分
含
盤
阻
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
伐
の
鍵
化
に
及
ぼ
す
影
審
〔
第
四
報
)

説密封貯蹴"J、?Jfの製掛歩合及び小穿紛の色括経第七表

品種

畠田

調査 |

ト事項|

製

粉
70.8 71.3 71.3 70.5 71.0 72.8 1C% 

12% 71.3 71.1 71.6 70.9 70.9 72.4 " 
72.5 72.8 72-0 

722 

72-1 72.1 71.6 14% 
新中長歩

73.4 73.4 71.8 71-8 72.5 16% 
合

75.7 75.4 7491 75.3 75.7 76.9 75.2 10% 

75.7 74.9 75.1 I 75.6 76.1 75.1 

75.7 
" 12% 

ハU
P
)

76.4 76.1 75.5 I 75.8 76.0 14~ 

16% 

赤銭不
知一聖書

" 
76.8 76.0 n

3
 

0
口
町

r
n
z
u
 

E
U
 円，76.2 74.8 " 

A A A A A A A 10% 

12% A A A A A A " 
C B B A A A " 14% 

畠田
d、

D D D D D B " 16% 
善事

A 

A 

A 

A 

A A 

A 

B B B A 
一
七
六D D D A 

A A A A A A 

A 

" 

10% 

12% 

14% 

粉

" 
新中長

の

16% 

1C% 

色

A A A A A A " 12%' 湾

C B A ム14% . 

赤銭不
知一聖書

D D I D D r D 

小委粉の色浮l主、 A.B.C.Dなる符践によりて良否を示す。

A 
" 
" 16% 



り
一
議
理
主
示
す
。
水
分
一
六

d
n
の
小
菱
は
-
ヶ
年
後
に
も

著
し
く
不
良
と
な
り
た
り
。

八
、
小
菱
粉
の
鉄
量

及
び
糊
の
粘
度

小
茶
粉
の
批
判一
量
及
び
糊
の

粘
皮
の
礎
化
は
第
八
表
の
如

し
水
分

-odm及
び
一
二
M
W

の
小
委
は
、
貯
蹴
三
ヶ
年
間

何
れ
も
歎
量
は
少
し
も
減
少

す
る
事
な
し
。
又
鉄
の
演
も

黄
色
柔
軟
に
し
て
悪
塑
を
認

め
や
。水

分
一
四
%
に
て
は
貯
蹴

約
一
ヶ
年
半
は
、
殆
ん
ど
歎

鱒密封貯蝋小-oのIJ、若手・紛の欽量及び糊の粘度

場調項査 品種 g¥m¥の調¥査¥時頬I貯蔵前 1牛年後-年後ーI学一年後 I三年後li二牢年後 |戸 後

1C% 
数 11.60'11.69i 1l.73~ 11.661 11.581 11.581 11柑

12% 霊童 沼 担曲担伺 i司i湖沼釦" ii.55! ii.5i! ii.641 Ii.5ol ii:6ol u:zo 
畠回

歓 14% 潔署長 31.391 31.761 32，481 30241 29.201 27.60 
乾獄 " ii・74111.561 11.241 10.981 10.361 9.74 

. 
1f.% 閥潟獄 " 11 3031.1 27.52 25248011 10.58 

11.34! 10.421 9.881 9.481 8.081 4.34 

10% |側 担由 31.d52i322432463134061i3272|3164 乾歓 ll~ 11.52; 11.釦11.84111.46i 1] .401 ll.a 

新 12% 
楓被署長 3122111919ai白644q1a 116 i1 1 器 46132.761 31仰 32.46 羽剖

量 乾" II.6II ii.7ol iis41 i1.421 ii:24! u:i:i 
中

14% 乾浪費~ .. 29 ]6， 32.411 32.441 29.901 29・BBI26剖
長 喜左 N 11.42 11.72 10.83661i 1036 932 

1e% 穣費霊Z長 " ?~.~， 2Z'2~: 2~.∞ 22 14.14;l c 
乾 9何 8，2017.70i 6・011 0 

1C% 乾潟署員 29.951 29.521 29.94， 29.48 29.38 30お 29.84 
% r、J、、 !I; 10.161 10241 10.31: 10.24 10.08 10.14 10.10 

赤錆不知 乾糊 " I ?~.~~I ?~'ê!! ?~.~~ 12% 29.80 30.48 29，28 
!I; " 1 10.331 10お !10.32 10.00 10.20 10.02 

乾辞書霊紋~ " 29.64 四田d 吋曲B4 2876 27.B8 25.78 一 14% 
競

10.31 10.33 10.00 9.94 9.40 8.78 

16% '穂E絵署長 " 
28.72 27.60' 26邸 24.48 21.40 14.40 
9.96 9.70

1 
9・日 8.78 7日 5.52 

第八表

小
姿
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
畠
慮
中
に
於
け
る
性
炊
の
幽
理
化
に
及
ぼ
ず
影
寝
〈
第
四
報
)

一
七
七



一
七
九

小
委
の
水
分
合
盤
直
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
厳
中
に
於
け
る
佐
燃
の
歯
理
化
に
及
ぼ
す
影
響
〈
第
四
割
報
)

理喜|品種lJ??l貯制l特い悦l二年後四|三年後
1C% 2.02 2.12 2.10 2・01 2.04 2.00 2.00 

畠
12% " 2.02 2.07 1.98 2.06 2.01 

2.国

d、 14% " 2.06 2.08 1.併 2∞ 1.92 UIl 回
16% 吉長 " 

2.08 2回 1.96 ].98 1.回 1.90 

粉 10% 2.16 2.18 2.18 2.13 2.18 2.15 2.11 
新

の 12% " 2.23 2.13 2・13 2.17 2・08 2.13 中
14% 糊 " 

2.15 2.15 2.侃 2.08 2.07 2.04 
長

の
16% " 2.15 2.06 1.94 2.02 2.C浴 2∞ 

粘

喜知不
1C% 2.24 2.32 2.29 2.28 2.20 2.22 2.26 

度 12% " 2.24 2.勾 2.29 2.24 2.25 2.25 
14% " 2.却 2.23 2.25 2.19 2.15 2.10 一

自責 16% " 222 2.13 2.10 2.06 2.03 2.06 

量
に
費
化
た
け
れ
ど
も
二
年
後
に
は
グ
ル
l
テ
シ
少
し
く
滅

少
し
、
一
一
.
午
後
に
は
量
も
品
質
も
共
に
相
営
に
質
化
を
一
訴
す
。

水
分
一
六
dn
に
て
は
、
貯
械
A
T
年
後
に
既
に
少
し
く
歎
の

減
少
を
示
し
、

一
年
後
に
は
減
少
梢
々
多
く
、
二
年
半
以
上

を
経
過
す
れ
ば
何
れ
も
グ
ル
l
テ
ン
の
分
離
困
難
と
た
り
、

特
に
新
中
長
は
一
一
一
年
後
に
は
杢
く
グ
ル

1
テ
ン
を
分
離
秤
量

籾jの粘度』ま蒸溜水を1となしてその倍ttにて示寸。

す
る
事
を
得
子
。
グ
ル

1
テ
シ
は
量
の
み
た
ら
や
質
も
痩
化

し
、
漁
獄
は
粘
り
無
b
E
失
ひ
脆
く
た
り
で
、
塊
と
も
仏
り
難
〈

た
り
、
且
色
は
補
色
不
良
と
な
れ
・
9
。

猶
貯
械
三
年
後
の
小
葬
の
乾
歎
の
馬
民
を
示
せ
ば
馬
民
三

の
如
し
。

糊
の
粘
皮
に
於
て
も
、
水
分
一

o
u
n
及
び
一
二
%
に
て
は

貯
雌
期
間
中
殆
ん
ど
蝿
変
化
な
け
れ

E
、
水
分
一
間
引
及
び
水

分
二
ハ
%
以
少
し
く
減
少
の
傾
向
を
示
す
。

麺

資

験

丸
、
製

貯
一
脳
卒
ヶ
年
毎
に
、
製
粉
し
て
得
た
る
小
委
粉
に
て
劃
を



íWli 密封・貯減小~の製麺結果

口種 l臨時のぶ~l貯問地| 年後刊一年後|斗年後
叩 水分含量 「 学後一 |宇後一 ! 

麺の色 A A A A A A A 

10%，" 食 妹 A A A A A A A 

f申 度 1.47 1.47 1.50 1.53 1.56 1.55 1.回

衝の色 A A A A A A 

畠 12% 食 妹 " A A A A A A 
f市 度 1.46 1.59 1.54 1.55 1.53 1.53 

田
猶の色 A I A A B B C 

14% 食 妹 " A B A A A B 
伸 度 1.43 1.59 1.52 1.46 1.45 1.46 

猶の色 B D D D D D 

16%" 食 妹 " A D D D D D 
f申 度 1.51 1日 1.51 1.45 1.39 1.30 

麺の色 A A A A A 

10%，" 食 妹 A A A A A A A 

f申 度 1.54 1.53 1.54 1，57 157 156 1.56 

猶の色 A A A A A A 
新
12% 食 妹 " A A A A A A 

伸 度 1.47 1.53 1.59 1.57 1.57 1.58 
中 l

|衝の色 A A B B B B 

14% 食 妹 " A A B B B B 長

f市 度 1.印 1.50 1.55 1.回 1.50 1.47 1: 

麺の色 A D D D D D 
. l' 

16% 食 妹 A C D D D D 
f 

" 
体 度 1・52 1.49 1.51 1.51 1.42 1.341' 

第九表

小
委
の
水
分
合
量
班
び
に
貯
厳
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
獲
化
に
及
ぼ
す
配
影
響
(
第
四
報
U

一
七
九



一
八

O

小
委
の
水
分
合
盤
強
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
鍵
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
)

品種 |惜の|ぶ f?l貯蔵前|半年後l一年後|議!こ峨|議 |三特
麺の色 A A A A A A A 

1C% 食 妹 A A A A A A A 

{申 度 1.55 1.63 1.58 1.60 1.56 1.57 1.57 

赤
豊富の色 A A A A A A 

鏡
12% 食 味 " A A A A A A 
f申 度 1.56 1.63 1.61 1.59 1.56 1.58 

不

知 A A B B B B 

一 14% A A A B l食妹 " B C 

蛾
伸度 1.64 1.58 1.62 1.旬 1.53 1.53 

週の色 A C D D D D 

1f% 食 味 " A D D D D D 
f申 度 1.63 1.60 1.57 1.46 1.41 1.29 

{申度は麺の伸び方を見るために、 Z置を手にて曹〈持ちて物指Lに沼ひて引き伸
7し、切れたる時の畏さを測りて伸度を決定す。 :n;のま量さ(acm)としてその倍歎に
だ示す。 A.B・0・DIこて品質の良否を示す。

作
り
、
そ
の
色
津
、
食
味
及
び
麺
の
伸
び
方
を
調
ぺ
て
、

麺
と
し
て
の
品
質
を
調
査
し
た
り
。
結
果
は
第
九
去
の

如
し
e

水
分

-
o
d
n及
び
一

二
dwに
於
て
は
、

一二
ヶ
年
後
に

於
て
も
麺
は
色
樺
良
好
、
粘
カ
に
富
み
且
食
味
も
新
鮮

な
る
小
委
に
劣
ら
や
。
た
ピ
新
し
き
小
奏
の
麺
は
、
麺

の
色
黄
色
を
帯
び
る
が
、
貯
誠
二
ヶ
年
以
上
を
経
過
す

れ
ば
麺
の
色
津
梢
k

黄
色
味
を
失
へ
る
如
し
。

水
分
一
四
dwに
て
は
、
貯
蹴
プ
グ
忽
・
必
・
は
、
水
分
一

o
d
w及
び
-
二
%
の
小
萎
に
は
少
し
く
劣
る
も
良
好
な

り
。
さ
れ

E
二
年
後
に
は
梢
k

m
桔
費
多
く
、

コ一
年
後
に

は
麺
の
色
も
粘
力
も
味
も
不
良
と
た
る
。

水
分
二
ハ
%
に
℃
は
、
貯
誠
一
ヶ
年
後
に
も
、
麺
は

色
津
不
良
と
た
り
、
且
屡
々
徹
臭
あ
り
て
、
食
味
も
不

良
ゑ
り
。
以
後
揺
輔
君
著
し
く
、
貯
雄
三
年
後
に
至
れ
ば
、

小
萎
粉
日
殆
ん
ど
粘
着
力
を
失
ひ
て
、
如
何
に
よ
く
担

る
も
滑
ら
か
な
る
麺
帯
を
作
り
難
し
。
叉
諜
で
上
げ
た



る
後
に
於
℃
も
、
麺
の
色
樺
巣
く
、
粘
力
に
乏
し
く
な
り
て
著
し
く
切
れ
易
〈
、
食
味
も
全
く
不
良
と
な
り
、
殆
ん

E
食
用
と
た
ら
や
。

要
す
る
に
、
水
分
一
二
dw
以
内
の
小
委
は
、
貯
縦
三
年
後
に
も
麺
と
し
て
良
好
な
る
が
、
水
分
一
四
%
な
れ
ば
一
ヶ
年
半
は
良
好
、
二
年

後
に
梢
不
良
、
以
後
は
更
に
悲
し
。
水
分
一
六
%
に
て
は
、
一
ヶ
年
後
に
で
も
不
良
な
れ
ど
、
二
年
以
上
を
経
過
す
れ
ば
著
し
く
不
良
と
な

る。一
O
、

製

麺

拍

賓

験

貯
捕
小
委
を
串
・
ヶ
年
毎
に
製
粉
し
た
る
小
委
粉
に
て
、
麺
舶
を
作
り
て
、
そ
の
麺
砲
の
犬
さ
、
外
観
、
内
部
の
色
及
び
キ
メ
及
び
食
味
を

調
ぺ
て
、
麺
婚
と
し
て
の
品
質
を
制
査
し
た
り
。
結
川
市
は
第
一

O
表
の
如
し
。

第
一

O
表
に
て
明
か
な
る
如
く
、
水
分
一

O
M及
び
一

二
%
に
て
密
封
し
た
る
小
委
は
、

一二
ヶ
年
後
に
於
で
も
麺
勅
ほ
良
く
膨
眠
し
、
麺

輸
の
形
も
内
部
の
色
及
び
キ
メ
も
良
好
に
し
て
、
貯
婦
に
よ
・
り
何
等
の
脳
相
幽
更
を
も
認
め
歩
、
新
し
き
小
穿
の
麺
楠
に
劣
ら
4
y
。

水
分
一
四
U

刊
に
て
は
、
貯
山
賊
]
ケ
年
車
・
は
良
好
、

二
年
後
に
は
梢
謡
費
し
た
り
“
例
へ
ば
麺
舶
の
大
き
さ
を
見
る
に
、
製
麺
施
時
期
に
よ

る
誤
差
多
く
し
て
、
逐
年
の
蝿
変
化
を
五
確
に
知
る
応
は
困
難
な
れ
ど
、

二
年
後
に
は
麺
賄
が
膨
れ
難
く
梢
身
形
が
小
と
な
り
、
内
部
の
色
禅

も
精
々
一
悲
く
食
味
も
少
し
く
劣
る
。

一一
一
年
後
に
は
相
嘗
の
悪
質
を
示
し
舟
り
。

水
分
↓
六
U

列
な
れ
ば
R

貯
賊
一
ヶ
年
聞
に
て
も
謡
費
を
示
す
が
、
貯
誠
二
ヶ
年
以
上
も
粧
遇
す
れ
ば
、
麺
舶
は
膨
れ
難
く
、
著
し
く
堅
小

な
る
麺
嫡
と
も
仏
り
、
・
又
麗
烏
頭
部
つ
ぶ
れ
て
形
不
良
と
た
る
。
之
は
主
と
し
て
小
萎
粉
の
巾
の
グ
ル
1
ア
ン
が
費
質
し
て
弾
力
、
粘
力
を
失

ひ
て
脆
く
去
り
た
る
に
よ
る
。
又
内
部
の
色
及
び
キ
メ
も
議
費
し
、
食
味
も
著
し
く
不
良
た
る
事
は
勿
論
な
り
。

要
す
る
に
水
分
ご
一
uw
以
内
な
れ
ば
、
貯
蹴
三
ヶ
年
を
経
過
す
る
も
、
全
然
小
委
粉
は
副
総
費
す
る
事
な
く
‘
良
野
な
る
麺
挽
と
な
る
。
水

小
甜
置
の
水
分
含
量
強
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
書
官
の
貯
慮
中
に
於
け
る
佐
炊
の
後
化
に
及
ぼ
す
影
響
門
第
四
報
ν

入



小
委
の
水
分
含
量
抽
出
び
に
貯
薬
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
健
伏
の
園
理
化
に
及
ぼ
す
影
響
F

第
四
報
〉

八

綿密封貯雌小委の製麺艶結果

吋謹lぶよ?貯蔵前I特後官!l一年後一竿後年
麹麹の容積 cc 420 I 400 I 421 I 411 430 I 458 

外部の形及び色 A I A I A I A A I A 
10% 
内部のキメ及び色

~ I ~ I ~ I ~ 
A I A A 

食妹 A I A A 

畠
猶恕の容積 CC 404 419 415 428 455 441 

外部の形及び色 A A A A A A 
12% " 内部のキメ及び色 A A A A A A 

食 昧 A A A 

麺怨の容穣 cc 412 404 423 407 421 365 

外部の形及び色 A A A A A B 
14% " 内部のキメ及び色 A A A C 

食 妹 A A B B I B C 
回

麺趨の容積cc 408 390 3回 330 311 323 

外部の形及び色 A C B C C C 
16% " 内部lのキメ及び色 A C C C C D 

食 妹 A D C. C D D 

麺趨の容績cc 340 318 340 355 380 386 359 

外部の形及び色 A A A A A A A 
10% 
内部のキメ及び色 A A A A A A A 

食 妹 A A A A A A A 

新
麺砲の容積cc 314 344 336 402 3rs 361 

外部の形及び色 A A A A A 
12%， " 
内部…「

A A A A 
中
食 味 A I A A A A A 

第一0表



品種|賎民よ?同一片付戸ム[キ年一
334 

A 

B B B A A 

C 

281 

C 

D 

D D D C 

448 465 4E5 457 442 452 460 猶趨の容積cc

A A A A A A 外部の形及び色 IA

A A A A A A 内部のキメ及び色 IA
10%， 

A 

麹麹の容積cc

外部の形及び色 A A A A A A 鏡

A i A A A A A " 内部のキメ及び色

妹

12%' 

不 A 

29B 

C 

C 

3均

A 

B 

C 

451 

A 

475 

A 

463 

C 

B 

388 

A 

340 

C 

D 

A 

509 

A 

麺麹の容積∞

外部の形及び色 B 

B 

341 

A 

お4

A 

C 

C 

A 

468 

4B9 

A 

449 

A 

A 

3?4 

A 

認。

A 

B 

A 

A 

442 

A 

451 

A 

A 

340 I 308 

A 

A 

|組組の容積∞ |

1 l外部の形及び色 t
6%， I " 
|内部のキメ及び色 I

|食味|

A 

449 

.A 

456 

A 

A 

! :食.長

A 妹食

ω赤

食

知

" 内部のキメ及び色

食 妹

14%， 

小
袋
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
械
の
園
理
化
に
及
ぼ
す
影
響
ハ
第
四
銀
)

C B B A A A 
貌一入一一一

一 301 

C 

406 

C 

419 

B 

|麹麹の容積cci

外部の形及び色 i
16%， I ".... ---~ --I 
内部のキメ及び色 i

食 味|

D 

D 

小委粉I∞gにて製.麹し、麺麹の大きは∞にて示す。 A.B.C.Dにて品質の良
否を示す。

D 

D 

D 

D 

" 



小
嵐
官
の
水
分
含
震
厄
ぴ
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
住
伏
の
圃
度
化
に
及
ぼ
す
影
響
ハ
第
四
報
〉

一
八
四

分
〕
間
U

列
な
れ
ば
}
ケ
年
半
は
良
好
、
二
年
以
上
経
て
ば
楠
不
自
民
と
な
り
、
水
分
一
六
%
な
れ
ば
一
ヶ
年
後
も
不
良
、
以
後
は
全
く
不
良
な

る
麺
婚
を
生
歩
る
に
至
る
。
麺
拍
の
窃
院
を
示
せ
ば
馬
民
間
の
如
し
。

一
一
、
考

察

以
上
の
如
く
、
水
分
一

O
M及
び
一
ニ
d
n
に
て
維
に
密
封
し
た
る
小
委
は
、
コ
一ヶ
年
後
に
於
て
も
粧
は
色
樺
良
好
、
手
燭
り
も
さ
ら
/
¥
と

良
好
、
容
積
重
は
減
少
す
る
事
な
〈
、
費
芽
力
も
完
全
に
保
つ
。
叉
化
由
宇
分
析
の
結
巣
成
分
に
も
費
化
な
く
、
且
酵
素
活
力
も
減
少
せ
や
。

貯
蔵
小
委
を
製
粉
し
た
る
場
合
に
も
、
小
委
粉
の
品
質
良
好
に
し
て
従
っ
て
、
麺
、
麺
婚
と
し
て
も
良
好
な
り
。
印
ち
水
分
一
二
%
以
内
に

乾
操
し
て
備
に
密
封
貯
山
慨
す
れ
ば
、
貯
械
に
よ
り
小
委
品
質
に
何
等
の
費
化
な
し
・
た
ピ
二
年
以
上
を
経
過
す
れ
ば
、
小
委
は
少
し
く
外
皮

が
黄
色
b
k
減
じ
て
補
色
佐
融
市
び
来
た
る
が
如
し
。
叉
製
粉
し
た
る
場
合
に
も
、
小
委
粉
の
色
が
少
し
く
黄
色
に
乏
し
き
が
如
く
な
れ
り
。

水
分
一
四
%
に
て
貯
山
概
す
れ
ば
、
貯
蹴
後
・
弐
第
に
慈
幽
震
を
菟
れ
歩
。
例
へ
ば
小
変
は
外
視
揺
費
し
、
容
積
軍一
は
減
少
し
、
費
芽
力
も
失
第

に
減
少
し
‘
製
粉
し
て
小
萎
粉
と
な
し
て
も
、
小
委
粉
の
品
質
梢
k

劣
れ
り
。

一閃
し
て
貯
誠
一
ヶ
年
b
T
は
貯
一蹴
小
委
の
品
質
の
慈
饗
少
〈
良

好
な
れ
ど
、
二
年
以
ム
を
経
過
す
れ
ば
失
第
に
小
委
は
不
良
と
な
り
た
り
。

水
分
二
ハ
U
W
に
て
は
、
貯
雌
一
・
グ
年
に
て
も
貯
山
慨
に
よ
る
悪
費
多
く
、

二
年
以
上
を
粧
通
す
れ
ば
小
委
の
品
質
金
く
不
良
と
な
り
、
水
分

一
六
，
%
は
貯
械
に
は
全
然
不
可
た
り
。

、，J
、l，，

猫
他
の
試
胎

σ川
、
に
よ
り
て
、
水
分
一

コ
一
μ
に
で
も
完
全
に
あ
ら
歩
し
て
、
小
委
は
・
弐
第
に
悪
饗
す
る
を
認
め
た
り
の
叉
水
分
一
五
%
に

て
は
全
く
不
可
な
る
盈
認
め
た
り
。

帥
ち
貯
蹴
小
委
の
水
分
含
量
と
小
婆
の
品
質
と
の
閥
係
を
示
せ
ば
共
の
如
し
。

水
分
一
二
um
以
内
貯
蹴
に
よ
る
感
費
全
然
念
く
完
全
。



水
分
一
一
二

i
一
四
%

'he
窓
会
の
水
分
少
し
く
多
き
に
遁
ぎ
貯
蹴
一
!
二
年
位
は
誕
費
少
く
良
好
な
れ
ど
、
そ
れ
以
上
の
貯
械
に
は
不
可
。

水
分
過
大
に
し
て
貯
械
に
は
全
然
不
可
な
り
。

水
分
一
五
%
以
上

第

二

節

俵

装

貯

臓

小
書
賓
の
水
分
合
鐙
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
般
の
歯
車
化
に
及
ぼ
十
彫
響
ハ
第
四
割
報
)

一
入
五

て
貯
械
小
萎
の
外
視
の
理
化

水
分
一

o
d
n及
び
一
二
dw
の
小
委
は
、
貯
蹴
前
に
は
光
禅
に
皆
同
み
さ
ら
/
ー
と
し
て
良
好
な
る
が
、
貯
械
後
小
萎
が
共
第
に
吸
渦
す
る
と

共
に
、
漸
次
粒
は
先
湾
、
ピ
失
ひ
、
手
綱
り
も
不
良
と
た
る
。
而
し
て
貯
雌
プ
ゲ
年
は
外
翻
か
な
り
良
好
な
る
も
、
少
し
く
乎
鯛
り
慈
し
く
な

り
・
二
年
後
に
は
色
滞
も
手
燭
・
リ
も
稲
荷
泊
費
す
。
一
二
年
後
に
は
色
樺
黒
味
を
帯
び
、
光
津
乏
し
く
、
著
し
く
不
良
と
な
れ
り
。

水
分
一
四
d

切
に
て
は
、
貯
山
間
前
に
既
に
粒
に
光
津
乏
し
く
、
乾
燥
良
き
小
窓
会
に
劣
る
が
、

は
全
く
不
良
と
な
れ
り
。

一
年
後
に
於
て
も
官
民
に
悪
費
し
、
コ
一
ヶ
年
後
に

水
分
-
六
%
に
て
は
、
貯
雌
前
に
粒
は
光
様
無
く
、
手
簡
り
も
湖
町
し
く
、
茜
村
山
不
良
な
る
が
、

展
k

徹
臭
を
生
・
ヂ
る
に
至
れ
り
。

一
ヶ
年
後
民
は
著
し
く
不
良
と
な
り
且
つ

毎
年
六
、
七
月
に
至
れ
ば
穀
象
共
他
の
響
調
抽
の
資
生
乞
見
た
り
。
而
し
て
水
分
合
貴
大
な
る
小
委
稗
車
内
最
の
帯
民
生
多
し
。
年
二
回
宛
ク
ロ

ー
ル
ピ
ク
リ
シ
標
恭
を
な
し
た
る
故
、
品
官
官
b
z
僅
少
に
止
め
得
た
る
も
、
俵
畿
に
於
て
は
島
崎
容
を
完
全
に
防
ぐ
事
は
因
縁
に
し
て
、
と
の
勲

伎
の
大
扶
黙
な
り
。

二
、
水
分
合
量
の
幽
変
化

貯
一
概
期
間
中
毎
月
の
水
分
合
量
の
幽
変
化
を
示
せ
ば
第
一
一
表
及
び
第
四
国
の
如
し
。



小
委
の
水
分
含
量
班
ぴ
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
伏
の
隻
化
に
及
ぼ
す
影
響
〈
第
四
報
)
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昭和八年六

f友瀧貯掛小委の水分合量第一一表

月

月

月

七

7¥. 

98i 12.01 14.1116.1 

10.7112ο114 12.01 13.21 14 

月

十一周

十二月

用

九

十

一
入
六

15.61 12.31 13.41 14.7i 15. 

15.5! 12.61 13.61 14. 

昂 種|凶畠 田IB.I新申畏 |持均二」虫

五2主F惣F雪許l卜10似仰%
411ヤ何叫1で唱叶±づす竺刊|ド片司1一オでサ忙|円て l | ! | 

-110.3111.9114.0: 16.4 

月

月

月

九年一

15.41 13.81 14.01 15.01 15. 

12. 

13.61 14.11 14. 

月

刃

月

四

五

....... 
ノ、

用

月

月

月

十一月

十二月

用

刃

月

月

刃

月

刃

七

九

十

十年一

入

四

五

..... 
ノ、

七



品 麓 回 |新 中 長・ 赤鏡不知一般

手書空整卜oμ112%114%1叫ゆ%114%116%110%112%114%:16.~0 

一周|吋 1日
14.9 15.1 j 15.2 15.5 

九月 114.7115.1115.3¥15.7 15.0 15.2 15.2i 15.61 14.81 15.1 154 15.5 

十月 14.8115.01 15.2: 15.5 14.9 15.2 15.11 15.21 14.81 15.1 15.3 15.4 

十一月 14.8 

::::i :::~ 
15.4 14.9 15.3 15.1 15.1 14.8 15.1 15.2 15.3 

十二月 14.8 15.01 15.0 15.3 14.9 15.3 15.1 15.2 14.8 15.1 15.0 15.3 

十一年一.月 14・915.11 14 14.91 153 15.1 15.1 14.8 15.1 15.0 15.3 

二局 1
14 15.11 148， 15.2 14.91 J5.3 15.1 15.1 14.8 15.1 15.0 15.2 

150: 14.9， 15.3 14.8115.3 151 15.2 14.8 15.0 15.1 15.2 

四月 14.9 15.11 15.0; 15.2 14.91 153 15.1 15.0 14.8 15.1 15.1 152 

15.21 15.21 15.2 14.91 15.4 15.1 15.0 14.9 15.2 15.1 15.2 

六月 15.015.2i 15.21 15.3 15.01 15.3 15.1 15.2 14.9 15.1 15.1 15.1 

七月 115.015.2 15.1 15.2 15.0 15.3 15.1 15.2 14.9 15.1 15.1 15.2 

八月 I15.1 15.2 15.1 15.2 15.0 15.3 15・115.2 14.9 15.1 15.1 15.1 

-・・・. 
一 .乙~~-;.;.;:=ャ一、・v時""，"-'::'i'、.......‘e・・....+・ !.~t""~口ーマ...，...ρ・ ー.-‘・.-.・・・・一 .-一一、.ー、..--，，"-

a・・.. ， ..・・ .' 
14~' .・・ ，f ， ， ， _ _. 

， ， _. 
， ， ， ， ， ， ， 

121./ 

1k控貯蹴11、'Jf-の水分含量(三品穫の平均〉第 11月|崩

16 

15 
水

分

含

量
(
M
N
V

13 

小
委
の
水
分
合
鍾
砲
ぴ
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
住
炊
の
昌
理
化
に
及
ぼ
す
彫
餐
(
第
四
報
〉

一--10軍
司・ー--r且首

ゃ・・・+I~ト覧

...τ.... "話

一
八
七

11 

十
一
年
八

n

-
一
一
年
後

十
年
八
周

二
年
後

九
年
入
月

一
年
後

用年査調



一
入
入

水
分
一

o
u
w
、
一
二
%
及
び
一
四
%
に
で
貯
縦
し
た
る

小
袋
の
水
分
含
量
血
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
姿
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
幽
度
化
に
及
ぼ
す
影
醤
(
第
四
報
ν

小
萎
は
吸
漁
し
て
水
分
合
量
を
増
加
し
、
水
分
一
六
M

刊の

も
の
は
水
分
を
費
散
し
て
水
分
合
量
を
減
少
す
。

水
分
一

o
d
w
に
て
貯
賊
し
た
る
小
萎
も
、
貯
山
間
-
年
後

に
は
}
問
%
以
上
に
も
上
る
故
、
貯
械
前
に
小
委
を
如
何

一
年
以
上
を
経
過
す
れ
ば
乾
惜
の

に
よ
く
乾
燥
す
る
も
、

効
果
は
高
だ
少
く
、
従
っ
て
貯
蹴
小
委
の
品
産
の
悪
唾
の

起
る
可
き
を
・
坊
へ
ら
る
。

水
A
司
令
量
は
貯
蹴
二
年
以
上
に
も
及
べ
ば
、
貯
蹴
前
に

水
介
含
量
犬
な
る
も
の
も
小
た
る
も
の
も
、
等
し
く
水
分

一
五
%
内
外
と
な
り
、
以
後
は
増
減
極
め
て
報
徐
た
り
。

之
合
廊
の
漁
民
と
貯
・
蝋
小
委
の
水
分
含
量
と
が
殆
ん
ど
千

衡
の
紙
態
に
山
題
し
た
る
に
よ
る
な
り
。

一
二
、
千

粒

重

貯
蝋
小
茶
の
千
粒
章
一
の
費
化
を
示
せ
ば
、
第
一
二
表
及

び
第
五
闘
の
如
し
。

f衣装貯蔵小姿の千粒重(I!')

l -a-.-I新中 1 

I~β埋卜0;1~112%'1叫 16J~i 10J~1竺|竺~1 16%I~J~|叫叫M

..，. 

第一二表

十二月

月

月

月

月

十一月

用

月

用

一一ー・
四

五

七

入

九

十

九年一
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新中長回

九

十

十一周

十二周

刃

周

月

四局

用

用

月

用

四刃

五

六

七

八

七

}¥ 

十牢一

五

六

七

昭和九年六

品

A
V
血
賓
の
水
分
合
畳
随
び
に
惜
別
離
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
般
の
痩
化
に
及
ぼ
十
影
響
〈
第
岡
部
U

一4八
九



小
委
の
水
分
合
最
盛
ぴ
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
厳
中
に
於
け
る
性
燃
の
蝿
理
化
に
及
ぼ
す
影
響
h

第
四
報
)

依装Jtj'i~抵小茶の千粒重(三筋種の卒均〉

十
一
年
八
周

三
年
後

一
九

O

千
粒
重
の
雌
変
化
は
、
主
と
し
て
貯
蹴
小
委
の
含
有
水
分
量
の
錨
変
化
に
よ
る
も

の
去
れ
ば
、
水
分
合
量
の
増
減
と
不
同
行
し
て
増
減
す
。

従
っ
て
貯
蹴
前
に
は
水
分
合
量
小
た
る
小
萎
税
千
粒
重
は
小
に
し
て
、
貯
雌

一
ヶ
年
以
上
を
経
過
し
て
、
水
分
音
量
接
近
す
る
に
至
れ
ば
、
千
粒
重
も
接
近

す
る
に
至
る
。

而
し
て
貯
蹴
一
ニ
・
グ
年
後
に
於
て
見
る
に
、
水
分
一
六
%
に
で
貯
賊
し
た
る
小

安
は
、
水
分
合
最
は
殆
ん
ど
等
し
き
に
、
千
粒
重
は
梢
小
去
り
。
之
小
委
の
水

分
大
た
り
し
た
め
、
呼
吸
作
用
等
盛
に
行
は
れ
し
た
め
に
少
し
〈
減
少
せ
し
も

の
も
仏
ら
ん
と
考
へ
ら
る
れ
ど
明
か
な
ら
十
。

月

四
、
容

重

第五回

ーーー-10耳
-----t宜耳、
........ 1.' 
・4‘"

十
年
入
周

二
年
後

九
年
入
月

一
年
後

9
貯
蔵
前

n
L
 

積

年

貯
蹴
期
間
中
得
月
の
雰
積
重
の
幽
変
化
を
示
せ
ば
、
第
一
三
表
及
び
第
六
闘
の

千 31

粒

初

置
〈

g
)

査

如
し
。

調

貯
械
前
に
は
水
分
合
量
小
た
る
小
市
費
税
容
積
震
え
な
る
は
勿
論
な
り
。
水
分

一O
M
、
一一一
dw及
び
一
回
必
の
小
委
は
貯
賊
後
戎
第
に
粒
が
吸
漁
し
て
水
分

ゐ
悶
量
を
増
加
す
る
故
、
小
委
粒
は
膨
脹
し
、
且
つ
粒
商
が
粗
と
な
る
故
、
容
積
重
は
・
次
第
に
減
少
す
。
又
小
委
品
質
悪
費
の
た
め
に
粒
商
組

と
な
り
、
且
つ
趨
害
の
た
め
粒
の
汚
れ
る
事
に
よ
り
て
も
減
少
す
。
従
っ
て
貯
蹴
粧
過
と
共
に
容
積
震
の
減
少
は
議
官
る
し
く
、
水
分
〕

O
M



(一新璽kg)f衣装貯蹴小獲の容積雪.

品 種 l畠 田 I・新中長|赤額不知一統

;J事 11C%1何MM叫2%1叫1仰μlM14%11竹
"-h，dm1lm5 

第一三表

用昭和八年六

;::;(中h作わ;1中作作ねlhk片医;;:ご;;:::対:
m 2! ;;:;:;1;jl ;;1| ; :;:;;l混没氾閣;;二幻:;;;j|ご訂1:: :j| :ft討叩J三1引:1r|日:::1| : :1| :: : 
!:iji;ij1;;jij jj ijjjlijj 
lとlaiJjjjiik531739|羽討訂r

一一
月七

-181.831 81.5~81.05!77.45 

拘d

月

用

十-~

十二R

R 九年一

河

月

用

73.71 73.51 75.91 74.71 73.21 71・

用

月

刃

月

八

九

十

用

四

用

用

用

月

十ー月

十二刃

五
_._ 
/、

八

九

十

十年一

七

小
袋
の
水
分
含
般
磁
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
放
の
獲
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
割
概
)

月九

局

用

R 

月

月

四

五

七

_._ ，、、



小
委
の
水
分
含
置
磁
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
獲
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
袋
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
)

回型車ャ|竺ト4~~116.%ll州叫16%叫24判断
赤銭不知一披同

同
A十

E色 ・

十二局

寸}年一 周

月

月

四月

九月

十周

用

用

周

用

五

六

七

入

依;装i背離小多の存積iU(三品種の平均〉第六回

fO 

一.ー.'.一 .・- ・・.

容

積

重

C了間
断

庭、J 九
ーーー-10耳

-----12:4 

..・..，+~

h ・"'"

72 

十
一
年
八
周

一
一
一
年
後

二十
年年
後1¥
・周

九
年
入
周

一
年
後

月年査調

70 

』
貯
蔵
前

回



の
小
姿
は
三
年
後
に
は
八
砥
も
減
少
せ
り
。

水
分
一
六
%
に
て
は
、
貯
械
後
少
し
く
水
分
合

量
を
減
少
す
る
故
、
存
積
重
は
増
加
す
べ
き
な
る

に
、
貯
械
苧
一
年
夏
季
に
至
れ
ば
反
っ
て
減
少
す
る

に
至
る
は
矢
張
り
粒
質
の
措
置
化
に
よ
っ
て
粒
面
粗

と
な
る
に
よ
る
な
り
。

且
つ
貯
離
後
水
分
合
量
は
殆
ん
ど
等
し
く
な
り

て
も
貯
械
前
に
水
分
合
費
大
な
る
小
委
程
常
に
容

積
重
小
な
る
は
、
貯
離
小
薬
品
質
の
揺
礎
の
・
挺
も

大
な
る
を
示
す
ぺ
し
・
山
内
容
積
重
の
培
減
は
倉
庫

の
温
度
と
も
闘
係
あ
り
て
、
高
温
反
る
夏
季
に
は

減
少
し
、
油
度
低
く
た
れ
ば
増
加
す
る
傾
向
あ
り
。

五
、
重
量
及
び
容
量

貯
雌
小
委
の
毎
月
の
重
量
の
費
化
は
第

一
四
表

及
び
第
七
闘
の
如
し
。

貯
縦
約
牛
ヶ
年
毎
に
測
り
た
る
容
量
の
費
化
は

第
一
五
衰
及
び
第
八
闘
の
如
し
。

和八年六局 55.96 55.50. 54.30 回.84

七局 一 ー ← 一

7¥月 ~ 一 -155.80 5520 53.26 51.46 

7L 刃 一 一 一 一 一 一58お!

十周 57.01156.40 56.36155.52153.20 51.20 一

56.50155.68153.21: 51.16 59. 141! 

十二且 57.28156.67 56.6] 155.80153.24 51.13 

九年一月 57.4415666 56.74155.羽田2651.04 59制F

二局 57.46156府 E6.79156.09153.29 50.98 59.761E 

ヨ月 57.60156.86 57.04156.14153.35 50.92 59.951E 

四刃 57.70157.01 57.24156.26153.44 50.92 60.091E 

五月 57.73156邸 57.34156.50153.48 50.E6 60.271! 

六局 57.99157.27 57.52156.76回.4750，62 60.521! 

七且 58.33157.49 間 57.00
1
53.64EO.8C EO.891! 

く量g)

昭

158.20157.90155.31 

158.副58.17155.

小
書
留
の
水
分
合
憲
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
舗
由
化
に
及
ぼ
寸
影
響
ハ
努
回
報
)

依鑑定jz械小容の重量

お叫ん14rJZ1均
第一間表

18.701国.29155.。
.8.88i58.~7154.9 

回.941回.291日.9.
一九三一

159.051田32154.

59.271日.42154.9

159.341日41154.9
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ゐ
須
の
水
分
合
量
並
び
に
貯
恵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
健
伏
の
圃
度
化
に
及
ぼ
す
影
響
ハ
鎗
四
報
)

一
九
四

E主 穣| 畠 回 新 中長 赤飯不知一般

N調査¥年¥月R7j雇¥tf分害~含時~石閏11C寸矧|二i
己→矧
1
14-
矧11f矧11C%112%114%/ 11: %/1('%112%114矧/16%

57.58 54.67 53.62 57.93 57.20 53.57 50.71 60.81 59.64 国.~54.35 

九月 .4057.54 54.78 回.4157.87 57.11 回3.5750.60 60.98 59.佼 回.1854.01 

十周 58.40 57.52 54.68 53.35 57.96 57.2JJ 53.54 50.511 陥1.0859.67 58.Q7 日.97

十一月 58.47 57.59 54.70 53.36 58.0C 57.15 53.59 50.46 61.C6 59.eo 58.07 53.94 

十二周 国.4657局 54.72 53.お58.1C 57.17 53.61 50.46 ~1.04 関.6358.句回.80

半年一周 58.47 57.56 日.8053.33 58.1C 57.17 臼6150.44 61.13 59.64 5805 53.78 

二刃 国局57.63 54.85 日.3558.11 57.25 53.65 50.46 61.21 回.6958.12 53.E5 

三 刃 58.58 57.62 54.82 53.33 58.15 57.26 関邸50.46 61.27 59.70 日.12同.88

四局 58.64 57.66 54.88 53.30 58.26 57.20 5365 50.50 61.28 59.76 58.12 54.∞ 
五月 58.67 57.71 54.93 5328 58.30 57.19 53.前 50.53 61.32 59.78 回.1454.08 

六局 関.5557-78 日.9553.28 関.3557.12 日.7050.48 61.43 58. 20防4.14

七月 58.53 57.68 5.02 日却58.~ 57.18 国.5750.46 61お 58.16 54.10 

7¥局 58.52 57.60 55.05 日.35回.4257.16 53.52 回.4861.32 59.70:58.25!54.lB 

九周 印刷57.58 55・08153.3Z58.<10 5708 53.50 50.42 59.70 58.28 54.24 

十月 58.E8 57.66 55局 日.30日.3157.10 日.<1850.32 同1.2059.74 回2454.2.0 

十一月 58.59 57.67 55.∞ 5324 国.沼57.12 日4850.31 61.16 59.76 58.却54.06 
十二月 58邸 57.71 54.96 53.24，5827 57.16 53.44 50.34 61.20 59.75 58.12 54.06 

十一年プ 刃 58.55 57.73 54.92 臼.205&32 57.15 53.54 50.25 ~1・2059.73 58.10 54.07' 

一月 日.6057，70 54.94 日.1658.27 57.12 回.5050.27 61.22 59 70同.0454.05 

三 月 58.56 57.62 54.94 53.04 58.2'， 57.11 53.44 50.22 61.20 59.68 58.08 53.96 

四足 阻 7257.臼54羽 53.11 58.30 57.21 53.45 50.25 61.27 59.76 58.15 54.02 

五周 '58四宮崎55.08日5民S1$弘11116g45担医5883J制Z54Z矧9 E 耳目白血酔坤1.40田島田17日田六昆回.73157.70155.田 町羽田.55日.26161.35159.82日.21154.10

七 ・月日.75157.78155.ω 57.28臼.53150.30161.34159.80158.16154.12

i¥ 周回.79157.79155心2153.14158.49157.24回.50150.4Di61.30159.EOI58.18154.10



俄控貯雌IJ、安の重量(三鼠留の平均J

貯蔵前を印kgに改算

第七園

ーーーー-ld"
ーーー -1~仏 一一一-一一ーー“ー- ---ー←Fー
・~+.，.I令 10 ____ ーーー一一 ーーー

ー ーー，

伝 言言:
局1¥.

月

制

回

60 

九
年
八
周

一
年
後

用年査

貯
蔵
前

回

爾

〈斗〉

吋i誌竺l貯酬:-n.&f=:J3九軌月|寸年三局|十町|主ーす|丈-t
lC% 4.包8 4.371 4.400 4.539 4.499 4.695 

鼠
1匂4 " 

4.185 4.3印 4.387 4.日1 4.457 4.615 

14% " 
4.αyl 4.194 4.111 4.3詞 4.3∞ 4.431 

田
16% " 4.087 4.178 4飽8 4.211 4.127 4.Z62 

lC% 4.000 4.151 4.284 4.282 4.539 4.5臼 4.650 
新
12% " 4.0旬 4.323 4.289 4.437 4.422 

4.5印
中
14% " 3.975 4.127 4.090 4.187 4.143 4.283 長
IS% " 3.007 4.025 3.973 4.ω8 4.017 4.043 

赤錫不知

10% 4αx> 4.3t6 4.557. 4.549 4.649 f 

12% " 4.104 4.237 4.234 4柑2 40448 4.596 
14% " 4.047 4.1日 4.146 4.お6 4.308 4.3!:渇一

望E 16% " $田4 4.071 4.016 4.146 4.045 4.155 

重

題
(
い
時
V

俵接貯蹴小姿の容量第一五表

小
車
賓
の
水
分
含
量
並
び
巳
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
議
中
に
於
け
る
使
燃
の
獲
化
に
及
ぼ

r影
響
(
第
四
報
}

一
九
五



-
小
裂
の
水
分
含
畳
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
裂
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
放
の
圃
度
化
に
及
ぼ

r影
簿
門
第
四
報
)

偉襲貯離小.の隣自〈三晶種の平均〉2第八・圃

ーーーーー10ず・

----1.2.'も

-ー・・1，¥・"，

.....・，'r. 

十
二
牛
八
周

一
三
年
後

4.0 t.:.If~ +. .. • • ... 

震 九一九十二十
年 年年 年 年年

前 三後九円後九
月用周月
年月

+
一
年
一
一
一月

一
九
六

貯
叫
楓
小
萎
の
金
帽
の
重
量
の
型
化
は
、
小
委
の
貯
雑
巾
の
生
理
作
用
並
に
轟

害
等
に
よ
る
減
少
も
あ
れ
ど
、
主
と
し
て
小
委
の
水
分
合
量
の
増
減
に
よ
る
も

の
な
り
。
従
っ
て
貯
蹴
前
に
水
分
合
量
小
な
る
小
委
程
増
加
多
く
、
例
へ
ば
水

分
一

o
u
n
に
で
貯
離
し
た
る
小
菱
は
、
三
年
後
に
は
平
均
約
二
・
八
庖
も
増
加

す
・
然
る
に
水
分
↓
六
dn
に
で
貯
離
し
た
る
小
委
は
、
少
し
〈
水
分
を
費
散
し

て
水
分
合
最
を
減
や
る
故
‘
重
量
を
減
少
し
、
一
一一年
後
に
は
平
均
約
一
疋
の
滅

少
を
一
示
す
。
而
し
て
貯
賊
後
水
分
合
量
の
速
か
な
る
増
減
に
つ
れ
て
、
小
菱
重

量
は
速
か
に
増
減
し
、
貯
蹴
一
ヶ
年
以
上
を
経
過
し
て
水
分
合
量
の
楠
減
媛
徐

と
た
れ
ば
、
重
量
の
増
減
も
緩
徐
と
た
る
・

容
量
に
於
て
は
、
小
委
が
吸
渦
す
れ
ば
粒
が
膨
脹
し
、
粒
面
粗
と
念
る
故
、
桝

闘
の
増
加
す
る
は
賞
然
た
り
。
叉
粒
質
首
相
一費
し
て
、
粒
酎
粗
と
な
り
、
且
愚
容
等

王ま

の
た
め
に
粧
の
汚
れ
る
事
に
よ
り
て
忘
容
量
は
増
加
す
。
従
っ
て
貯
雄
二
年
以

27 
4.6 

桝 4.5

日 4.4

4.3 

42 

4.1 

調

上
も
粧
過
し
て
重
量
は
最
早
殆
ん
ど
増
減
な
き
に
亙
る
も
、
容
量
は
猶
増
加
し

例
へ
ば
水
分

-odwに
て
貯
賊
し
た
る
小
萎
は
一
一
一
年
後
に
は
平
均
約
六
升
も
増
加
す
。
水
分
一
六
%
の
小
萎
は
、
貯
山
間
後
少

L
〈
水
分
伝
費

績
け
た
り
。
従
っ
て
重
量
の
増
加
に
比
し
て
界
最
の
増
加
は
著
し
く
犬
な
り
。

散
し
て
重
量
は
減
少
す
れ
ど
、
桝
目
は
反
っ
て
増
加
し
輔
く
る
は
、
同
様
の
理
に
よ
る
も
の
に
し
-
て
、
一一一半
後
に
於
て
は
蓬
喰
ほ
〕
庇
減
少



ず
る
に
、
容
量
は
反
っ
て
平
均
一
升

七
ム
口
増
加
せ
り
。

要
す
る
に
貯
一
蹴
小
葵
は
重
量
の
増

加
に
比
し
て
、
容
量
の
増
加
甚
だ
大

た
り
。靖

容
量
は
夏
季
に
は
大
と
た
り
、

多
季
に
柏
減
少
す
る
は
、
前
越
せ
る

如
く
、
多
季
低
温
な
る
際
に
は
、
容

積
軍
増
加
し
、
夏
季
に
は
減
少
す
る

事
よ
り
考
へ
て
営
然
な
り
。

六
、
賞

歩

芽

A、
u 

貯
繭
小
委
の
毎
月
の
費
芽
歩
合
の

費
化
を
示
せ
ば
、
第
二
ハ
表
及
び
第

九
闘
の
如
し
。

第
二
ハ
表
に
見
る
如
く
、
工
く
乾

燥
し
て
貯
捕
し
光
る
小
萎
程
費
芽
力

く%)

品

" 98.01 " 刃

月

昭和へ年六

-七

" " -，ー199.81. " 月八

" " 一199.31 " 刃

月

九

95.61叫 5187.81 75.51 99.51 99.31 99・3195.81 -1 ー十

96.01 97.81 87.31 71.81 99.31 98.81 99.31 95.01 99.51 98.51 98・01郎.3:十一周

94.31 95.31 86.81 59.51 99.81100.01 部 8194.51 98.81 99.51 99.31 95.8 十二沼

周 95.01 95.81 87.01 58.31 99.81 89.ul 99.01 95.01 99.01 99訓 98.8194.5 九年一

95.31 93.01 86.81 57.31 99.81 99.31 99.31 95.81 97.81 98・51部 3194.0:一周

小
袋
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
園
田
化
に
及
ぼ
す
影
揖
(
第
四
報
}

第一7、表

一月塑~I~恒例叫6%1叫 12沖4%IIE%110%卜2%[14ベ16%

怯装貯蹴小療の蛮芽歩合

新中長回

93.31 94.81 85.51 48.51 99.81 99.51 99.31 92.81 99.31 99.01 97.51 91.51 

ijl:;jijijijjjjjjjj11日;;jij
刃

月

月

四

五
一
九
七

月
ム
/、

2.8~ 0.31 97.01 95.51鉛.0177.81 79.01 72.01 32.0 87.31 79.51 39.3 月七

01 96.01 89.51 71.01 18.訓78.5155.51 29・5

86.3165.01 8.81 1.5141.8137.31 2.5 

9.51 46.51 40.5 01 96.51 84.51お.0

3.0 

C 

。

84.3177.3 

79.31印・3

69.0111.8 

7¥.月

刃

刃

九

十



A
V
餐
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
伏
の
獲
化
に
及
ぼ
ナ
影
響
(
第
四
報
)

品 息 田 新中 長 赤鏡不知一撹

ト戸¥時、貯¥坦戴常苧時の;lM11仰1ヤ11e%llc~1問|問|問|問i均I即I臨
昭和九年十一月 61.5 10.0 80.0 54.5 4.0 0.8 40.8 35.0 1.8 

十二月 550 6.8 79.4 540 3.8 0.3 41.(' 34.0 1.0 

十年一周 50.3 5.0 78.8 53.0 4.C 0.3 40.3 34.0 1.5 

5.5 79.8 52.5 4.0 0.3 38.8 32.8 。
三 月 144・5 4.0 78.8 51.5 3.3 0.5 35.( 33.6 。
四局 46.0 4.0 80.5 45.5 2.3 0.5 40.C 35.3 

五月 46.5 4・3 78.8 37.8 1.0 0.5 44.C 36.0 

。 67.0 17.5 0.5 01 2.7.5 15.3 

七月 1.0 。 24.5 4.8 。0114.5 3.8 
八月 0 2.5 。。 。。
九月| 。 。。 G 。

。

一
九
入

を
よ
く
保
つ
。
水
分
一

o
d
n
及
び
↓

↓
一
%
に

τ貯
一
蹴
し
た
る
小
委

1∞ーマ4プ'守..........・λ
句"・.......・・ .¥ .、

今、

• .‘ “ ~ .‘ 
..." 
'. 
11¥~~一. “ 匂・

. .、. ， 

一九 三十
年年 年年
後ヘ 後八
月 用

第九岡 怯接貯離小~の費五三歩合(三品種の平均〉

ーーー....，.tor.
・・・・・ Ilt九

••••• I牛耳

......1らZ

邸〕

60 

40 

十
一
年
八
周

三
年
後

20 

」
貯
蔵
前

nu 

は
、
貯
賊
翌

年
六
月
ま
で

は
諜
芽
力
の

減
少
無
け
れ

-
P
」
も
以
後
減

少
し
始
め
、

二
年
後
の
夏

季
に
は
費
芽

カ
を
全
〈
失

用

ふ
に
至
る
。

護

芽

歩

合

(
M
P
)

年

水
分
一
四

査

%
に
て
は
費

調

芽
力
の
減
少

貯
賊
翌
年
夏
季
に
は
殆
ん

E
費
芽
カ
を
失
ふ
に
至
る
。
速
か
に
し
て



水
分
4

六
%
に
て
は
費
芽

カ
の
減
少
更
に
速
か
に
し
て

貯
捕
後
直
ち
に
醤
芽
カ
を
減

少
し
始
め
て
、
翌
年
夏
季
に

は
金
〈
費
芽
力
在
失
ふ
に
至

る
前
述
の
鱗
密
封
貯
蹴
に
於

て
は
水
分
ゴ

一dn以
内
た
れ

ば
三
年
間
賞
芽
カ
b
E
完
全
に

保
つ
も
、
俵
に
於
て
は
貯
蝋

翠
年
夏
季
に
は
費
芽
力
の
減

少
を
来
し
、
費
芽
力
保
存
の

鮪
よ
り
見
る
に
、
伎
は
プ
ケ

年
間
の
貯
捕
も
完
全
と
は
云

ひ
雛
し
・

七
、
貯
編
小
委
の
分
析
結
果

0.51 

乾物百分中

2.∞ 
一年後

二 年後

0.42 2.01 2.位三 年後

0.47 

10% 

0.43 

0.52 

0.47 

0.42 

0.51 

0.46 

0.48 

2.73 
丁
75.52 0.79 2叩!11.341 4お 2.32

4.21 I 2.22 11.66 

守

A

一
nuu

噌
ム

一

円

L

n
L

一

円

L

勾

一
お

刈
守

一

n吟

7

一
日E

U

E

u

n

u

 

n

u

n

u

n

u

 

n

G

n

G

円

4

1.98 

2.∞ 

貯蔵前

二年後

一 年後

二年後

三 年後

二 年後

三年後

一年後

一年後

lf% 

10% 

12% 

14% 

M 

l' 田

新

小
趨
賓
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
佐
炊
の
痩
化
に
及
ぼ
す
影
笥
(
第
回
線
)

一
九
九



小
委
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
姿
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
住
炊
の
震
化
に
及
ぼ
寸
影
餐
(
第
四
報
〉

二
0
0

品種臨時;??1m|鵠|開|粗脂肪|澱粉|駒山!襲警

0.48 1・96二年後12% 

0.42 

0.42 

0.35 

0.~8 

0.44 

O.詔

2.47 

1.89 三 年後

10% 

一年後

三 年後

二年後

二年後

三 年後

一年後

二年後]6%， 

14% 

中

長

赤

0.34 2.15 1.81 三 年後

0.35 2.田2.00 一年後

録

0.35 2.35 1.76 二年後12%， 
不

0.35 

0.36 

0.36 

0.35 

2.06 

2.96 198
1
76心310.56 

2.09 76.36 

M
W

叩

却

。O
A

崎

刈

匂

mu

印

m

・4
、

ム

唱

4

三年後

一一」

I ~卸
I 1邸

1.81 

1.80 

1.81 

ー年後

二 年後

三年 後

二年後

三 年後

一年後

14% 

16% 

知

披



貯
雌
約
-
ヶ
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14% " 2.22 2.18 2.18 2.08 

1ε% " 2.Z6 2.20 2.18 211 I 2.07 2.06 

水
分
一

o
u
m及
び
一
二
%
に
て
は
、
貯
…
剛
一
-
ゲ
年
半
位
ま
で
は
、
グ
ル
l
テ
ン
の
減
少
少
な
け
れ
芝

二
年
後
に
は
減
少
鞘
々
多
く
、
且
つ
歎
の
質
も
凶
器
費
せ
る
を
認
む
。
三
ヶ
年
後
に
は
グ
ル
ー
チ
ン
の
分

離
操
作
困
難
と
た
り
、
大
い
に
グ
ル
l
テ
ン
量
減
少
し
、
旦
質
も
惑
費
し
た
担
。
即
ち
渦
獄
は
粘
り
血
熱

乏
し
く
聞
く
脆
く
な
り
、
色
も
次
補
色
と
・
な
り
た
り
。

水
分
一
四
%
に
て
は
、

一
年
後
に
も
梢
k

減
少
多
く
、
三
年
後
に
は
グ
ル
l
デ
シ
の
分
離
困
難
と
な

り
、
辛
じ
て
塊
と
た
し
得
る
稗
と
な
・
リ
た
り
。

水
分
一
六
%
に
て
は
、
企
・
ヶ
年
後
に
も
減
少
を
示
し
、
ニ
ヶ
年
後
に
は
大
い
に
小
と
な
り
、
三
ケ
年

後
に
は
殆
ん
ど
分
離
し
て
塊
と
た
す
事
困
難
と
た
り
た
り
。

貯
一
蹴
三
年
後
の
グ
ル

1
テ
ン
の
お
買
を
示
せ
ば
府
民
五
の
如
し
。

小
菱
粉
の
糊
の
粘
度
も
貯
蹴
粧
過
と
北
ハ
に
減
少
し
、
且
貯
蹴
前
に
水
分
犬
た
る
小
委
程
梢
々
一
減
少
著

粕屋rl'1~事溜水害子 1 となす。

し
さ
を
認
め
た
り
。試

一
て
製

験

麺

貯
械
約

a，
ヶ
年
戸
憶
に
製
掛
し
た
る
小
委
粉
に
て
姐
を
作
り
、
そ
の
色
禅
、
食
味
及
び
麺
の
伸
度
を
調

査
し
た

B
。
其
の
結
果
は
第
二
-
表
の
如

L
。

水
分
一

O
M及
び
一
二
%
に
て
は
、
貯
誠
一
ヶ
年
聞
は
惑
費
少
く
良
好
な
れ
少
。
さ
れ
ど
以
後
は
一
惑
費

し
、
一
ニ
ヶ
年
後
に
は
著
し
く
不
良
と
た
る
。
帥
ち
麺
は
色
調
押
黒
ヂ
み
粘
カ
を
失
ひ
て
、
切
れ
易
く
且
製

' 



俵装貯蹴小 2容の製麺結果

吋緊要書室の戸f?l貯蔵前l仇 判手:1二判長=1三年鋼
麺の色 A A A B B B C 

lC% 食 妹 A A A A A B C 

f申 度 1.47 1.印 1.田 1.51 1.47 1.47 1.46 

怠 一 一一一

麺の色 " A A B B C D 
lZ% 食 妹 A A A A B C 

伸 度 1.49 1.54 1.印 1.47 1.47 1.45 

麺の色 " A B B C C D 
14% 食 妹 A B B B C D 

伸. 度 1.46 1.49 1.49 1.4l 1.47 1.44 

国

霊園の色 " B D D D D D 
16% 食 妹 A C C D D D 

伸 T堅 1.49 JA7 1.48 1.46 1.39 1羽

麺の色 A A A A B C D 

lC% 食 妹 」主 A A B B C C 

伸 度 1.54 1.55 1.52 1.59 1.59 1.55 1.45 
新

麹の色 H A A A B C D 

12ラ4 食 妹 A A B B C C 

伸 度 1.52 1.52 1.日 1.57 1.54 1.42 
中

麺の色 " A B C C C D 
14% 食 味 A B C B C C 

伸 度 1.48 1.49 1.田 1.57 1.52 1.40 

長

麺の色 " A C D D D D 
lf% 食 妹 A B D D D D 

f市 度 1.49 1.48 1.57 1.55 1.4予 1.36' 

第二一表

小
M

賓
の
水
分
骨
口
量
並
び
℃
貯
蔵
方
法
が
ゐ
書
留
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
栓
炊
の
費
化
に
及
ぼ
ず
影
欝
{
第
四
朗
報
)

二

υ七



小
委
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
伏
の
痩
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
)

二
O
A

品種l緊繁華の1GT?(貯蔵昨年後円|議|二叫:1三矧
費量の色 A A A A 。

1C% 食 妹 A A A A B I B C 

伸 度 1.55 1.00 1.回 1.60 1.55 i 1.53 1.38 
赤

湿の色 " A A A B B D 
鏡
12% 食 妹 A A A B C D 

不 体 度 1.60 1.38 

知 " ! A B B B C D 
14% A B B C C D 

一
伸度 1.印 1届 I 1.61 1.51 1.54 

続 . 
麺の色 " A C C D D 

16% 食 味 A C C D D D 

{申 度 1.回 1.回 1.伺 1.44 ! 1.41 1.27 

麺
に
際
し
で
は
・
憎
ん
滑
か
な
る
麺
帯
と
な
ら
や
，
。
食
味
も
1
2

く
不
良
と
た
る
。

水
分
一
四
%
に
て
は
、
更
に
悪
費
著
し
き
は
勿
論
た
り
。

水
分
二
ハ
dwに
て
は
、
更
に
悪
質
速
か
に
し
て
一
ヶ
年
後

に
も
著
し
〈
不
良
と
な
る
。

要
す
る
に
儀
に
於
て
は
、
小
泰
一を
良
く
乾
燥
し
て
貯
賊
す

れ
ば
、

一
ヶ
年
聞
は
麺
は
さ
し
て
不
良
に
は
あ
ら
ざ
る
も
、

二
年
後
に
は
可
成
り
謡
く
、
一
一一
年
後
胞
は
全
く
不
良
と
な
る
。

-
二
、
製
麺
殉
賓
験

貯
賊
b
T
ケ
チ
協
に
製
粉
し
た
る
小
委
粉
に
て
、
掴
婚
を
作

り
、
そ
の
容
積
、
外
幌
、
内
部
の
色
及
び
キ
メ
及
び
食
味
を

調
ペ
て
、
麹
姐
の
品
質
を
調
査
し
た
り
。
共
の
結
果
は
第

ニ
表
の
如
し
。

水
分
一

o
d
n
に
て
は
、
貯
雄
一
ヶ
年
聞
は
良
好
去
る
も
、

以
後
は
漸
共
惑
煙
し
、

二
年
後
に
は
内
部
の
色
津
黒
や
み
、

且
キ
メ
も
悪
く
食
味
も
不
良
と
な
り
、

三
年
後
に
は
麺
拙
は



依装貯蹴小委・の製麺拍結果

吋器時三???片磁向後卜例議|二叫毎|三年後!
麺砲の容積CC 420 409 413 416 392 387 344 

外都の形及び色 A A A A A A B 
1句4
内部のキメ及び色 A A B A B C '0 

食 除 A ム A A B C C 

麹砲の容積CC 406 408 372 3m 337 

畠
外部lの形及び色 A B A A B C 

12% " 内部のキメ及び色 A B A B C C 

食 妹 A B B C C C 

麹麹の容積CC 396 393 402 お0 351 345 

外部の形及び色 A C A B C o I 
回 14% " 内部:のキメ及び色 A B B B C o I 

食 妹 A B C C D D 

麺麹の容積CC 394 お6 328 315 313 

外部の形及び色 I A 
。A B D C 

1e% 
内部のキメ及び色 C C C C D 

食 妹 D C C D D 

麺犯の容措置∞ 340 307 国4 325 353 369 335 

外部の形及び色 A A A A C C し
10% 
内部のキメ及び色 A A A A B C C 

食 妹 A A A A B C C 

新
麹麹の容積何 318 358 318 お8 349 337 

外部の形及び 色 A A A C B C 
12% 

" 内部のキメ及び色 A A A B C C 

食 妹 A A C D 

第二二表

小
委
の
水
分
含
量
孤
ぴ
に
貯
蔵
方
訟
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
住
紋
の
鍵
化
に
及
ぼ
す
影
響
ハ
第
四
報
)

二
O
九



小
da
の
水
分
含
億
甑
ぴ
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
俊
紋
の
獲
化
に
及
ぼ
十
影
審
(
第
四
割
報
)

二一

O

同55i山よ竺~I貯昨年後ト年後l 議 l二叫:1三年後|
重量麹の容渡cc 305 322 お6 334 328 3'Zl 

中 外部の形及び色 A A A C C c 
14% " 内部のキメ及び色 A A B 。C D 
食 妹 A B B C D D 

長
辺3 ' 310 題麹の容積CC 314 310 お9 340 

外部3の形及び色 A A A B C D 
16% " 内部のキメ及び色 A B C C D D 

食 妹 D D D D 

画面麹の容積C(' 460 468 443 438 366 I 

外部の形及び色 A A IA A A B B I 
10% 

A ! A 内部のキメ及び色 A A C C 

食 妹 A A C c C I 

.麹の容積巴巴 466 462 452 442 429 お3
赤

外部3の形及び色 A A A A A C 
12% " 銭 内部のキメ及び色 A A A C C c I 

不
食 妹 A A A C C 

知
麺麹の容積∞ 461 466 469 416 416 

外部の形及び色 A B A B C D 
14% " 一 内部のキメ及び色 A A A C C D 

続
食 妹 A A B C D D 

麺麹の容積C巴 446 422 426 440 348 342 

外部の形及び色 A B B B D D 
16%， " 内部のキメ及び色 A B B c D D 

食 妹 A C C C D D 



肱
ん
E
膨
れ
や
し

τ即
き
麺
働
時
と
な
り
全
く
不
良
と
た
り
た
り
v

水
分
ご
一
%
。
も
D
は
、
水
分
一

O
，
妙
に
比
す
れ
ば
少
し
く
劣
る
も
党
情

同
様
た
り
。
水
分
一
四
dw
に
て
は
一
ヶ
年
後
に
で
も
不
良
と
な
り
、
水
分
一
六
%
に
て
は
プ
グ
年
後
に
も
著
し
く
不
良
と
な
る
。

要
す
る
に
俊
は
小
委
を
水
分
一
二
%
以
内
に
て
貯
賊
す
れ
ば
、
貯
縦
約
一
ヶ
年
聞
は
比
較
的
良
好
な
る
麺
婚
を
作
り
得
れ
ど
、
以
後
は
不

良
に
し
1
、
二
年
以
上
を
粧
過
す
れ
ば
金
〈
不
良
と
な
る
た
り
。

麺
輪
開
の
窮
民
を
示
せ
ば
馬
民
六
の
如
し
。

一
一
号
考

察

上
越
の
如
く
俵
鑑
貯
蹴
に
於
て
も
、
貯
錨
前
に
乾
燥
良
好
た
る
小
委
程
、
貯
械
に
よ
る
小
葬
品
質
の
惑
費
少
く
、
貯
賊
結
果
良
好
な
り
。

水
分
一

O
M
に
て
貯
蹴
し
た
る
小
葬
は
、
貯
蔵
約
一
ヶ
年
牛
以
小
委
の
品
質
比
較
的
良
好
左
り
。
而
し
て
小
菱
は
吸
漁
し
て
水
介
含
量
&

増
加
す
る
た
め
、
小
妻
の
物
理
的
費
化
は
著
し
け
れ
ど
、
外
観
も
拘
比
較
的
良
好
、
褒
芽
力
も
約
五
O
d
m
を
保
ち
、
製
粉
結
某
に
つ
い
て
見

る
も
、
小
萎
粉
の
品
質
も
比
較
的
良
好
た
り
の
さ
れ
ど
二
年
後
に
至
れ
ば
、
小
葬
の
品
質
梢
惑
費
多
く
、
小
穿
の
外
観
は
不
良
と
た
り
、
容

積
重
は
著
し
く
減
少
し
、
費
芽
力
は
全
然
消
失
し
、
製
粉
結
果
も
不
良
と
た
り
た
り
。
二
年
以
上
を
経
過
す
れ
ば
、
小
菱
の
品
質
は
更
に
悪

費
し
、
コ
一
年
後
に
な
れ
ば
外
観
も
色
津
黒
宇
み
光
樺
た
く
、
容
積
重
は
著
し
く
小
と
な
り
、
叉
製
粉
し
た
る
場
合
の
小
委
粉
の
品
質
も
金
〈

不
良
と
な
り
、
従
っ
て
製
麺
鈎
す
る
も
、
麺
婚
は
膨
れ
守
し
て
竪
く
、
小
さ
き
麺
輪
開
と
た
り
、
外
観
も
味
も
全
く
不
良
、
製
麺
し
て
も
粉
は

粘
カ
を
失
ひ
て
、
如
何
に
粉
を
練
る
も
滑
か
た
る
調
帯
と
た
す
能
は
守
、
且
麺
は
色
悪
し
く
粘
力
た
く
、
切
れ
易
く
、
味
も
大
い
に
不
良
と

な
る
。水分

一
二
%
に
て
も
、
約
一
・
グ
年
&
・
迄
は
、
水
分

]
O
d
w
の
場
合
に
は
少
し
く
劣
る
ら
良
野
た
り
。

小
委
の
水
分
含
量
盤
ぴ
に
貯
蔵
方
法
が
小
褒
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
伏
の
製
化
に
及
ぼ
す
影
竃
(
第
四
聞
き

一一-一



小
饗
の
水
分
含
量
盤
び
に
貯
巌
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
佐
般
の
幽
度
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
)

一一一一一

水
分
一
一
四
%
に
て
は
、
貯
雌
b
T
ヶ
年
は
可
及
る
も
、
貯
誠
一
ヶ
年
以
上
経
過
す
れ
ば
、
水
分

-oum及
び
一
二
dw
に
て
貯
蔵
し
た
る
小
委

に
比

L
て
著
し
く
劣
れ
り
。

水
分
一
六
%
に
て
は
、

}
ケ
年
後
に
て
も
更
に
悪
費
著
し
。

右
の
如
く
俵
控
貯
婦
に
於
て
も
、
貯
雌
前
に
乾
嫌
良
好
・
な
る
小
委
程
、
貯
械
に
よ
る
品
質
の
謡
費
少
く
、
貯
賊
結
果
良
好
に
し
て
、
水
分

一
二
%
以
内
に
乾
悌
し
て
貯
雌
す
れ
ば
約
一
ヶ
年
半
は
良
好
な
り
。
水
分
一
四
dw
に
て
は
、
一
ヶ
年
に
て
も
小
委
品
質
の
謡
費
著
し
く
、
水

分
一
六
%
に
て
は
、
更
に
川
越
型
連
か
に
し
て
、
水
分
一
四
dm
以
上
は
貯
械
に
は
水
分
多
〈
不
可
た
り
。

儀
袋
貯
蔵
は
、
前
述
の
繍
密
封
と
国
費
・
り
、
小
委
を
よ
く
乾
燥
し
て
貯
賊
す
る
も
、
貯
雌
中
に
小
委
怯
次
第
に
外
界
の
滋
気
を
吸
牧
し
て
、

乾
燥
不
良
蹴
態
と
な
る
故
、
貯
雄
一
ヶ
年
以
上
を
経
過
す
れ
ば
、
小
委
品
質
の
謡
幽
更
を
弛
れ
ざ
る
な
り
。
例
へ
ば
水
分
一
O
%
に
て
貯
一
蹴
し

た
る
小
獲
が
、

一
ヶ
年
後
に
は
一
四
uw
以
・
ょ
に
も
上
る
。
従
っ
て
貯
雄
前
に
良
く
乾
燥
す
る
も
、
貯
誠
一
ヶ
年
以
上
を
経
過
す
れ
ば
、
乾
燥

不
良
欣
態
と
な
る
故
、
以
後
は
小
薬
品
質
の
惑
費
・
巡
か
な
る
は
首
然
に
し
て
、
俵
は
一
ヶ
年
字
以
内
の
短
期
間
の
貯
械
に
は
可
た
る
も
、
そ

れ
以
上
の
貯
厳
に
は
不
可
た
り
。
備
前
述
の
儲
密
封
小
萎
に
比
す
れ
ば
、
貯
‘
賊
一
ヶ
年
後
に
於
て
も
、
小
委
の
品
質
劣
り
、
完
全
に
は
あ
ら

ざ
る
は
勿
論
た
り
。

猶
俵
接
貯
捕
に
於
て
は
小
委
が
殺
象
共
の
他
の
轟
寄
を
受
け
易
き
大
歓
馳
あ
り
。

第

三

節

紙
袋
俵
・
袋
貯
識

一
、
貯
離
小
委
の
金
制



貯
雌
小
寒
の
外
調
の
型
化
は
、
前
越
の
二
重
俊
控
と
殆
ん

E
同
様
に
し
℃
、
水
分
一
O
%
及
び
一
二
%
に
で
貯
離
せ
る

小
委
は
、
貯
・
版
一
ヶ
年
は
外
視
良
好
た
る
も
、
二
年
後
に
は

粒
の
色
揮
を
減
じ
手
燭
り
も
不
良
と
な
り
、
一
一
一
年
後
に
以
著

し
く
不
良
と
な
れ
り
。

水
分
一
四
%
に
て
は
.
貯
円
減
前
に
既
に
乾
燥
良
き
小
事
実
に

劣
る
が
、
以
後
・
次
第
に
惑
喧
し
、

一一一
年
後
に
は
全
く
不
良
と

た
れ
り
c

水
分
二
ハ
%
の
小
委
は
、
貯
帰
前
に
粒
に
光
禅
な
く
、
手

縄
り
も
感
し
〈
甚
だ
不
良
な
る
が
、

一
ヶ
年
後
に
は
更
に
粒

は
黒
や
み
且
柔
軟
と
な
り
た
り
。

た
刊
弘
前
述
の
俵
に
比
し
℃
、
紙
袋
俵
装
に
於
て
は
全
然
轟

容
を
蒙
る
事
無
き
故
、
晶
糞
、
議
客
粒
等
の
混
や
る
事
-
な
さ

た
め
、
小
委
の
外
概
は
伎
に
梢
勝
れ
り
。
紙
袋
に
は
外
部
よ

り
轟
の
侵
入
ず
る
協
は
ざ
る
故
、

一
度
慎
議
す
れ
ば
以
後
掻

容
を
受
く
る
事
た
し
。

と
の
拙
に
於
て
紙
袋
俵
症
は
侠
の
み

小
委
の
水
分
含
慢
強
び
に
貯
厳
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
鍵
化
に
及
ぼ
す
影
響
f

第
四
報
ν

一一一= 

に予~O

品 畠 回 新 中 長 赤鏡不知一統

手兵理|叫zμ|叫判例叫4Jb¥叫0%1判叫6%
昭和八年六 J3 10.4 l.Z01ω 16.0 
士2 刃

i¥ 月 10.3 11.9 14.0 16.4 

九周 -1 9.8 12.0 14.1 16.] 

十月 12.3 13.51 14.1 15.6 11.0 12.2 14.0 16.0 

十一月 12.4 15.5 11.5 12.~ 14.1 15.8 11.8 13.1 14.51 15.9 

十二月 12.7 13.8' 14.4 ]5.4 11.7 12.6 14.1 15-8 12.1 134 14.61 15.9 

九牛- Jj 12.9 15.4 12.2 12.9 14.1 15.6 122 13.7 14.8 15.9 

ニR 13.4 14.21 14.6 15.5 124 13.1 14.0 15.5 12.5 13.7 14.9 15.9 
ヨ 月 13.4 吋14.615.31 12.8 13.21 14.1 15-4 12.9 14.0 
四局 l3.6 14.2: 14.8 15.3113心 13.51 ]4.3 15.4 133 14.0 15.0115.7 

五周 13.8 14.~1 14.8 15.31 13.3 13.71 14.4 153 13.5 14.0 15.01 15.6 

紙袋依装貯繭小萎の水分合量第二三表



小
措
置
の
水
分
含
最
強
ぴ
に
貯
麓
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
伏
の
隻
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
割
線
〕

二
一回

品 種| 畠 国 新 中長 赤鏡不知一銭

調査年何月示¥貯坦蔵常一刊時のIド円防問江均問c矧μ列仰Iド1μ:iμぺJペI川111;切問叫11
円防門
1叩均例仰O伽問叫卯%竹叩引|ド戸11辺2仰%114%116%110%112%114%!

昭和九年六刃 13.9 14.2 13.7 14.5 15.3 138 14.4 15.1 156 

七刃 14.2 14.4 14.7 15.31 14.0 14.2' 14.6 15.4 14.5 14.7 15.0 15.6 

八周 吋 15.214.2 15.2 14.6 150 15.5 15.6 

九刃 14.4 14.6 14.7， 15.2 14.2 lU 14.6 15.1 14.6 14.9 15.1 15.5 

十刃 14.5114.6 14.6 15.3 14.2 14.4 14.4 14.9 14.3 14.9 15.2 15.3 

サ一月 14.7' 14.7 14.6 15.1 14.3 14.5 14.4 14.9 14.3 14.8 14.9 15.0 

十二刃 14.3， 14.5 14-4 15.2 14.2 14.3 14.7 14.8 15.0 

14.! 15.2 14.2 14.31 14.41 14.9 143 14.& 15.0 15.3 

二 刃叫日 14.7 15.3 14.3 14.4 14.8 15.0 15.3 

三 月 14.514.6 14.8 15.3 14.4 14.5 14.7 15.0 15.1 

四局 14.614.6 15心 15.3 14.5 14.5 14.71 15.0 14.5 14.7 15.0 15.1 

五月 14.714.6 15.1 15.4 14.6 川 14.131151 14.6 149 15.1 15.2 
. 六月 14.6 14.6 15.1 15.3 14.7 14グ 14.815.1 14.7 14.8 15.1 15.1 
七月 114.6，14.7 15.0115.2 14.6 15.1 14.6 14.7 15.1 15.1 

八月吋日 15.0 15.2 14.8 14-81 14.9 150 14.7 14.8 15.0 15.1 

九月 14.6 14.8 15.0
1
15・214.8 15.1 14.8 14.9 15.0 15.0 

十刃 14.7 14.8 14.9 15.0 152 14.8 15.1 15.0 

十一月 14.7 14.8 15.0' 15.2 15.0 15.0 15.2 14.8 150 15.0 15. 

十二JlI 148 14.8 15・1
1
15.2150 15-0 15.0 15.3 14.8 15.1 15.0 

十一年一刃 114.914.8 15.1 15.3 15.0 15.0 15.0 15.1 14.8 15.0 15.0 

二刃 lω14.815.11 15.2 15.0 15.2 14.8 15.C 15.0 15.2 

三月 14.914.8 15.1 15.0 15.1 14.8 15.C 15.0 ]5.1 

四月 14.9 14.8 15.1 15.3 15.1 15.2 15.0 15.0 15.0 15.3 

五刃 15.0 14.8 15.2115.4 15.1 15.3 15.0 15.1 15.0 15.3 

六刃 15.1 150 15.2 15.0' 15.3 15.3 150 15.2 15.1 15.4 

七周 15.5 15.3 15.1 15.3 15.4 15.2 15.2 15.2 15.5 

八月 15h  15.5 15.3 15.3
1
15.3 15.5 15.2 15.4 15.3 15.5 



者機依接貯蹴小~の水分合量〈三品種の平均〉第一0圃

一一一同メ
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a 

16 ~ . 

11 

十
一
年
ヘ
月

=
一
年
後

に
比
し
て
大
い
に
勝
れ
り
。

二
、
水

分

合

量

R
U
 
----
水

分

含

量

(
M
N
〉

13 

十
年
八
月

-
一
年
後

九
年
八
月

一
年
後

10 
貯
蔵
前

調

貯
蹴
期
間
中
毎
月
の
水
分
合
量
の
雌
変
化
は
、
第
二
一
一
一表
及
び
第
一

O
闘

の
如
し
。

紙
袋
俵
盤
貯
賊
小
委
の
水
分
含
量
の
饗
化
ピ
見
る
に
、
前
節
の
伎
の
場

合
と
殆
ん
E
同
犠
た
り
。
卸
ち
紙
袋
に
は
殆
ん
p-防
漁
性
・
な
く
、
伎
に
更

に
紙
袋
を
挿
入
す
る
も
防
漁
性
に
於
て
は
、
伎
の
み
の
場
合
と
殆
ん
ど
差

周
到
な
し
。
従
ワ
て
貯
械
小
委
の
品
質
の
岨
変
化
も
、
前
節
の
俵
の
場
合
と
殆

ん
ど
同
様
な
る
可
き
世
帯
を
想
像
し
得
ペ
し
。

月

一二
、
千

粒

重

年

貯
賊
期
間
中
毎
月
の
千
位
重
の
費
化
は
第
二
四
表
及
び
第
一
一
岡
の
如

査

し
千
雄
重
の
描
変
化
は
、
主
と
し
て
貯
械
小
委
の
水
分
合
量
の
櫨
変
化
に
よ
る

接
に
於
て
は
、
水
分
合
量
の
増
減
略
ぼ
俄
披
貯
維
の
場
合
に
相
似
た
る
故
、
千
粒
重
の
増
減
も
同
様
の
粧
過
生
有
す
。

も
の
な
れ
ば
、
水
分
合
貴
の
増
減
と
平
行
し
て
増
減
す
。
而
し
て
紙
袋
俄

小
皿
賓
の
水
分
含
潰
並
び
に
貯
蔵
方
誌
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
肢
の
岨
理
化
に
及
ぱ
す
影
響
〈
第
四
割
穣
〉

二
一
五



小
畠
震
の
水
分
合
鐘
遊
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
獲
の
貯
蔵
中
に
求
け
る
性
伐
の
幽
度
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
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C官〉紙袋依装貯雄I}、;Hの千粒重

中商品品金王手首長
第二i別表

ー一
一...... ，、

レ4111-112
:7十811J730科卒10ザヤ 4132別l
liZiiii;:iiliijUjiji;:cu| 

-131.0*2 06s2.83 1制

月

十一月

十一月

十年一

四 用

月

十二月

月

月

十二月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

周

月

用

月

月

月

月

昭和八年六

十

九年一

五

六

七

五

九

十

七

入

九

..... ，、、

入

四

七



品

月昭和十年八

月九

月十

十一月

十二月

月十一年一

月

月

月

用五

月
....... 
ノ、

刃七

月

紙袋f衣装貯械IJ、穿の千粒重(三品積の平均〉第一一圃

ふ..，，~'ttiよ......-....ごいこ=ぷ宗主長ニコ竺弘中竹3・…..
重千3ll.-eJHJ〆〆こ/・ ー--'-../・ 1 ・1 ・1 ・・

粒 t

重

官ω
ーー-10仏

ー-ーー 1~. '/. 

令・・"'4・%
・・・1 '1. 

四

八

十
-
・
年
九
周

三
年
後

十
年
入
刃

二
年
後

九
年
ヘ
H
n

-
年
後

月年査調

表
及
び
第
二
一
闘
の
如
し
。

小
委
の
水
分
含
島
原
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
畠
眠
中
に
於
け
る
性
放
の
歯
車
化
に
及
ぼ
す
彫
響
《
第
四
報
ν

9
貯
蔵
前

門

'
u

問

、

容

積

貯
蝋
期
間
中
抵
月
の
容
松
茸
の
蝉
変
化
乞
示
せ
ば
、
第
二
五

二
一
七



小
委
の
水
分
含
債
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
獲
の
貯
趨
眠
中
に
於
け
る
性
炊
の
捜
化
に
及
ぼ
す
影
響
ハ
第
四
報
〉

ニ-人

〈ー栢重kg)

晶 麓 畠 関両| 務中一長i-41細不知ー現
平手望号電叫仰イ …，9~14 叫内%116%
昭和入年六周 '17.7 'l7.58 76.1 74.65 

七月 一 一 ー

入用 一 一 一 一略取 72.7 

-Jt. 月 一 一 一 一 一 -181.83 81.5 81.05 77.45 

76.7 'i6.4 74.6 73.7 十周 78司'l7.175.0 70.5 一 一

寸~周 76.8 76.6 75.2 74.0 77・9
1
77.375.2 71.4 81.1 80.7 80.3 782 

十二周 76.8 76.6 75.3 74.1 77.7177.1 75.1 71.9 81.3 80.8 80.4 78.2 

九年一周 76.9 76.5 75.2 74.3 77.6176.8 75.1 72.1 81.5 81.1 80.6 786 

二月 76.6 76.4 75.3 74.1 77・5176・975.0 72.2 81.3 80.8 80.7 78.5 

三月 76.5 76.6 75・074.2 77.0i 76.5 74.7 71.8 81.3 回.880.7 78.5 

四月 76.0 75.9 74.6 74.1 74.4 71.5 81.1 m.6 80.6 78.4 

五月 75.6 75.7 74.6 73.9 74.6 71.8 80.7 80.6 80.2 78.0 

六月 75.1 752 73.9 73.5 74.31 71-7 80.4 80.3 79.8 77.3 

七月 74.9 74.4 73.9 73.2 75.8i 75.2 73.9170.9 79.8 79.5 79.4 75.9 

八月 74.8 74.9 74.0 72.9 75.7175.3 73.9170.5 795 78.9 78.2 75.5 

九月 74.6 74.7 73.7 73.4 75.8175.1 73.9171.0 河.879.3 77.6 75.2 

十月 74.6 74.6 73.8 73.5 74.3171.2 79.7 79.1 77.6 75.3 

十ー月 74.8 74.3 74.0 73.9 75.8175.1 74.]1 n.4 79.7 79.1 77.7 75.8 

十三月 74.7 74.7 74.0 73.4 75・7175.374.1 71.8 79.9 79.1 77.8 75.7 

十年一月 74.6 74.7 74.1 73.9 74.2 n.9 79.9 79.1 77・975.7 

二月 74.6 74.8 74.2 73.8 75・7175.174.1 71.8 河 979.3 78.0 75.8 

三周 74.6 74.8 74.3 73.8 75.7 74.9 73.9 71.3 79.9 79.5 780 75.9 

四局 74.4 74.8 74.0 73.7 75.5 74.9 73.7 n.3 79.7 79.4 7801 75.9 

五周 74.2 748 73.5 73.5 15.0174.7 73.2 71.0 79.1 78.8 

六月 73.2 73.7 73.1 72.9 74-4 73.9 72.3 70.8 78.0 '17.6 77.3 75.5 

七月 73.2 73.2 72.9 72.6 74.0 73.9 '17.3 押.077:.3 75.2 

紙袋依按貯誠小変の容積重第二五表



罰金iム
周

十二局

十一年一月

刃

用

九月

十周

十一周

七

入

四

五

品
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六

紙袋依控貯雑小姿の容積重(三品種の平均〉第一二|謝
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昭

'
n
'

重
(
一
概
庖
)

十
一
年
八
月

一一一年後

智

小
委
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
紋
の
獲
化
に
及
ぼ
す
影
響
『
第
四
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十
年
八
月

二
年
後

九
年
八
刃

一
年
後

月年査

貯
蔵
前

nu n' 

調

容
積
重
は
前
節
の
俵
の
場
合
に
述
べ
し
如
く
、
貯
滅
後
次

第
に
減
少
し
、
一
二
ヶ
年
後
に
は
著
し
く
小
と
友
る
。
市
し
て

二
一
九



水
分
含
量
の
増
減
の
欣
況
は
俵
に
殆
ん
E
等
し
き
故
、

小
委
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
臥
よ
於
け
る
性
炊
の
獲
化
に
及
ぼ
す
影
響
門
第
四
割
慨
)

容
積
軍
の
減
少
の
紙
況
も
俵
の
場
合
と
殆
ん
ど
同
様
た

り
。
さ
れ
ど
俵
に
比
し
て
梢
々
減
少
少
く
‘
例
へ
ば
水

分
一

O
Mの
小
委
が
三
年
後
に
於
て
俵
に
於
℃
は
平
均

約
七
二
位
な
る
に
紙
袋
儀
袋
に
於
て
は
七
二
砥
あ
り
。

之
れ
依
に
於
℃
は
掻
害
の
た
め
に
、
議
申
青
粒
及
び
議
糞

を
混
じ
て
粒
が
訪
れ
る
に
反
し
て
、
紙
袋
俵
仙
訟
に
於
て

は
晶
害
を
A
X
く
る
事
な
き
た
め
、
粒
が
清
潔
な
る
に
よ

る
な
り
。

五
、
震
景
一
及
び
官
庁
量

貯
雌
小
委
の
重
量
及
び
容
量
の
理
化
は
第
二
六、

七
表
及
び
第
一
三
、

一
四
国
の
如
し
。

貯
一
蹴
小
-M

賓
の
金
憾
の
草
量
の
雌
変
化
は
、
主
と
し
て
小

安
の
水
分
合
量
の
増
減
に
よ
る
も
の
な
れ
ば
、
粘
っ
て

前
述
の
作
成
の
場
合
I
C
相
似
た
り
。

容
量
に
於
て
も
、
般
の
場
合
と
相
似
た
る
が
、
容
叫
制

.(kg) 紙袋依:装貯雄11、妻の重量第二六表
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l・75125.30130.64130.051包281t.7.26

lG畏理l叫仰イ判断112μ114%両日%¥1引14%¥均
月

月

月
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昭和九年七

グ9125.32130.63130.08129.131t.7.3

1側 128.7仰 541お69凶14128蹴 6凶2532民側叫肌

十一月

千二月

29.40128船 !27.62!26.74!29.191t.8.28凶85!25.36!30.71!30.15!29.52!27.
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月

用

月
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月

月
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入

小
委
の
水
分
合
最
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
朕
の
畠
度
化
に
及
ぼ
す
影
響
門
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小
委
の
水
分
含
掻
箆
び
に
貯
蔵
方
・
誌
が
よ
肝
属
賓
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
佐
伏
の
獲
化
に
及
ぼ
す
影

gn第
四
割
棺
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〈斗〉紙袋依装貯賊小~の容畳

品積福宮間九一戸九月!十年三周!岨き~ï l+ア入居
第二七表

2375 2.030 10% 

2.331 2.200 2.214 2.161 2.152 2.1侃" 12% 畠
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回
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14% 

新

中

長
2.071 1.989 2004 1.979 1.994 1.995 " 16% 
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トーー
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赤
銭
不
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2.054 I 
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2ω4 2.024 2.014 2.037 1.974 H 16% 

紙袋俵装貯蛸小宴の重量〈三歳積の卒均〉

貯蔵前を60kgに故郷
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十
一
日
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後

九
年
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周

一
年
後

周年査議

問
山
貯
蔵
前



紙袋依控貯蝋小差Fの桝目〈三品種のzfi均〉
貯蔵前を4斗に故郷

第一回闘

十
一
日
年
八
月

=
一
年
後

，，M".，avaet 

ノ七.................・0・・e・e・ ' 
....〆

4.0凶τ;.HHfJ・

貯 九一九十
磁 年年年年
前 三後九三
用月月
. Jj 

十
一
年
一
一
一
周

十
年
九
刃

二
年
後

重
の
所
に
て
述
べ
し
如
く
、
紙
袋
依

畿
に
於
て
は
金
〈
勉
容
を
受
く
る

事
た
き
故
、
従
っ
て
粒
は
清
潔
に
し

て
、
容
量
に
於
て
も
少
し
く
増
加
少

し六
、
殻

芽

A 
口

『ー由一-10勃

ーーー--12.骨

令令。‘"14・ψ

...・16・h

「t
-
一
甲
'
食
u

}

-

3

A守

nuτ

4.5 

桝 4・4

4.3 

目 4・2

4.1 

歩

貯
蹴
期
間
中
毎
月
測
り
た
る
貯
蹴

小
奈
の
帯
以
芽
歩
合
の
費
化
は
第
二
八

表
及
び
一
五
闘
の
如
し
。

費
芽
力
の
費
化
に
於
て
も
、
前
述

の
依
の
場
合
と
殆
ん

E
同
様
に
し
て

査

よ
〈
乾
燥
し
て
貯
叫
慨
し
た
る
小
委
程

調

費
芽
カ
を
良
く
保
つ
。
水
分
一

o
d
w

及
び
一
二
dn
に
て
貯
離
し
た
る
小
奏

貯
蹴
翌
年
六
月
ま
で
は
費
芽
力
を
よ
く
保
つ
も
以
後
減
少
し
始
め
、
二
年
後
の
夏
季
に
は
費
芽
力
を

は
、
比
較
的
強
芽
カ
を
よ
く
保
ち
、

小
嵐
置
の
水
分
合
畢
血
道
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
伏
の
鍵
化
に
及
ぼ
す
影
響
戸
第
四
報
)

〈ラ6)紙袋儀。装貯誠小~の費芽歩合第二八表

刃

月

昭和i¥年六

七

入



小
委
の
水
分
含
畢
恩
恵
ぴ
に
貯
蔵
方
法
が
小
賓
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
健
炊
の
副
理
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
)
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紙袋俵接貯蹴小奈の殻=w歩合(三局種の平均〉第一五圃

1CO 

十
一
年
八
月

三
年
後

ーーーー，.r. 
・・ーー ，... r. 
。......，.... 91 
•• ..... " % 

-・1・μ も e・w・・ヘ、

・.:¥、

:入1… h …¥、
一九 二十

毎年 伴
1¥ 後八
月 月

80 

rEPEI--
-

n

u

n

u

 

F
h
u
'
n
ω

・

却

漫

歩

芽

合

ハ

Mg

杢
く
失
ふ
に
至
る
。
水
分

一
四
dw
に
て
は
費
芽
力
の

減
少
速
か
に
し
て
、
貯
蹴

翌
年
夏
季
に
は
殆
ん

E
費

芽
力
を
失
ふ
。
水
分
一
六

%
に
て
は
、
費
芽
力
の
減

少
夏
に
速
か
に
し
て
、
貯

滅
後
直
ち
に
減
少
し
始
め

て
、
翌
年
夏
季
に
は
費
茅

カ
を
失
ふ
に
至
る
。

月

七
、
貯
械
小
芽
の

乾物百分中

品種隣立詞判ii£官雨霊山組脂肪|酬|嗣l1-ふJ陛|ゐ
-1貯蔵前 l lA9|利み
一年後 H8 11.39! 4お 2.32 7 0.44 

10% 二年後 2.但 11.61 4.28 2.19 75.191 0.92 1 2.沼 0.53 

三年 後 2.01 11.'i5 4.40 2.03 75.561 1.02 I 2.03 0.49 

畠

一年後 201 

γ 2|説明 2問 n12% 二年後 2.06 11.711 4.20 1 2.15 I 7&581 0.98 1 2お O訓

三年後 1伺 11.79 4.27 1 2.13 1 75.261 1.国1.851 051 

年

化
製
分
析

紙袋依袋貯雌小選Fの分析結果第二九表

小
畠
賓
の
水
分
含
量
蓮
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
放
の
鍵
化
に
及
ぼ
す
彰
醤
ハ
第
四
報
)

二
二
五

査

貯
縦
約
一
ヶ
年
毎
に
符

調

ひ
た
る
分
析
結
果
は
第
二

十
九
表
の
如
し
。



品程瞬時歪凶器|但叫
小
輔
君
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
度
化
に
及
ぼ
す
影
寝
(
第
四
報
〉

0.~9 

055 

12% 

0.52 

0.53 

0.52 

049 

0.45 

0.42 

0.44 

0.47 

0.41 

230 

2.18 

2.18 

2.21 

11.541 4.19 

11・::514.32 

11.621 4.盟

4.31 11.51 

貯蔵前

ー年後

均 |二年後

・三年 後

一年後

二 年後

三 年後

二年後

10% 

16% 

回

新

0.44 三年 後中

0.45 2.82 77-矧 O.日一年後

0.48 2.20 7'7.191 089 二年後14% 長

041 

0.46 

].81 

2.61 

1.24 

0.65 

76.田

77.65 

三 年後

ー年後

0.44 213 1.02 7'7.飽二年 後16% 

二
二
六

0.39 

。羽

0.34 

033 

1.抱1.16 7'7-02 三 年後

貯蔵前

10% 

赤



二年後12% 

034 

035 

三年後

二年後

三年後 036 
続

0.39 ー年後

0.3'7 

0.3'7 

二年後16% 

三年後

紙
袋
俵
装
に
於
て
も
、
貯
蹴
小
委
の
成
分
の
饗
化
は
俵
の
場
合
に
大
差
な
し
。

印
ち
貯
蹴
前
に
水
分
合
量
小
な
る
小
萎
程
揖
変
化
少
く
、
水
分
一

o
u
w及
び
一

ば
梢
k

錨
変
化
を
示
す
。

ニ
，
%
に
て
は
一
ヶ
年
聞
は
殆
ん
ど
費
化
訟
け
れ
ど
も
、
二
年
以
上
を
経
過
寸
れ

第三O表紙袋後装貯蝋小萎の酔索活力

同盟lJflプ乙i… |づ二|ガムゼ
|貯蔵前|誌1Iゐ|判

1-3) I 0.40: 
M| 

cc 
31.4 

32.1 89.5 一年後

17.4 1倒.81.31 二年後

5.9 852 1.22 三年後

316 858 

13.5 104.1 0.37 1.27 二年後

4.9 83.6 0.43 1.21 三年後

32.6 72.5 0.42 1.36 一年後

10.2 99.8 0.39 1.28 二年後

三年後 3.7 

10% 

畠

小
委
の
水
分
含
髭
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
厳
中
に
於
け
る
性
献
の
幽
度
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
」

一年後

14% 

不

知

0.41 1.2D 

850 0.40 1.04 

一年後

12% 
二
二
七

14% 

田



小
委
の
水
分
含
鐙
蓋
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
申
に
於
け
る
性
炊
の
園
理
化
に
及
ぼ
す
影
響
ハ
第
四
割
惚
)

三
二
八

竺|難民一宮|プ;二トベヂLY3Fゼ
一年後 1.a 0.46 74.6 28.4 

16% 二年後 1.部 032 105.8 65 

三年後 1-16 ().40 78.2 34 

1・相 | 32.9 

一年後 1.41 032 76.1 36.5 

1C%， 二年後 1.28 0.38 94.1 20.0 

新 三年後 1.21 0.44 83.6 6.1 

一年後 1.33 032 808 お.9

12% 二年後 1.31 0.35 89.2 16.8 

中 三年後 1.20 0.43 66.6 7.0 

一年後 0.32 77.6 お9

14% 二年後 1.泊 0.39 97.7 14.0 

長
三年後 l1.16 0.37 87.3 5.5 

1.19 0.35 740 338 

16% 二年後 Zお 0.33 82.4 10.0 

三年後 1.37 0.41 87.9 5.2 

10.3 

一年後 l 1.24 I 0.37 回.7 9.0 

10% 二年後 | 0.41 91.2 7.6 
赤

三年後 | 1.15 0.38 93.4 

童書

|一年後 l 1.28 0.40 1凶.5 9.1 

不 12% 二年後 | 1.却 O.詔 回6 7.0 

知
吉 年後 1.08 0.35 86.3 3.8 

水
分
一
四
%
及
び
二
ハ
%
に
て
江
貯
賊
一
ヶ
年
後
に
於
て
も
少
し
く
費
化
・を
示
す
。

八
、
貯
賊
小
委
の
酵
素
活
力

柏
町
蝋
約
一
・
ゲ
キ
毎
に
有
ひ
先
る
蝉
業
活
力
の
費
化
は
第
一
一
一

O
賓
の
訓

L
。



吋均時;??iプロ予 |…|… IjJ;~~!分合 アF ゼ タ【ゼヲー

一年後 l.42 0.37 101.8 6.9 1: 

一 14% 二年後 1.2B 0.30 5.6 90.6 

捜
三 年後 1.22 03) 84.7 2.3 

一年.後 1.40 I 0.40 107.8 5.5 

1β% 二年後 1.30 0.36 91.9 3.9 

|三 年後 1.20 0.29 fl5.B 2.4 1: 

紙
袋
依
設
に
於
て
も
、
プ
ロ
テ
ア
l
d町
、
リ
バ
ー
ゼ
及
び
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
に
於
て
は
貯

雌
に
よ
る
蝿
変
化
を
明
に
た
し
得
守
。

カ
タ
ラ
l
ゼ
は
貯
蔵
一
ヶ
年
聞
は
何
れ
も
制
変
化
は
僅
少
な
れ
ど
・
、
、
二
年
後
に
は
何
れ

も
減
少
を
示
す
。
而
し
て
よ
く
乾
燥
し
て
貯
一
蹴
し
た
る
小
葬
税
減
少
少
な
け
れ
ど
、
水
分

一
O
M
に
て
貯
離
し
た
る
小
萎
に
て
も
貯
械
前
の
約
六
O
M
と
な
り
た
り
。

一一
一
年
後
に
は

更
に
減
少
し
、
水
分
一
O
%
に
て
貯
離
し
た
る
小
委
も
約
二

ou"と
な
れ
り
。

九
、
貯
雌
小
委
の
製
粉
歩
合
及
び
小
袋
粉
の
色
津

貯
縦
約
半
ケ
担
・
毎
に
測
り
た
る
製
粉
歩
合
及
び
小
委
粉
の
色
樺
の
塑
化
は
第
コ
二
表
。

n

H

J

。

4
u
F
'
t
 

製
粉
歩
合
は
、
貯
縦
三
ヶ
年
後
に
於
て
も
特
に
著
し
き
費
化
は
な
し
・
た
ピ
前
述
の
仲
械

に
比
し
て
掻
害
粒
等
金
混
入
す
る
事
な
き
拙
に
於
て
、
依
に
比
し
て
賞
際
に
於
て
は
製
紛

歩
合
は
犬
と
な
る
べ
き
筈
な
り
。

小
山
会
掛
の
色
揮
を
見
る
に
、
水
分
一

o
d
及
び
一

二
.%
の
小
安
は
、
何
れ
も
貯
縦
一
タ

布
十
字
位
は
良
好
な
る
も
、
以
後
不
良
と
た
り
た
り
。
水
分
一
四
d
p
に
て
は
一
ヶ
年
後
に
も
梢
k

惑
揖
を
一
不
し
、
以
後
は
一史
に
不
良
と
な
り
た

紙
袋
怯
装
貯
械
に
於
て
は
、

り
。
水
分
二
ハ
%
に
て
は
一
ヶ
年
後
に
も
慈
費
著
し
く
、

一一一
年
以
後
に
は
著
し
く
不
良
と
な
り
た
り
。

一
般
に
小
萎
掛
の
色
津
は
、
依
畿
の
場
合
に
比
し
て
鞘
k

膨
れ
る
乞
認
む
。
之
れ
紙
袋
依
症
は
全
く
晶
膚
tg

二
二
九

小
委
の
水
分
含
宣
車
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
静
脈
の
艶
化
に
及
ぼ
す
影
響
へ
第
四
割
報
)



小
委
の
水
分
含
最
革
ぴ
に
貯
蔵
方
注
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
体
炊
の
密
化
に
及
ぼ
十
影
園
田
『
第
四
報
)

ニコ一
O

紙袋俵接貯轍ノj虜の袋暢歩合及び小葬暢の色揮

聖書!品種£関貯蔵昨年後l例議|二刊誌|三年後
畠
lC% 69.7 69.5 688 69.4 69.2 68.9 70.5 

12% " 69.2 67.8 69.2 702 70.1 70.0 
14% " 701 68.6 69.9 702 問。 70.7 製 .回 16% 703 同.5 69.6 69.4 回.9 69.5 " 

粉
新
lC% 冗 3 72.1 72.2 70.9 721 70.6 720 

]2% " 72.1 71-7 問2 70.6 70.5 726 中 1

t伊 14% " 722 71-3 703 71.5 71-7 72.6 
16% " 70.7 72.5 708 70.6 71.2 71.9 

合

."、 赤
1C%， 76.9 75.2 76.0 I 74.8 75.9 

9、6J 
鏡不知
12% " 76.1 76.1 75.6 74.9 

14~~ " 74.4 76.1 75.0 74.8 75.9 75.4 一
量意 16% " 76.4 757 76-0 75.8 75.3 75.6 

A I A 10% A A A B C 

12% " A A A B B C 
14% " A B C C C c 

d、l田 llE% " B D D D D D 
lC% A A A A B 新

粉 12% " I A A A B C C 
中
14% " A A C C C C の

長 lE% " A D D D D D 
色 i

I
A 10%' A A 

A I A l B 
揮 事知 12% " A A .s I B I B C 

14% " A C C C C C ‘ー
i 貌

16% A D D D D D 

第三一表蒙
る
事
泣
く
、
小
委
粒
が
比
較
的
清
潔
な
る
た
め
、
小
茶
粉
の
色
樺
よ
く
、
怯
装
に
於
て
は
、
少

L
く
掻
容
を
受
凶
旬
、
粒
汚
れ
る
た
め
、
小



茶
掛
の
色
調
押
劣
る
・

一
O
、
貯
雌
小
姿
の
小
婆
粉

の
数
量
及
び
糊
の
粘
皮

貯
蔵
約
半
ヶ
年
ぽ
慨
に
行
ひ
た

る
小
茶
掛
の
歎
量
及
び
糊
の
粘

度
は
第
三
二
表
の
如
し
.

鉄
量
の
幽
変
化
は
、
紙
袋
依
接

に
於
て
も
前
述
の
依
装
の
場
合

に
殆
ん

E
等
し
〈
、
水
分
一

O

~ 

一一一
dm
に
於
て
は
、
貯
械

一
ヶ
年
聞
は
減
少
小
友
れ

E
、

以
後
実
第
に
歎
aR減
少
し
、
且

脚
質
も
川
崎
費
し
、
コ
一
年
後
に
は
著

し
く
減
少
し
旦
不
・
民
と
な
る
。

水
分
一
四
%
に
て
は
更
に
減

少
著
し
。

紙袋依接貯雌小委の小罪事粉の数量及び糊の粘皮

顎|
10% 糊担481 30.28 30.481 30.18 284 .. 922 C 

11.∞ 10.681 10.116 
畠 12% 請乾書聖書 3102 30.E00 8 

s1担1盟a0098制国E2 回劉O 1 25K 82 

295366 2 
霊長 " ; ii:<iil ii.39 11. 10.12 

14% 棋乾聖書 2008 29.011 27.14 お9.4102 
回 主主 " I iO.971 iO.7O 10.52 9.98 

16% 潟乾歓 29.G2 2108..526 4 24.76 189..ω ω azw ! 10.41 9.32 

霊長

liA lJi 31.29! 31321 30.30! 20.321 28.521 26 10%， 

12% 霊童 ， 担百罰回 回51 m2i制10.561 10.40; 10.10: 9.84 
中 i

ト 認j 捌器量長 14% 
獄 9.7618. 

lJi .. [29.1:2 28 OO[ 27 28[ 26.88! 25.72[ 16 1f% l澱乾霊長 H 10.72!l l 9.12 6.E5O 2 

題

10% 積乾書聖書 29.95 29.40 部3.0201:22Y4 
lJi 10.16 9.901 lOC6 10.]61 988: 9.00: 826 

F、
赤飯〆。e〆

12% 習量署長 " 29.471 28.90 2908[ 28.80: 27 .52[ 23印、d
乾書提 983: 10CO 

知不

潟乾聖電書走 " 
29.011 29.01 271025.8423..凶52 一 14% 

按
9.771 '9.94 9.28! 9.04 [ 8.72[ 8 

1f% 調書量産 H 29201 26.81 
乾費量 9.841 946 9.4Oi 8.48! 7.121 8 

第三二表

-
小
鹿
習
の
水
分
合
量
盤
ぴ
に
貯
蔵
方
法
が
・
小
禽
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
獲
化
に
及
ぼ
す
影
園
田
《
第
四
報
〉

一一一一一一



一一一一一ー一

小
穫
の
水
分
含
量
班
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
園
置
の
貯
蔵
中
じ
於
け
る
性
恨
の
盤
化
に
及
ぼ
す
影
圃
冒
円
借
用
回
線
)

顎|品種時対~I 貯削 l特後|付議 l二叫2 1三浦
10% 202 2.03 2oo! 1.93 1.91 

畠 12%， " 2.03 2.02 2.03 1.98 1.89 1.91 

国
14% " 2.03 1.97 2.02 1.95 1.85 1.88 

d、 16% " 2.08 2.u7 2.∞ 1.制 I1.88 1.85 
委

粉 10% 2.16 2.印 2.09 2.04 2.06 

の
新 12~ " 2.16 2伺 2.08 i 2.凶 2.06 2.08 中

糊 長
14% " 

2.20 2.10 1.但 2.07 2.∞ 1.99 
の 16% " 2・0812・03 1部 2.06 1.96 2.CO 
f，l; 

224 2.20 2.26 2.'Z1 2.10 2.14 209 
赤

10，百
度 銭
不

12% " 227 2.20 2.却 2.15 209 2.10 
知 14%， " 2.23 2.19 

2.21 222 2.G7 208 
一
貌 16% " 2.21 2.09 2.12 2.16 2.07 2.07 

水
分
二
ハ
%
に
て
は
、
特
に
グ
ル
l
テ
ン
の
減
少
多
く
、

ヶ
年
後
に
も
量
質
共
に
相
官
の
減
少
を
一不
し
、

一一
一
年
後
に
も
た

れ
ば
、
著
し
く
減
少
し
、
且
魁
院
は
不
良
と
な
り
た
り
。

小
姿
粉
の
糊
の
粘
・
民
も
、
貯
械
の
経
過
と
共
に
減
少
し
、
且

貯
蝋
前
に
水
品
川
大
な
る
小
穿
程
僅
か
乍
ら
減
少
大
な
り
。

一
て
製

麺

験

貰

貯
縦
約
半
ヶ
年
毎
に
行
ひ
た
る
製
麺
結
果
は
第
三
三
表
の
如

し
水
分
一

O
M及
び
一

二
%
に
て
は
、
貯
蹴

一
ヶ
年
聞
は
良
好

ケ
グ
年
b
T
後
に
て
も
尚
良
好
伝
り
。
さ
れ
ど
こ
年
後
に
は
鞘
凶
器

鑓
せ
る
を
一
不
し
、

一一一年
後
に
は
著
し
く
不
良
と
な
れ
り
。

水
分
一
四
%
た
れ
ば
、

一
年
後
に
て
も
梢
惑
費
を
示
し
、
以

後
の
副
総
費
著
し
。

水
分
一
六
%
た
れ
ば
、

一
年
後
に
で
も
著
し
く
悪
費
せ
り
。

紙
袋
依
接
は
、
依
と
殆
ん
ど
同
様
な
れ
ど
、
依
に
比
し
て
少

し
く
麺
の
質
よ
く
、
特
に
麺
の
色
梢
々
膨
れ
る
は
矢
張
り
全
然



紙袋依桂貯雌小斉の製姐結果第三三表

品種際賠のI~;昨年後::-&f!~1 ~: I二年世|議|三件
C B B B A A A lIi 

食 C B B A A A A 妹

度

10% 

I A : A 

Ml:ii 

1.51 1.52 1.53 1.53 1.53 1.閃1.47 伸

畠

D C B
 

B
 

の色猶

食 C B B A 妹

度

12% 

1.52 

D B B A A A A 色.の
食 B B B A A A A 味1C% 

1.48 1.52 1.55 1.59 1.53 1.51 1.日度伸
新

D C B A A A の色Z軍

食

小
餐
の
水
分
命
口
預
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
献
の
痩
化
に
及
ぼ
す
彫
郷
G
m阿
報
)

1.回

4% |;;|";5L|;olム1:91ム

LF:lrzzujJi 

1.54 

t 

1.51 

C B A 

伸

回

C B A 

1.5511.57 
B A A " 妹12% 

1.40 1.51 1.50 1.50 度伸
中一一一一一一一 D C B B B A' の色麺

食 C C B B A A " 味14% 

1.41 1.50 1.邸1.54 1.52 1.49 度f申
長

A の色麺

食

D 

1.35 

D 

D 

1.46 

D 

C 

D 

1.日

C 

D 

1.52 

C 

B 

1.日

A 

1.回
" 妹

f蜜伸

16% 



二
三
四

小
委
の
水
分
含
最
強
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
伏
の
質
化
に
及
ぼ
す
影
濁
(
盛
期
間
報
〉

年
一

年
後
一

二
学

一

後

↑

年

一

B

年
後

一
h

一
宇

一
J

特

一
A

A

W

後

一

9

年

一

λ

A

均

宇

一

j

|
耐
叫
」

厳

一

A

貯

一

期

↑

時

¥一

盗

¥
一

調

¥
要
一

¥

商
事
一

¥

査
一

イ
明
一

器一
一

蔵
分

一

品
同
一

お

一
B 

B B A 

色

味

の

1.54 

1防!1引開
C 

D 

1.54 

B 

B 

161 

A 

1邸 I1.63 

A A 

A 

A 

I 1届

A 

1.55 

" 

度

色

味

の

i麺
|食10% 

伸

建

食12% 

赤

銭

度{申不

D B B B A A 色の麺知

D D C B B A " 味食14% 

1.42 1.印1.回~ 伸

D 

1.28 

D 

D 

1.45 

D 

1関

A 

A " 味

色

度

の麺

食

伸.

16% 

盟措

血
凪
害
を
受
け
ざ
り
し
た
め
、
小
萎
は
清
潔
し
に
て
、
従
っ
て

小
茶
掛
の
色
津
も
良
き
に
よ
る
な
り
。

要
す
る
に
紙
袋
依
壊
も
依
接
と
殆
ん
"
と
等
し
く
、
貯
轍

ヶ
年
聞
は
比
較
的
良
好
な
る
も
、
以
後
は
漸
次
不
良
と
な
る
。

た
ピ
依
に
比
し
て
少
し
く
小
奏
粉
ほ
色
滞
良
好
な
る
た
め
、

麺
と
た
す
も
柏
k

良
好
な
り
。

一
二
、

製

麺

狛

資

験

貯
崎
約
宇
ヶ
年
毎
に
行
ひ
た
る
製
麺
砲
結
果
は
第
三
阿
表

の
如
し
。

紙
袋
儀
袋
に
於
て
も
製
麺
始
結
川
本
は
、
依
の
場
合
と
殆
ん

E
同
様
に
し
て
、
水
分
一

o
d
wな
れ
ば
、

一
ヶ
年
聞
は
吋活
費

少
〈
良
好
た
る
も
、
以
後
共
掃
に
判
越
境
し
、

才一
年
後
に
は
金

く
不
良
と
な
り
た
り
。
水
分
一

二
%
に
て
も
、
水
分
一

O
M

の
場
合
に
は
少
し
く
劣
る
も
大
関
同
様
な
り
。
水
分
一
四
%

に
て
は
、

一
ヶ
年
後
に
も
梢
惑
費
多
し
。
水
分
一
六
%
に
て

tま

一
ヶ
年
後
に
も
著
L
く
不
具
と
去
る
。
併

L
一
世
に



紙袋1支援貯械IJ、安の!拠短姐結果

品種|麗昨日?i貯昨年後卜叫:1二峨|議|三年後
11麹の容積CC 420 4国 417 416 382 

外部の形及び色 A A A A B C I C 
10% 
内部のキメ及び色 A A B A B C C 

食 妹 A A A B B C C 

麺怨の容積cc 396 401 403 3詔

外部の形及び色 A A A B c I C I 
畠 12% 

" 。 |内部のキメ及び色 A B A B 'C 

食 妹 A B B B C C 

399二日麹舗の容積CC 制|醐 QlO I 3侶
田

外部の形及び色 .A I A A I B C C 
14% " 内部のキメ及び色 A I B B C C C I 

食 妹 A B B I C C C 

麺劉の容積ccI 410 404 398 331 338 233 

外部の形及び色 | A A B B C D 
16% 
内部:のキメ及び色 l A B B C. 

食 妹 | A C C D D ID 

麺麹の容積cc¥拘 346 泊。 325 346 347 340 
外部の形及び色 A A A A B B C 

1C% 
内面lのキメ及び色 A A A A C C C 

食 妹 A A B A B C C 

麺翻の軍事積CC 310 I 330 i調 341 351 336 

新 外部の形及び色 C C 
12% " 内部のキメ及び色 C C 

中 食 味 A I n I A 1 B C D 

第三四表

小
畠
賓
の
水
分
合
掻
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
質
化
に
及
ぼ
す
影
響
ハ
第
四
報
)

二一一一五



種臨ゐ??l吋枠内l議l二繍!諸問
小
委
の
水
分
含
賃
並
び
に
貯
厳
方
法
が
小
獲
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
肢
の
獲
化
に
及
ぼ
す
影

g(第
四
報
)

328 

C 

D 

340 

A 

B 

314 

B 

B 

釦B

A 

A 

340 猶砲の容積cc

A
 

色

色

味

び

川

町

及

川

形

キ
の

の

廊

部

外

内

食

d
n
 

nωτ 
唱
E
4

A 
長

C B C A A 

311 326 321 315 お6326 麹麹の容積cc

C 

D 

C 

D 

B 

D 

A 

C 

C 

B 

A 

A " 
外部の形及び色

内部のキメ及び色

食

16% 

D 

猶怨の容積cc

外邸の形及び色

332 

D 

430 

D 

449 

C 

456 447 461 4印

妹

B 

C 

B 

B 

A" 

B 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 内部のキメ及び色

食 味

10% 

m

B

B

c

 

m切

B

B

C

仰

A

B

B

C 

霊園麹の容穣cc

外部の形及び色

B B A 

468 

A 

465 

A A 

赤

A 

A 

A 

A A " 内部のキメ及び色

食
不

A 妹

339 436 454 458 426 450 猶麹の草子積ec

知

B 

C 

B 

C 

B 

B 

B 

B 

A 

A 

A 

A " 
外部の形及び色

内部のキメ及び色

食 妹

14% 
続

二一一一六

C C C B C A 

335 431 430 421 4臼|仰
A I A 

麺恕の容積cc

C 

D 

C 

D 

B 

c 
B 

B B A " 
外部の形及び色

内部のキメ及び色

食

16% 

D D C C C A 妹



依
に
比
し
て
少
し
く
良
荷
な
る
如
し
。

要
す
る
に
紙
袋
依
援
に
て
も
、
小
療
を
よ
く
乾
燥
し
て
貯
雌
す
れ
ば
、
貯
縦
約
一
ヶ
年
聞
は
比
較
的
良
好
な
る
麺
鞄
を
作
り
得
る
が
、
以

後
は
忍
費
梢
多
く
、
二
年
後
に
は
可
成
り
不
良
と
た
る
。

二
ニ
、
考

察

紙
袋
俵
装
貯
械
の
結
果
を
見
る
に
、
依
に
紙
袋
を
夏
に
挿
入
す
る
も
、
紙
袋
は
防
・
4
備
力
乏
し
き
も
の
故
、
貯
雌
小
妻
の
吸
漁
の
程
度
に
は

殆
ん
E
影
響
た
し
、
従
ハ
J

て
貯
碕
結
果
は
前
述
の
俵
と
殆
ん
ど
差
異
な
く
、
小
指
宥
を
水
分
一
二
%
以
内
に
乾
燥
し
て
貯
賊
す
れ
ば
、
約
一
ヶ

年
半
は
良
飾
品
仏
り
。
以
後
は
州
市
費
著
し
。
水
分
一
四
%
以
上
な
れ
ば
、
貯
鋭
一
・
グ
年
後
に
で
も
小
姿
は
品
質
訟
費
す
。

た
む
紙
袋
後
援
は
、
依
披
と
具
り
全
然
血
剛
容
を
受
く
る
事
な
き
故
、
依
装
貯
離
の
場
合
の
如
く
、
小
委
が
滋
容
粒
、
島
崎
糞
等
の
た
め
に
泊

る
L
事
な
〈
、
清
潔
に
保
た
れ
、
小
委
糧
の
外
砲
も
、
製
粉
し
た
る
場
合
の
小
宙
実
粉
の
色
津
も
少
し
く
依
に
勝
れ
り
。

印
ち
.
紙
袋
依
袋
は
完
全
に
愚
容
を
防
V
E
得
る
賭
に
於
て
、
依
の
み
を
用
ふ
る
よ
り
有
効
ゑ
り
。

第

四

節

嵐

袋

貯

議

て
貯
離
小
奈
の
外
視

水
分
一

o
u
m及
び
一
二
dw
に
て
貯
一
賦
し
た
る
小
婆
は
、
貯
蝋
首
時
に
は
粒
は
光
津
に
官
み
さ
ら

f
¥と
良
好
象
る
も
、
貯
山
間
後
小
宴
が
弐

第
に
吸
撤
す
る
と
共
に
、
粒
は
光
揮
を
失
ひ
手
簡
り
も
不
良
と
な
れ
り
。
而
し
て
前
越
の
依
袋
貯
刊
械
に
比
し
て
、
貯
雌
小
前
身
は
外
部
の
滋
M
R

を
吸
牧
す
る
と
と
速
か
な
る
故
、
従
っ
て
外
鞭
の
揺
費
も
速
か
に
し
て
、
貯
蹴
翌
年
夏
季
に
は
、
小
高
度
の
色
樺
は
依
接
貯
蹴
小
委
に
比
し
て

小
書
官
の
水
分
含
量
疏
び
に
貯
蕗
方
法
が
小
委
の
貯
獄
中
に
於
け
る
島
町
欽
の
鍵
化
に
及
ぼ
寸
影
響
(
第
四
報
〉

二
三
七



小
組
問
の
水
分
合
盈
瓜
が
に
貯
蔵
方
法
が
小
袋
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
艇
の
後
化
に
及
ぼ
す
影
響
八
第
四
報
)

二一一一入

梢
劣
る
様
に
な
れ
り
。

水
分
一
四
%
に
て
は
、
貯
一
蝋
前
に
少
し
く
不
-H

民
な
る
も
、

一
ヶ
年
後
に
は
民
に
不
良
に
な
れ
り
。

水
分
二
ハ
dw
に
て
は
、
貯
雄
前
に
粒
は
全
く
光
津
な
く
、
且
手
鍋
り
も
不
良
た
る
が
、
貯
帰
後
更
に
暗
色
柔
軟
と
な
れ
り
・
さ
れ
ど
水
分

一六
dw
の
小
菱
に
て
は
、

一
ヶ
年
後
に
於
て
は
前
述
の
蹴
及
び
依
の
場
合
に
比
し
て
反
っ
て
少
し
く
勝
れ
り
。
之
麻
袋
に
於
て
は
水
分
を
瑳

散
す
る
事
鞘
一
辿

-Fな
る
に
よ
る
な
る
べ
し
。

向
前
述
む
依
に
於
て
は
、
貯
蝋
ニ
ヶ
年
以
上
を
軽
油
す
る
も
、
貯
…
同
前
に
水
分
合
最
小
念
る
も
の
程
檎
色
淳
良
好
た
る
に
、
・
肱
袋
に
於
て

は
二
ヶ
年
以
主
も
経
過
す
れ
ば
、
貯
雄
前
の
水
分
合
量
に
よ
る
差
異
を
殆
ん
ど
認
め
難
く
、

一
般
に
不
良
と
な
れ
り
。

.
跡
袋
も
前
越
の
佳
と
同
様
に
轟
客
を
受
け
易
し
。

二
、
水

分

合

量

.
貯
蹴
期
闘
中
毎
月
の
水
分
合
量
の
蝿
化
を
示
せ
ば
、
第
三
五
表
及
び
第
一
六
闘
の
如
し
。

水
分
一
O
%
、
一
二
dw
及
び
一
四
必
に
て
貯
一
賊
し
た
る
小
奈
は
、
貯
一
賦
後
吸
滋
し
て
水
分
合
量
を
増
加
す
。
一
間
じ
て
蹴
袋
は
前
述
の
依
に

比
し
て
防
楓
力
に
乏
し
く
、
従
っ
て
貯
掛
小
姿
の
水
分
合
量
の
増
加
は
念
に
し
て
、
水
分
一

O
M
に
て
貯
山
慨
し
た
る
小
婆
が
、
貯
縦
約
牛
ケ

年
に
て
水
分
一
四
%
に
遣
し
、

一
ヶ
年
後
に
は
水
分
約
一
五
%
に
も
及
ぶ
。
従
っ
て
一
ヶ
年
以
上
を
経
過
す
れ
ば
貯
蹴
前
の
乾
燥
の
効
果
は

茜
だ
少
く
、
依
に
比
し
で
小
市
役
品
質
の
悪
費
更
に
大
な
る
を
想
像
し
得
ペ
し
。

水
分
二
川
%
に
て
貯
賊
し
た
る
小
姿
に
於
て
は
、
伎
に
比
じ
て
水
分
の
減
少
梢
速
か
に
し
て
、
斯
く
水
分
合
量
特
に
犬
な
る
小
菱
た
れ
ば

防
滋
性
な
き
容
器
程
反
っ
て
小
委
品
質
の
謡
費
小
な
る
べ
し
。



く%)腕袋貯誠小委・の水分合世

島空理1110%[竺!日μ116%)1ゆイ叫6%110%112%1止竺!

第三五表

10.41 12.01 13.91 16 0 用

月

-1 10.31 11.91 14.01 16.4 月7¥ 

981 12.01 14.1116.11 

:::|:コ ::;|::;|::;121;121251136|1616十ー月

月

周

150115・角 15.41 155114る114.71 155115.411501 15.91 1531 158: 

155115.2， 15.31 15.51 15.31 14.61 15.21 1541 15 ~1 15.81 i5.51 15さ

15.8115・115.21 15.51 15.01 14 '71 15.31 1521 1521 15.61 15引15.4'

月

月

月

月九

15.61 15.31 1531 1541 15.31 1491 1531 15.01 1511 15.61 15♀1153' 月十

15.4115.31 15.21 ]5.3115211491 15.31 149114.91 1551 152115.21 十一周

小
委
の
水
分
含
量
血
び
に
貯
蔵
方
・
誌
が
小
袋
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
襲
化
に
及
ぼ
す
影
饗
(
第
四
報
)

昭和入年六

七

刃

月

すL

十

月

月

月

十二月

四

五

九年一

六

七

入

15.2114.9114.8115.3115.3115.0115.6114.911491152115.31152 

15司15.CI15.0115引1521 15.01 1561 14.91 14.81 15.21 15.41 152 

15.3115引150115.51 15.21 15訓156114.9114.91152115.41 15.2 

15・3115.劉15・2115.61 15.31 15.01 15.61 15.21 15.11 15訓15.2115・2

十二刃

月

月

十年一
二一一一九

月

用

月

月

月四

五

...... 
ノ、

七



小
餐
の
水
分
含
量
市
出
び
に
貯
蔵
方
法
が
よ
引
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
肢
の
歯
車
化
に
及
ぼ
?
影
町
商
(
第
四
報
)

品 種 | 畠 田 新中 長 赤銭不知一聖書

ぶま理あcμト2%!lQ%'ll判10%112
昭和十年八月 15-4 15.3 15.9 15.Q 15.3 15.3' 15-1 15.2 

11.刃 16.11 15.2 156 153 16.1 15.4 15.2 15-21 159 15.3 15.1 15.2 

十月 16.0 15.1 156 15.3 160 15.4 15.2 1511 15.8 152. 15.1 153 

十一周 159 151 155 153 15.9 15.5 152 152
1 
15.~ 15.4 

十二刃 15o 152 155 15.3 15.7 15.5 15.2 15.2' 15.6 15.1 15.1 15.3 

十-IF一月 15.7 15.3 154 15.4 157 15.5 15.2 15.8 155 15.2 

二局 155 152 15.3 15.3 15.6 154 15.3 15.4 154 15.2 15.1 15.2 

三 月 15.4 152 153 15.3 155 15.4 15.2 153 15.5 15.1， 151 15.3 

四周 15.4 15.2 153 15.4 15.6 15.5 152 ]54， 15.5 1501522i 1153 

五周 155 152 155 154 15.7 15.7 ]5.1 15.41 156 150 15.2; 153 

六月 156 153 15.5 154 15.7 157 15.2 ]55 15.7 15.0 15.3 153 

七周 15.815.5 15.6 

八周 1
15615.8 15E 155印刷耐115 16.015.21 15.51 15.5 

16 r....~.-...~・旬、… ~.;:~t~ぷ-F.~"!':'ご￥がシ

麻袋貯械小型Fの水分合!止〈三品種の平均〉第一六闘

二
回
O

ーーーー10"

-ー帽ー12"

今+++ 1+" 

・・・・，，"

水 15

分

含

置

き

13 

11 

十
一
年
入
用

=
一
年
後

十
年
八
月

二
年
後

九
年
八
月

一
年
後

月年査

貯
蔵
前

nu 

調



猶
前
述
の
俄
に
於
て
は
、
貯
賊
小
官
公
の
水
分
合
量
の
増
加

は
梢
緩
徐
に
し
で
貯
蹴
前
に
水
分
合
量
点
zaる
小
委
は
、
貯

誠
二
ヶ
年
後
に
於
て
も
貯
械
前
に
水
分
含
量
多
き
小
容
に
比

し
て
少
し
く
水
分
合
最
小
た
り
し
が
、
腕
袋
に
於

τは
貯
賊

一
ヶ
年
以
上
も
経
れ
ば
、
貯
蝋
前
に
水
分
多
き
小
委
も
、
少

た
き
小
菱
も
殆
ん
ど
一
様
に
水
分
約
一
五
%
と
た
り
、
特
に

水
分
合
量
一

o
u
w
の
小
委
が
最
も
水
分
合
最
大
と
た
る
が
如

き
場
合
も
屡
々
あ
り
。
之
は
倉
庫
内
の
位
置
に
も
闘
侠
あ
る

ぺ
く
、
任
意
に
積
み
重
ね
た
る
故
、
下
積
み
と
た
り
し
場
合

に
は
念
に
水
分
大
と
な
る
が
如
き
事
あ
る
な
る
べ
し
.

猶
一
般
に
夏
季
高
温
の
際
に
、
少
し
く
水
分
合
量
犬
と
た

り、
b
h
J

拳
に
は
少
し
く
減
少
の
傾
向
あ
る
は
、
小
委
の
吸
漁

性
と
も
開
係
b
る
べ
し
の

三
、
千

粒

重

貯
蹴
期
間
中
毎
月
の
千
粒
重
の
型
化
は
第
一
一
三
ハ
表
及
び
第

一
七
闘
の
如
し
。

(g) 

戸井静卜cμ112%卜M叫cイ1仰
昭和入年六局 127.15127.6728.18 28.62 

七局

入月 -130.53 31.18 31.72 32.18 

九月 31.07 32.06 担.悶33.40 

十周回濁8泊 28.48 28.49 却.6931.01 31.45 31.88 32.20 

十一月 .50 28.42 28.47 28.66 '31.21 31.61 31. 白岡2.1231.66 32.46 32.993411 3331 
十二周 28.5728.44 28.44 28.66 31.45 31.69 31.88 32・1031.87 32.56 32.94i33.34 

九年一月 28.57 2850 28-48 28.70 31.58 31.72 31.89 32.04 32.09 32.73 33.08 33.26 

二月 28.67 28.51 28.54 お.6931.68 31.91 31.93 32.07 32.49 お.0133・1233.321 

三周 28.69 28.60 28.59 28.64 31.93 31.92 31.92 32.D1 32.51 33.07 33.17 33.31 

四月 128.82128d28.61128.70131.9513197.32.10132.13 32.68 33.14 33.20 33.29 

五月 lm70叩 55128…31勿 32刊誌1132.81 33.10 33.28 33.40 

第三六表麻袋貯賊小委.の千粒追

-0酒
量
の
水
分
含
畢
皿
血
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
州
市
に
於
け
る
性
伏
の
aa化
に
及
ぼ
す
影
置
曹
司
第
阿
報
)

二
回



小
畠
置
の
水
分
合
蹟
並
び
に
貯
厳
方
法
が
小
委
の
貯
訟
中
に
於
け
る
性
炊
の
岨
度
化
に
及
ぼ
す
影
響
円
第
四
報
)

二
回
二

品 種 | 畠 田 | 新中長 | 赤飯不知一波

鵡¥¥査¥、年!周貯蔵水~常分一時含一量ーの|1lM|I12%l|114%1116%1I10，6|1112%1114%. |116%1I10判I断 |1114%11 16% 
昭和九年え月抑2叫泊印捌沼07131.97132印刷問49仰が筏
七刃 2却9.0ω112却8.76仇印2却8倒附沼∞3沼2.18132.4ωO申2例附同悶釘悶お公
八月 29m28.69286828.563222:平;31g32.8833.4C33.3433.1t 
九月 29.05128.68128.58128-50132.18132.20132.29131.85132回s3.35133.34133.17

十 月 222m885E一S判四何1回凪2m85醐d同到22旬28888担喧印0128.53132.25132.'i-7s2.23131邸 32.9213331お.31132.20
十一月 ~8.55[32.20陣2・22132.22乱82132.67ぉm同29133.1

十二JJ128.91128.69128.60128.55132.25132.27沼お31佼 32.85[33.田沼Eぉ.21

十~~刃2B届32.23132.25132.25131.85132.87133.29133.25133.15

二周 28.90128.69128.59128.56132.24132.21132必 31.87132.91お31133.26同・17

三月 28.88128.71128.61128.57132.24132.19132.27131.87132.93133.34133羽 33.19

四刃 29∞28グ2128初回46132.29132.23132却 31.85おお33.37お却おお
五月 29.02128.69128.54128.49132.30132.32132.29131.87133・22133却お.33133.11

六刃 29.05128.80128.44128拍 32.28132.22132.30131.80133.20133おおお3295

七月 29.09128興部.47128.53132お 32却 32.21131.81133.19お.37133.21132.99

八月 29.16128.95128.50128.58132.40132お 32.25131.75133.32133.36133.20132.91

九周 29.25129・11128.56128.56回45132・42132.18131・78お39133.42同羽32.94

十月 29.24128.96128.53128.60132.43!32.4 11~沼.19131.72133.30133.35133.12133.01)

十一月 29ぬ 28.90128.56128.57132.40国2.44沼お31.73133.20133.32133.17沼・16

十二局 29.32四割却54沼・44132.50132.41132日 31.76133.18133.34泊 13133∞
十一年一月 29.30128.94128.45128.62132.54132.43132G7131.77133.15133.30I33.14132.9d 

二局 29.25~8.79128凋28.61132日32叫44ヨ6E3g2乙皿114 0 318333403334332132.93 
三月 29.34128.92128.45128.62132.64132.43¥32.07131.80133.20133.36133.24132・96

四月 29.19128.回28.49128.回32・52132.46132.10131応部23133担問.25132.97

五刃 29お 28.81128綿お61132.114132柑 32.12131.78133・13お261お 18132.91

六周 29.18128.83128部 28.59jifzi 318833.243329332032泊
七月 29.20128釦沼67128.60132.IIOm.50，32.22131剥誌おお忽同26沼.15

一一 入リ月 2問9切門忽「i2却部伽9.ω.心O凶 7悶.制 3沼2Z剖.1印悶3悶 m お



麻袋貯誠'1、11の千粒重〈三品種の卒均〉
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a・

~ 

重
ハ

g〉

十
一
年
入
周

一
一
一
年
後

千
粒
重

b
m滅
比
主
と
し
て
貯
蹴
小
4
R
の
水
分
含
量
。
増
減
に
よ
る
也

の
た
る
故
、
水
分
一

0
.
%、
一
二
%
及
び
一
四
uw
に
て
貯
一
蹴
し
た
る
小
萎

第一七圃

担

十
年
八
月

二
年
後

九
年
八
周

一
年
後

9
貯
蔵
前

n'u 

は
千
粒
重
増
加
し
、
水
分
一
一
ハ
dw
に
て
貯
蝋
せ
る
小
斐
は
千
粒
重
減
少
す
。

而
し
て
麻
袋
に
於
て
は
、
小
事
費
は
吸
掃
す
る
事
速
か
に
し
て
、
水
分
合
量

は
念
に
増
加
す
る
故
、
千
粒
重
は
念
に
増
加
す
。
而
し
て
水
分
合
量
が
殆

ん
ど
接
近
す
る
に
至
れ
ば
、
千
粒
重
も
接
近
す
る
故
、
貯
蝋
約
一
ヶ
年
を

経
過
す
れ
ば
、
千
粒
重
は
凶
者
殆
ん
ど
等
し
く
な
る
た
り
。

問
、
容

硝

重

貯
山
同
小
婆
の
毎
月
の
容
積
重
の
叫
変
化
は
第
三
七
表
及
び
第
一
八
闘
の
如

月

し。
水
分
一
O
%
、

一
二
%
及
び
一
四
dw
に
て
貯
離
せ
る
小
委
は
、
貯
山
間
後

年査

攻
第
に
吸
漁
し
て
水
分
合
賞
、
乞
増
加
す
る
と
共
に
、
小
安
粒
は
膨
脹
し
且

調

粒
面
粗
と
危
り
て
容
積
買
は
弐
第
に
減
少
す
、
叉
小
奈
の
粒
債
の
経
費
及

ぴ
轟
害
等
の
た
め
に
も
容
積
重
は
減
少
す
。
而
し
て
腕
袋

κ於
て
は
、
前

連
の
依
に
比
し
て
吸
調
摘
す
る
事
漣
か
な
る
故
、
容
積
重
の
減
少
も
迫
か
た

h
p
。
依
に
於
て
は
貯
蹴
前
に
水
分
合
量
小
な
る
小
婆
程
、
常
に
山
静
積
軍
一
4

へ
な
る
に
、
麻
袋
に
於
て
は
貯
誠
一
ヶ
年
を
絞
遇
す
れ
ば
、
水
分
一

・
小
耳
置
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
姿
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
献
の
痩
化
に
及
ぼ
す
影
蝿
関
門
第
四
報
U

二
四
三



小
委
の
水
分
合
霞
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
饗
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
賦
の
襲
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
)

(-荷重kg)腕袋貯蔵小奏の容積草第三七表

月昭和入年六

月寸2

月入

用

十一月

ぶif鹿島oμ112イ14%116%11Cベ叫14イ叫咋イ叫6%
i 州国|河合4'~1 I ¥ ¥ I I I i 

j;J;:121ijjjlik山
月

1(. 

十

寸a二局

用

用

月

用

用

九年一

四

五

用六

7351 73.21 73.01 72.81 75.61 7521 72.31 72.01 78.81 77.51 79.31 76.1 用七

72.21 73・4172.81 73.11 74.11 74.SI 72.91 71・1178.21 77.01 78.41 76-41 月入

力a

二
四
四

71.91 7301 72.41 72.91 73・9174.3' 71-41 70.61 76.81 74.61 76.81 74.41 月

十二局

月

用

月

月

月

月

月

+-JJ 
用

五

六

七

十年一

四

十



記璽i両1ゑ114%1忌同
月

九月

十周

十一月

十二月

寸t<-年一月

月

月

月

八月

78!-
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麻袋Jt-i'械小委の容蹴亙〈三品種の2ji均〉第一八回

月

月

用

eo・

~ 
宅才

積

昭和九年八

一一
g.I 

五

--'-ノ、

七

小
委
の
水
分
合
憲
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
燃
の
痩
化
に
及
ぼ
す
影
寝
ハ
第
四
報
)

ーーーー 10:4 

----1.2.14 
..φφ14・M

e・・・・16u' 

72 

重
ハ
一
新
庖
〉

二
四
五

70 

十
一
日
牛
人
周

三
年
後

十
年
八
月

二
年
後

九
年
八
周

一
年
後

月年査

貯
蔵
前

回

調



o
d
n
、
一
二
dw及
び
一
四
%
の
小
出
身
は
容
禎
重
殆
ん
ど
等

小
委
の
水
分
含
量
温
ぴ
に
貯
蔵
方
法
が
小
姿
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
痩
化
に
及
ぼ
す
影
響
ハ
第
四
報
u

し
く
た
る
。
之
粒
の
吸
漁
連
か
な
る
と
共
に
、
粒
質
の
麹

化
も
犬
に
し
て
、
貯
雌
首
時
の
乾
燥
の
効
果
の
甚
だ
小
た

る
を
示
す
べ
し
・

貯
雄
前
に
水
分
二
ハ
%
の
小
容
は
貯
賊
後
に
少
し
く
水

分
合
晶
果
、
乞
減
や
る
故
、
少
し
く
容
積
重
を
増
加
す
れ
H
C
貯

賊
翌
年
夏
季
に
至
れ
ば
弐
第
に
減
少
し
始
め
た
り
。
之
粒

質
の
謡
描
賓
の
た
め
に
粒
面
粗
と
た
り
て
減
少
す
る
た
り
。

水
分
一
O
%
に
て
貯
離
せ
る
小
寒
は
、
三
品
種
共
に
貯

賊
約
二
年
後
に
は
、
水
分
合
最
が
他
の
コ
一
一
者
に
比
し
て
反

っ
て
大
と
な
り
、
容
積
京
は
著
し
く
小
と
な
り
た
り
。

五
、
重
量
及
び
容
量

貯
賊
期
間
中
毎
月
の
重
量
及
び
容
量
の
費
化
は
第
三
八

表
及
び
第
一
九
闘
の
如
し
。

宇
ヶ
年
毎
に
測
り
た
る
容
量
の
曲
賞
化
は
第
三
九
表
及
び

第
二

O
圃
の
如
し
。

(kg) 肺袋貯蹴小~の重量第三八表

月昭和八年六

月七

月i¥ 

用7L 

月十

十-JJ
二
四
六

十二月

月九年一

月

月

用

用

四

五



用昭和九年六

用七

月7¥ 

月九

周十

十一月

十二月

月十年ー

月

月

月四

月五

月~ 
ノ、

月七

月入

月九

月十

十一月

十二月

小
委
の
水
分
合
鐙
並
び
に
惜
別
厳
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
獲
化
に
及
ぼ
す
影
轡
『
第
四
報
) 月

月

年

↑
 

二
四
七

月

月四

月五

用

用

月

...... 
p、

七

1¥ 



腕袋貯賊小~の重量〈三品種の平均〉

貯措置前を伺kgに改算

第一九倍l

小
回
世
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
餐
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
痩
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
)
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十
一
日
牛
入
月

三
年
後

十
年
入
月

二
年
後

九
年
入
月

一
年
後

月年査

貯
蔵
前

円。
E
U
 

調

E斗3腕袋貯放小~の容fr

品種認可吋九里空局!九年九万!+&j::=Jl同叫-tlげ
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四
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u守
内

d
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噌
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赤
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腕袋!狩離小奈の桝fl(三品程の卒均〉

貯厳前を4斗にQI(算

第二O圃

_ /  
/ 

， 

J.as------e・'てe・・・・.、..........・"

ωMZ;:7eeJa./.---H・H・
I ....・.

3.91 
貯
蔵
前

ー一一一10駒
ーー---IZ" 

......・叶41品
…・"悼

ゐLI

桝 4.61・

4.5 

4.1 

十三十
一年一
年後年
三八
月月

十
年
九
月

二
年
後

十
年
豆
沼

九
年
九
周

一
年
後

同
月

九
年
一
-
一
周
年

貯
械
小
山
賓
の
金
帽
の
質
量
は
、
小
宮
賓
の
呼
吸
作
用
や
掻
・害
等

に
よ
る
減
少
も
あ
る
べ
け
れ
E
、
主
と
し
て
水
分
合
最
の
峨
減

と
共
に
峨
減
す
。
従
っ
て
貯
賊
前
に
水
分
合
最
小
な
る
小
姿
程

百
一
貴
の
増
加
多
し
。
而
し
て
臨
袋
に
於
て
は
前
述
の
如
く
依
に

比
し
て
急
速
に
水
分
を
噌
加
す
る
故
、
素
量
の
増
加
も
速
か
な

り
。
例
へ
ば
水
分
一

o
u
w
に
て
貯
賊
し
た
る
小
萎
が
、

一
ヶ
年

4.21• 

4.7 

日 4.4

4.3 

後
に
は
一
五
%
に
も
達
し
、
従
っ
て
重
量
も
著
し
く
榊
加
し
卒
・

均
約

て
六
庇
も
地
加
す
。
以
後
は
水
分
の
増
減
比
較
的
少
き

故
、
東
量
の
趣
化
も
亦
比
較
的
小
と
な
れ
り
。

政
廿
量
に
於
て
も
貯
賊
前
に
水
分
合
最
小
な
る
小
安
判
明
、
増
加

大
な
り
。

一
ヶ
年
以
上
を
経
過
す
れ
ば
車
量
の
増
加
は
M

憎
め
て

査

緩
徐
と
な
る
も
、
容
量
は
猶
増
加
し
輔
く
る
は
‘
粒
質
の
悪
費

調

の
た
め
粒
商
組
と
た
る
に
よ
る
。
而
し
て
麻
袋
に
於
て
は
前
述

の
依
に
比
し
て
吸
漁
速
か
な
る
と
共
に
、
粒
慣
の
費
化
も
大
陀

し
て
、
従
っ
て
容
堆
の
増
加
は
依
に
比
し
て
著
し
く
大
た
・
り
。

水
分
一
六
%
に
℃
貯
捕
し
た
ハ
V

小
委
は
、
貯
…
蹴
直
後
に
は
水
分
含
量
を
減
少
す
る
故
、
谷
量
減
少
す
。
併
し
以
後
次
第
に
増
加
し
て
貯
雄
前
よ

小
蓑
の
水
分
合
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
幽
理
化
に
及
ぼ
す
影
響
ハ
第
四
割
根
」

二
四
九



り
・
大
と
左
る
は
、
矢
張
り
粒

小
委
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
放
の
輔
由
化
に
及
ぼ
す
影
響
へ
第
阿
報
)

二
五

O

面
粗
と
な
る
に
よ
る
た
り
。

六

、

護

芽

歩

合

貯
雄
期
間
中
毎
月
の
費
芽

歩
合
の
費
化
を
示
せ
ば
、
第

同

O
表
及
び
二
一
岡
の
如

し
貯
賊
営
時
に
水
分
合
最
小

な
る
小
寒
程
、
費
芽
力

-e永

く
保
つ
も
、
そ
の
差
は
極
め

て
僅
か
に
し
て
、
貯
捕
翌
年

九
月
以
後
の
高
温
季
に
は
費

芽
力
は
急
激
に
減
少
し
始
め

て
、
八
、
十
月
に
至
れ
ば
何

れ
も
殆
ん
ど
蛮
芽
力
を
失
ふ

に
至
る
。
前
越
の
怯
に
於
て

(%) 

品 種! 畠 田 | 新中長ーで赤鋳不知一競

町議常両G%Iu:%1 14%1 1E%11C%1 J2%! 14%1 16.十| l 「水分包 11(%1九時1
1E%[lC%112%[ 14%1彬 11C%11勾均116%1

一199.

蹴袋貯誠小萎の費芽歩合

" " 
980 

第四O表

'1調査年足

月

月

昭和入年六
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" " " -199.3 
" " 

83.81 99.01 99.81 98.51 95.0 

75.81 99.31 98.81 98.01 94.51 99.01 59.01 99.31 94. 

73・01100.0159.81 97.81 94.01 9931 99.51 97.31 93. 

70・8199.81 99.81 98.31 95.31 99.31 99.31勿 0194.

月

月

7¥ 

九

用十

十一月

十二見

728152.8 

月

月

月

月

月

月

用

九年一

五

七

.... ノ、

四

2.81 

。;0.5 4.31 

。α 2.0 

。1.5 
9.0: 2・0

9.日

2.0 

43.5 

125 

月

月

八

九

7.3 0.5 30 月十

4.0 

3.8 

27.01 12.8 

22.01 10.5 

。
。

2.8 

1.5 

十ー月

十二月
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腕袋貯蹴小~の費:耳歩合(三品種の平均〉

十
一
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印
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20 

長

ほ
、
良
く
乾
燥
し
て
貯
蹴

し
た
る
小
委
は
、
貯
減
忍

年
夏
季
の
高
温
季
を
過
ぎ

る
も
、
精
相
官
の
費
芽
力

を
有
す
る
に
、
麻
袋
に
於

て
は
、
斯
〈
費
芽
カ
の
減

少
速
か
な
る
は
、
麻
袋
に

拾
て
は
貯
蹴
小
委
は
吸
-A
酬

す
る
世
帯
速
か
に
し
て
、

よ

小
獲
の
水
分
合
建
盤
ぴ
に
貯
怠
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
畠
理
化
に
及
ぼ
す
影
響
♀
車
内
報
)

月九

月

く
乾
燥
し
て
貯
・
掛
せ
る
小

年

市安
'も
、
越
か
に
外
部
の
滋

査

試
を
吸
牧
し
て
乾
燥
不
良

調

の
般
態
と
怠
る
に
よ
る
た

り

七
、
貯
蝋
小
裁
の
分
析
結
果

貯
誠
一
ヶ
年
毎
に
行
ひ
た
る
分
析
結
果
は
第
四
一
表
の
如
し
。

二
五



小
委
の
水
分
合
盤
磁
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
慮
中
に
於
け
る
性
状
の
餐
化
に
及
ぼ
す
影
響
戸
第
四
報
)

一
一
五
二

臨袋貯誠小穿の介析結果

一(!?ilJFL-lEZ四炉問|吋糊精lF
卜Ilti'iii lftJ Iみ|ι。|ゐl竺l習み[竺|竺

乾物百分中第四一表

0.46 

0.52 

2.00 

2.02 

一年後

二年後d
n
 
nu 

噌

A

2.00 三年後

0.52 

0.47 

0臼

0.<13 

0.45 

1.~8 

I 2∞ 

2.C6 

2.03 

216 

2.19 

}年後

二年後

一年後

二年後

三年後

一年後

二年後

三年後

一年後

二年後

三年後

12% 

14% 

lS% 

10% 

畠

田

0.41 

0.45 

0.44・

0.46 

0.50 

043 

0.42 

三年後

14% 

一年後

三年後

二年後

三年後

一年後

二年後

12% 

新

中

長



0.49 

0.44 

238 I 0.39 

2.11 i 034 
2;制 0.47

0.48 16" 

12" 

10% 
赤

.不

知

鏡

0.38 

0.36 

O.~ 

麻
袋
に
於
て
は
、
前
述
の
依
に
比

し
て
貯
蹴
小
山
ダ
の
成
分
の
塑
化
柑
k

大
た
り
。

友
分
、
粗
織
維
、
澱
粉
等
に
於
て

は
、
貯
械
に
よ
り
て
明
か
な
る
幽
変
化

は
認
め
ざ
れ
ど
‘
糖
分
、
酸
山
嵐
は
少

し
く
増
加
佐
示
し
、
糊
精
は
減
少
を

示
す
。
特
に
三
ヶ
年
後
に
至
れ
ば
糊

精
の
減
少
著
し
。

八
、
貯
蹴
小
芽
の
酵
素
活
力

貯
賊
一
ヶ
年
毎
に
行
ひ
た
る
酵
業

活
力
の
型
化
は
、
第
四

二
表

の
如

し
貯
械
に
よ
り
明
か
に
幽
理
化
を
示
す

は
カ
タ
-
プ
l
ゼ
に
し
て
、

一
ヶ
年
間

0.36 

0.37 

は
幽
理
化
は
僅
少
な
れ
ど
、

二
年
後
に

-
小
袋
の
水
分
含
勉
強
び
心
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
議
中
に
於
け
る
性
欲
の
費
化
に
及
ぼ
す
影
縛
(
第
四
報
〉

こ五一一一

2.36 

1.92 竺巴!
1鐙|吋 0.67
1ω I 76.451 1.17 

2・01I 7596
1 
0.84 

1.99 

14% 

16% 

続



小
嵐
官
の
水
分
合
撞
也
び
に
貯
縦
方
法
が
小
袋
の
貯
厳
中
に
於
け
る
佐
川
m
の
獲
化
F
N
及
ぼ
寸
彰
縛
ハ
第
四
報
)

二
五
四

は
何
れ
も
減
少
著
し
。
而
し
て
貯
蹴
前
に
水
分
合
量
小
た
る
小
安
程
僅
か
乍
ら
減
少
小
な
れ
ど
、
水
分
一

O
M
に
て
も
平
均
貯
蹴
前
の
約
五

o
u
wと
な
る
。
三
年
後
に
は
夏
に
減
少
し
た
り
。

第四二表

J品種|翻道官iプ;Z4Pバイチヌゼlh |
跡袋貯蝋小型事の酵索活力

cc 
31.4 

31.0 

9.5 

1.24 

1.32 

一年後

二年後10% 

7.2 1.19 三後年畠

31.9 

9.2 

89.7 

98.1 

0.Q8 

0.48 

1.10 

1.24 

ー年後

二年後12% 

5.4 00.4 0.41 1.07 三年後

3:).8 錦.50.41 

7.7 97.5 0.42 1.25 二年後

4.2 88.5 0.44 1.09 三 年後

27.9 S8.2 0.42 1.25 一年後

6.7 

一一一三土竺ピ?とI0.41 I 89.5一一
I~ | 日(土j~印刷 I 8~ 

1.13 一年後

2.7 

102.4 

回.5

O.お1.34 二年後

14% 
回

1f% 

:.9 

88.6 92.3 0お1.42 }年後

17.8 111.7 0.87 1.33 二年後10% 

7.2 時0.41 1.35 三 年後新

39.5 関.50.34 1.26 一年後

14.5 

6.1 

29.1 

11.2 

8.7 

9Ul 

89.6 

140.3 

0.36 1.28 二年後12% 

118.4 0.45 1.C5 三年後中

回.10.30 U7 一年後

0.34 

0.45 

1.32 

三 年後 己 竺

二年後14% 

長



25.0 

9.0 

5.9 

二年後

百年後

1e% 

10.3 

92.1 

85.5 

例61 

95.2 ， 

邸.6

九
、
貯
一
蹴
小
菱
の
製
粉
歩
合
及
び
小

窓
会
粉
の
色
禅

貯
賊
約
牛
ヶ
年
毎
に
測
り
た
る
製

紛
歩
合
及
び
小
委
粉
の
色
津
の
輔
君
化

は
第
四
三
表
の
如
し
。

貯
械
に
よ
る
製
粉
歩
合
の
費
化
は

明
確
に
は
あ
ら
ざ
る
も
、
腕
袋
に
が
、

て
も
依
と
同
様
に
粒
は
戎
第
に
訪
れ

て
、
製
粉
に
際
し
て
排
除
す
る
榔
分

増
加
す
る
故
賓
際
に
は
歩
合
減
少
す

る
と
見
る
べ
し
・

小
萎
粉
の
色
揮
を
見
山Q
に
、
・
嗣
袋

に
於
て
は
前
述
の
依
に
比
し
て
謡
曲
型

著
し
。

水
分
一
(
U
d
w

の
小
芽
は

一
ヶ
年
後
に

は
小
委
掛
の
色
樺
の
悪
費
少
く
柑
k

良
好
な
れ
ど
、
前
述
の
依
に
比
す
れ
ば
劣
る
。
水
分

一
ニ
d
w
な
れ
ば
更
に
劣
る
。

貯
誠
二
ヶ
年
以
上
を
経
過
す
れ
ば
、
小
婆
の
色
津
は
何
れ
も
著
し
く
不
良
と
な
り
、
貯
一
蹴
前
に
水
分
多
き
小
委
も
、
少
を
小
菱
も
殆
ん
ど

差
異
た
き
に
至
る
。

4.8 

5.8 

5.4 

10.4 

<1.5 

7.9 

6.1 

4.6 

小
褒
の
水
分
含
電
磁
び
に
貯
厳
方
法
が
小
姿
の
貯
蔵
中
に
於
け
ろ
性
紋
の
痩
化
に
及
ぼ
す
影
響
ハ
第
門
報
)

9.1 

5.1 

5.1 

7.1 

5
 

館
山

94.8 

101.s 
102.5 

10<1.4 

103.9 

81.1 

103.6 0.36 

0.42 

0.35 

0.45 

0.42 

0.45 

貯蔵前

二年後

三 年後

10% 

赤

不

知

事覧

銭

二
五
五



小
皿
賓
の
水
分
合
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
療
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
位
以
の
幽
変
化
に
及
ぼ
す
影
鱒
(
第
四
報
)

二
五
六

水
分
一
六

dn
の
小
婆
に
て
は
、
小
委
粉
の
色
埠
惑
雌
愛
す
る
は
勿
論
な
れ
ど
、
他
の
容
器
の
小
萎
に
比
す
れ
ば
反
っ
て
梢
議
費
少
き
は
、
麻

袋
に
於
て
は
、
貯
蹴
後
に
水
分
を
殻
散
す
る
事
相
越
か
な
る
に
よ
石
た
り
。

腕袋貯械小委の製粉歩合及び小翌年初の色搾第四三者
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<:1 
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赤
鏡
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知
一
鋭

へM
m
u

76.8 75.4 76.5 75.8 74.6 76.2 14% " 
76.4 75.5 76.3 74.7 75.3 75.4 " 16% 

D D C B A A A 10% 

C C C C C A " 12% 

畠

D D C C C A " 14% d、

一一一一一一-1三一日一日一日一ID I D 

一一一一一一一一一」一一

D D D D D B " 1e% 回

重E

A 1C% 

C C C C B A 12% 

新
粉

D C C 。C A 
" 

14% 
中

" の
長 D 

D 

D 

C 

D 

C 

D 

B 

C 

B 

A 

A 

" 
A 

16% 

lC% 

12% 

色

C C C C B A " 
赤
鋳
不
知
一
説

樗

D 

D 

C 

D 

B 

D 

B 

C 

B 

D 

A 

A 
" 
" 

14% 

16% 



一
O
、
貯
戴
小
容
の
歎

量
及
び
小
委
粉
の

糊
の
粘
皮

貯
賊
約
A
T
ヶ
年
毎
に
測
り
た

る
数
量
及
び
、
小
委
粉
の
糊
の

粘
度
の
費
化
は
第
四
四
表
の
如

し
水
分
一

o
d
w
に
て
貯
賊
し
た

る
小
突
に
て
も
前
述
の
依
に
比

し
て
歎
島
県
の
減
少
更
に
著
し
.

而
し
て
一
ヶ
年
聞
は
減
少
梢
々

少
け
れ
ど
、

以
後
の
減
少
著

し
又
貯
賊
ニ
ヶ
年
以
上
を
経
過

す
れ
ば
、
何
れ
も
歎
昌
也
は
著
し

〈
減
少
し
且
悪
費
し
、
貯
賊
前

腕袋貯械小宴の歎量及び小型F防の糊の粘皮

書記品種lJh蔵一…lJ二年後i議|三年後
1C% lP31伺

31.46 30.02 29.16 26.91 23.96 13.620j 1 
畠 数 11.E0 11.19 10.80 10.64 9.6E 9.10 5.5 

12，% 習需要~ " 31.20 30.23 30.00 2fi.66 25.46 17.20 
乾書R 11.45 10.42 10.82 9.92 9.48 6.94 

14，% 潟乾歓聖書 " 
30.91 28.98 28.96 26.88 25.36 20.34 
11.23 10.24 10.48 9.88 9.44 8.C6 

獄 田 16，% 漁数 " 30.35 28.96 29.681 Z6.34 
乾獄 11.36 10.31 10.681 9.68 9.441 8.361 

10，% 積塁走 31.29 29.92 29.20 29.∞ 2.7.16 22.10 13.56 
新 乾数 11.56 10.82 10.08 10.44 9.72 8.08 5.54 

12% 稿霊長 " 29.10 28.34 28.16 26.86 221:0 18お
乾歓 10.92 10.26 10.24 9.40 8.24 7.48 

中

14% 乾昔者数歓 " 
29.531 28.30 27282877021 1 2258 14.70 
10.241 10.01 9.641 9.70: 8.56 5.80 

長 16，% 穂署長 " 2月.94126.20 23印 13.236 0 
乾歓 10.&71 9.80 9・161.9・56

1

8邸 5. 

最

1C% 乾講者数 29.95 
29.12 27.94 ~7.48 17.O7{ i 

r"¥ 赤 聖書 10.16 9.84 9.96 9.68 8.941 8.32 6. 

9、6J 銭
12% 棋乾聖歓史 " 

28.80 28.S3 28.16 24.48. 23.84 
21:調

不 9.印 9.93 9.96 8.901 8.52 

知 14% 潟歓 H 29.10 28.80 27.84 25.08 23.C8 281..62C E 

一 乾書出 9.66 9.79 10.00 8.eo 8.国

競 16}~ 積乾書獄獄 " 
29.40 27.813 0 295.088 4 。24.94 23.28 178.230 8 
10.16 9. 8.82 8.36 

第四四表

小
委
の
水
分
含
量
組
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
伐
の
圃
度
化
に
及
ぼ
ず
影
響
《
第
四
報
〉

一
一
茸
七



-
一五
及

め
嵐
賓
の
世
品
分
禽
畢
皿
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
厳
ゅ
に
於
け
る
性
放
の
圃
度
化
に
及
ぼ
す
都
宮
竃
「
第
四
割
概
)

縮 i時京~l lfTafiJ l~lflfi:-~fIt: ~:卜 |二年|相品種 貯蔵前特角一年後i宇一年後|今後年後

畠
1C% 2.02 2.06 2.06 1.92. 1.93 1.88 1.叩

12% " 2.叩 2.04 1.90 1.89 1.招 1.叩t 
14% " 

2..叩 1.91 1.釦 1.91 1.92 Ul7 

回 1(% " 2.01 1.98 1.94 1.95 1羽 1.89 E昼

粉
新

1C% 2.16 2.21 2.03 2.伺 1.!:8 1.95 2.01 

の 12% " 2.12 2.07 2.05 1.96 1.95 2.04 中
14% " 2.13 2.02 2.叫 1.Q4. 1.94 期

長 1f% " 2.13 2.01 

の

赤
1C% 2.24 2.24 2.17 2.23 2.l6 2心7 2.10 

粘

銭不 12% " 2.21 2.11 2.25 2.12 2.06 2.10 度 知 14% 2.26 2.16 2.14 2.17 2.m 2.伺" 一
宣車 16% " 2.25 2.10 2.10 2.11 

に
統
燥
良
好
な
る
小
奏
も
、
乾
燥
不
良
の
小
委
e
h
殆
ん
ど
差
異

な
き
に
至
る
。

小
相
次
粉
の
粘
・
援
の
減
少
ほ
さ
し
て
著
し
か
ら
ざ
れ
♂
、
制
れ

も
次
第
に
減
少
し
、
二
年
以
上
を
経
過
す
れ
ば
、
矢
張
り
貯
雄

前
の
水
分
合
星
に
閥
係
な
ぐ
一
様
に
ち
品
り
た
り
。

貯
縦
三
年
後
の
グ
ル
l
テ
ン
の
朕
況
は
潟
県
七
の
如
し
。

一
一
、
製

姐

験

貰

貯
・
蝋
約
牛
ヶ
年
毎
に
行
ひ
た
る
製
麺
結
果
は
第
凶
五
表
の
如

し
麻
袋
に
於
て
は
、
水
分
一

0
・
%
怠
れ
ば
一
ヶ
年
後
迄
は
精
良

好
な
れ
ど
、
依
に
比
す
れ
ば
麺
の
色
樺
劣
る
。
以
後
湖
沼
理
著
し

く
二
年
後
に
は
著
し
く
悪
費
す
。
貯
一
概
二
少
年
以
上
を
経
過
す

れ
ば
、
貯
雄
前
に
乾
悌
よ
き
小
委
も
川
越
き
小
袋
込
、
皆
麹
は
色

滞
感
く
.
昧
志
劣
h

ロ
貯
蹴
前
の
水
凡
守
合
量
に
よ
る
義
英
は
甚
だ

少
く
怠
る
な
り
。

水
分
一
六
%
に
て
凶
、
勿
論
川
越
轡
著
し
き
も
、
他
の
得
格
の

一
六
%
に
比

L
て
M
G
て
勝
る
場
合
あ
り
。
立
肱
袋
に
於
て
は



第四五衰麻袋貯鋭小委の製麺結果

品種i襲撃雲町一三??貯蔵前向|一句|平副二輪|諸(吋
D C B B A A A 色の麹

A A A A 味食1~ D C B 

1.34 1.41 1.46 1.56 1.関1.48 1.4'7 度伸畠

D C C C 

D C 。B B A 11 味食1200"， 

1お

D D D C C A 色の麺

D 

内。
凋

uv
• 噌

A
凋
幽
守

凋
幽
守
• 
・・・・

。C B B A 11 煉食14% 

1.42 

D D D D D 

組
判

B 色

D C C B B A 11 味

1.32 1.40 1.46 1.49 1.55 度

1.53 1.55 1.47 度f申

の麺
田

食18P，..6' 

f申

D 

D 

D 

131 

D 

D 

C A 色の麺

1.44 1.48 1.53 1.田1.43 度f申

1.44 

p 

D 

D 

D 

D 

C 

1.印

I C 

148116211日

。

C 

C 

C 

B 

A 

A 

B 

A 

A 

1.54' 

度

色

妹

度

妹

lTl 

食

伸

食

{申

10% 

12% 

14% 

16% 

新

長

小
裂
の
水
分
含
量
抽
出
ぴ
に
貯
藤
方
・
誌
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
t

般
的
る
性
放
の
掛
理
化
に
及
ぼ
ず
影
響
(
第
四
報
)

二
五
九



小
委
の
水
分
合
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
獲
化
に
及
ぼ
ず
影
響
へ
第
四
報
〉

吋離の!戸??l貯蔵前向卜年後|議|二靴|議|三年
D 

D 

色

妹

度

の麺

食

f申

10% 

赤

D C C C A 色の麺

C 

1.28 

C 

1.47 

1.31 

D 

1柑 I1.28 

D 

D 

D 

C 

1.49 

1.47 

D 

D 

C 

C 

C 

1.47 

C 

D 

C 

B 

1.64 

B 

B 

A H 妹

妹

16% 味

度

色

度

色

度

の

の

食

麺

食

麹

食

伸

f申

伸

12% 

14% 

鏡

不

貌

知

二
六

O

小
姿
は
貯
蹴
中
に
よ
く
水
分
を
費
散
す
る
に
よ
る
。

麻
袋
に
て
は
如
何
に
良
く
乾
燥
し
て
貯
一
蹴
す
る
も
、
貯
一
賦

一
ヶ
年
は
良
好
な
れ

E
、
依
装
貯
賊
の
麺
に
比
し
て
明
か
に

劣
り
、
以
後
の
悪
塑
も
夏
に
著
し
。

一
二
、
製
麺
姐
賓
験

貯
賊
約
A
T
ヶ
年
毎
に
行
ひ
た
る
挫
麺
鞠
結
果
は
第
四
六
去

の
如
し
。

水
分
一

0
.
%及
び
一
二
%
に
て
は
、
麻
袋
に
で
も
一
ヶ
年

聞
は
悪
塑
柑
々
少
く
具
好
な
れ

E
J
前
述
の
依
に
比
し
て
少

し
く
悪
理
著
し
き
傾
向
あ
り
。
以
後
は
惑
費
速
か
に
し
て
、

二
年
後
に
は
麺
鵜
の
食
味
も
内
部
の
色
及
び
キ
メ
も
著
し

く
不
良
と
な
れ
り
。
麻
袋
に
於
て
は
貯
誠
二
ヶ
年
を
経
過
す

れ
ば
、
貯
械
前
の
水
分
合
量
の
如
何
に
拘
ら
や
、
何
れ
も
会

く
不
良
と
た
り
だ
り
。
翻
舶
の
窮
民
を
示
せ
ば
寝
虞
八
の
如

し



腕袋貯雌小婆の製麺柏結果

品種|憾の罪卜\戸前期l貯蔵前片付一年後I ~!f l二年後[ 二年 三年後
分鰐皇重聖項一二三子J= I一一上 l学後1--rl5Ci字後 |
猫麹の容積ccI 420 I 398 I 427 I 382 ，. 361日長7厄J
外語3の形及び色 1

第四六表

D C C A A A A 

D C C B B A A 内郡のキメ及び色
1C% 

一 種麹の容ムI-I~ 副 399 I五'--;;iム8
外部の影及び色 I A ! 

内部のキメ及び色 11 I A I 

I 402 I仰
IA 

D 

D 

D D D B B 
12~~ 

D 

一
部

D B A 外部の形及び色
11 

内部のキメ及び色
14% 

D D D C B A 

D 

328 

C C C A B A 

D D D C B A 
明

内部のキメ及び色
16，% 

D D D C C A 妹食

336 324 331 麺麹の容積巴c 340 351 

小
宮
賓
の
水
分
合
態
磁
び
に
貯
厳
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
佐
似
の
鍵
化
に
及
ぼ
す
影
鱒
(
第
四
報
}

D 

C 

D 

B 

B. 

B 

B 

A 

A A 味食

畠

D D C B A 妹 |

麺砲の容積cc

食

D 

304 

D 

3鉛 I399 お3

C B A 

3ω 

妹

麺怨の容積cc1 

外部η形及びfち

食
回

C 

D 

D 

C 

D 

C 

3お I347 

B 

C 

C 

B 

C 

B 

A 

B 

C 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

お8 330 

C 

D 

D 。

。
。

B 

C 

。

A 

B 

B 

334 

A 

B 

B 

3印

A 

A 

A 

H 

内部のキメ及び色

|食妹|

|麺麹の容積己c

|外部の形及び色
12% 
|内部のキメ及び色

)食

~・部η 形及び色
1C% 

新

一一
六

中



小
俸
の
水
分
含
量
祖
ぴ
に
貯
蔵
方
法
が
小
饗
の
貯
山
間
中
に
被
け
る
俊
伏
の
質
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
)

「瓦襲五五土問|竺所長:1ニ峨蒜|三矧
340 I 3お 323I制 |沼2I 342 Iぉ5麺砲の容積CC

D D C A A A A 外部の形及び色

D 

D 

D 

D 

D 

D 

C 

B 

B 

C 

A 

A 

A 内自;のキ4及ひ唱

食

14% 

長

317 328 重量起の草子嵐cc

D 

D 

D 

D 

。
.SD 

A 

C 

B 

B 

A 

A " 
外郎の形及び色

内部のキ川崎 |

妹 |

16~b 

D D D B 。A 食

323 387 419 460 428 468 460 |猫i砲の容積cc

外都の形及び色 D D C B A A A 

D D C B A A A 内部Dキメ及び色
1C%， 

D D C B B A A 妹食

赤

337 403 398 457 重量麹の容積ec

D C C B A A 外都の形及び色事聖

D D D B B A " 内部。キ#及び色
lZ%， 

D D C B B A 妹食不

406 I 340 434 443 419 445 麺霊園の容積cc知

D '1 C B B A A 外省3の形及び色

D ・C C B B A " 内部のキメ及v:色
1"μ 

六
D D C B B A 妹食

続

344 381 420 438 451 内

3
凋
U
可n

“ー
麺起の容積cc

D D B B A A 外都の形及び色

D D D C B A " 内部Dキメ及び色
16% 

D D C B 3 A 妹食



一
三
、
考

祭

以
主
の
如
く
・
桝
袋
府
一
蹴
に
於
て
も
、
貯
雄
前
に
乾
燥
良
好
な
る
小
相
変
程
貯
械
に
よ
る
援
費
少
く
良
が
な
る
は
勿
論
な
り
。
さ
れ
ど
蹴
袋
は

防
漁
性
乏
し
き
た
め
、
小
委
は
貯
蹴
中
に
外
国
汗
の
掛
気
を
吸
牧
す
る
事
速
か
に
し

τ、
小
寄
生
良
〈
乾
蟻
し
て
貯
山
慨
す
る
も
、
小
薬
品
質
の

惑
鑑
定
速
か
た
り
。

例
へ
ば
水
分
4
0
%
に
て
貯
離
せ
る
小
委
が
、
4

ヶ
年
後
に
は
一
五
%
以
止
に
も
土
る
。
従
っ
て
小
奏
品
質
の
忍
礎
も
前
述
の
依
に
比
し

て
・
六
段
り
。
さ
れ
ど
水
分
一

O
M及
び
一
二
%
に
て
貯
賊
す
れ
ば
、
約
了
ゲ
年
聞
は
倫
小
事
実
は
著
し
く
不
良
と
は
な
ら
歩
。

階
蹴
一
一
ヶ
年
以
上
--K
経
過
す
れ
ば
.
小
萎
の
u
川
断
貝
は
貯
賊
前
の
水
分
合
妓
の
如
何
に
よ
ち
歩
、
判
れ
も
全
く
不
良
と
念
切
、
貯
雌
前
に
乾

燥
良
品
巴
小
奈
も
乾
燥
不
良
な
り
レ
小
婆
も
、
殆
ん
ど
匝
別
し
維
き
に
室
る
旬

尉
水
分
一
六
%
に
て
貯
、
肱
せ
る
場
合
に
は
、
小
委
品
質
の
謀
型
車
官
し
き
は
賞
然
た
る
も
.
前
述
の
臨
密
封
、
依
装
貯
繭
等
に
比
す
れ
ば
反

っ
て
鞘
k

阿
倍
健
少
を
は
、
山
脈
袋
は
過
大
な
る
水
分
、
ぜ
設
散
す
る
事
も
容
易
に
し
て
、
水
分
の
殻
散
少
し
く
速
か
た
る
に
よ
る
。
猶
山
静
袋
色
調
幽

容
を
受
け
易
し
。

第

五

節

紙

袋

尉=

歳

て
貯
雄
小
姿
。
外
視

紙
袋
は
前
述
の
麻
袋
と
同
様
に
防
機
性
に
乏
し
き
た
め
、
貯
雄
前
に
よ
〈
乾
惜
し
た
る
小
委
も
‘
外
部
の
湯
気
を
吸
敬
す
る
事
述
か
に
し

て
、
従
A
d

て
外
視
の
悪
費
も
速
か
た
り
、
水
分
一

ouて
一
ニ
メ
に
て
貯
離
せ
る
小
委
も
、
貯
雌
翌
年
夏
季
を
過
h
h
れ
ば
外
翻
は
不
良
と
な

り
、
二
年
以
上
も
経
過
す
れ
ば
貯
雄
前
の
水
分
含
量
の
多
少
に
よ
る
遊
具
は
殆
ん
ど
た
く
一
織
に
悪
墾
す
。

か
車
置
の
骨
品
分
会
盤
強
び
に
貯
蔵
方
泌
が
小
園
置
の
貯
蔵
中
に
怠
け
る
億
株
の
az化
に
及
ぼ
す
影
響
門
第
四
割
符
〉

六



た
伸
、
紙
袋
は
越
害
を
防
ぐ
鰍
に
於
て
は
有
効
に
し
て
、

小
委
の
水
分
。
回
量
進
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
後
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
)

二
六
四

外
部
よ
り
害
滋
の
侵
入
す
る
事
全
然
強
き
故
、
粒
は
比

較
的
清
潔
を
保
つ
。
と
の
賄
に
於
て
麻
袋
に
勝
れ
り
。

二
、
水

分

合

量

貯
雌
期
間
中
毎
月
の
水
分
合
量
の
輔
君
化
は
第
四
七
表

及
び
第
二
二
闘
の
如
し
。

紙
袋
は
・
蝋
袋
と
同
様
に
防
漁
性
に
乏
し
く
従
っ
て
よ

〈
乾
燥
し
て
貯
賊
し
た
る
小
政
党
も
念
敢
に
水
分
合
量
を

増
加
し
、
水
分
一

O
Mに
で
貯
賊
し
た
る
小
萎
が
一
ケ

年
後
に
は
一
五
dw
以
上
に
も
上
る
。
而
し
て
水
分
合
量

は
以
後
常
に
一
五
%
以
上
た
る
故
、
貯
一
臓
小
穿
の
品
質

の
惑
費
議
官
し
き
は
営
然
な
り
と
考
へ
ら
る
。

水
分
二
ハ
%
に
で
貯
出
陣
し
た
る
小
饗
は
、
貯
…
蹴
後
水

分
を
少
し
〈
費
散
す
る
も
屋
K

反
っ
て
一
六
%
以
上
に

も
及
ぶ
事
あ
り
。
特
に
赤
鋳
不
知
一
一
就
に
於
て
水
分
会

且

mm
大
た
り
し
。

く'%)

畠品 種 田 新 中長 赤鏡不知}畿

調¥査‘年\月貯--...::蔵水一省分一時含一量の1ω矧1 ~2列1|14%11|16%1110矧
1
12%1 14%i 16矧

1
10同||12矧

1
14
%1
16
%:

昭和八年六月 10.4凶即時

八月 一 -・・・ー. 司圃・ー ーーー・ 103 11.9 14.0 16.4 

九月

185 

111444S 
4m1 

148168118 

一一一 9.8 12.0 14.1 16.1 

十周 12.71 14.31 15.9 

十一月 13.5! 14.31 14.9' 15.81 124 13.0: 14.31 ]5.7 12.7 13.5 14.7 15.9 

十二月 別 1~4.~[ ~~.~I ~~.~I ~;.7 13-31 14.21 15.6 12.9 13.o 14.7 15.8 
九年一月 14.1 14.8 15.2 15.6 ]3.1 13.5 14.3 154 13.2: 13.9 14.9 15.8 

二周 14.3 14.9 15.3 15.7 13.2 13.7 14.3 15.4 13.5 14.1 15.0 15.9， 

三 月 14.3 14.8 15.2 15.8 13.3 ]37 14.4 15.3 14.0 14.5 15.0 15.8 

四月 14.8 15.0 15.4: 15.9 13.7 13.9 14.6 15.4 14.1 145 15.0 15.6 

五周 14.9 14.9 139 14.1 14.5 15.3 14.5 14.8 15.0 内

紙袋貯蹴小委・の水分合量第四七表



陸| 畠 田 ! 新中長 | 赤鏡

」五β事??LEM叫6.%j1C判断仰イムドム|14イ同
新中長田

九

」・

十一月

十二月

月

月

月

四月

月

七

九月

月

月

十一月

十二月

月十年一

一月

月

四月

月

月

昭和九年六

九

十

五

六

七 月

八月

月

月

月

五

月

月

月
八

七

品

十ー年一

..... ，、

小
鹿
置
の
水
分
倉
山
抽
出
び
に
貯
蔵
方
滋
が
小
委
の
貯
担
問
中
に
於
け
る
性
伐
の
蝿
理
化
に
及
ぼ
す
膨
饗
〈
第
朗
報
)

二
六
五



小
委
の
水
分
含
国
市
出
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
婆
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
像
炊
の
幽
理
化
に
及
ぼ
?
影
蝿
関
門
第
内
線
)

祇袋貯誠IJ、~の水分合量(三品種の平均〉

十
一
年
八
刃

包
一
年
後

町

，J

陣'

i
L
I
s
t
-
S
E
L
l
-
-
t
l
I
R
I
-
-
P
I
-
-
a
a
'
'
uy
 

a

U

R

U

R

守

句

。

円

'u

'

A

T

4

1

4

1

A

1

4

 

水

分

合

置

〈

M
P
V

一
二
、
千
粒
重

貯
捕
期
間
中
持
月
の
予
粒
重
の
費
化
は
第
間
八
表
及
び

事
二
一
一
一
闘
の
如

L圃

十
年
ヘ
芳

一
一
年
後

一一一 10'/0 
-----1.2.悦

令~~+・ 1" 1-

. ... I b'" 

札
年
入
月

一
年
後

第二ー:圃

11 

ヒ
貯
麟
前

nu 

月年査

くg)紙袋貯蹴 "J、安の予粒重第四八表

月

月

月

月昭和入年六

づL

十

七

入

一
ヱ
ハ
六

月九年ー

月

月

月

用

~I 

五



月

十二月

五

月

月

月

月

月

月

昭和九年六

入

7L 

十

十年一

fJ!-1 

七

月
ム
ノ、

月七

月八

月-jL 

月

十一月

十二n

小
委
の
水
分
含
量
航
ぴ
に
貯
厳
方
法
が
小
寮
の
貯
誼
眠
中
に
於
け
る
佐
炊
の
園
理
化
に
及
ぼ
寸
影
響
【
第
阿
報
)

十

月

月

十一年一

二
六
七

月

月~I 

月五

月
ム〆、

月

Jj 

七

八



小
委
の
水
分
含
艶
班
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
伏
の
値
度
化
に
及
ぼ
す
影
響
ハ
第
四
報
)

紙袋比j~y城小1[.の千粒f(C三品種の卒均〉

一ぷhぞ弓叉戸た苛さ
31レ.J;Jtそ矢F

30 

粒

重
ハ
R
)

十
一
一
年
八
月

三
年
後

貯
山
間
前

に
水
分
合

景
小
な
る

小
多
程
遠

か
に
吸
端

し
て
千
粒

重
を
増
加

じ
、
貯
蹴

4

ヶ
年
以

月

上
を
経
過

第つ三岡
32 

千

十
年
八
月

二
年
後

九
年
九
月

二
年
後

29 

露
前

年

す
れ
ば
、

査

貯
一
賦
小
忠
実

自4

の
水
分
合

も
殆
ん
ど
等
し
く
な
る
故
千
粒
草
本
殆
ん
ど
等
し
く
た
る
た
り
。

量
は
何
れ

側
、
容

組

重

第四九表紙袋貯雌小奈の容積重 (-鮪重kg)

刃

月

用

昭和八年六

七

入

二
六
八

-181 .倒 81.5181.05177.45~月

十一月

十二月

四

月

周

月

五月

月

九年一

九

十



'" 種| 畠 国 新 中長 赤鏡不知一童書阿国

ギβ担|叫zイ叫6%1割引メャ|ャim竺|16%
昭和九年六月 73.2 73.8 72.5 72.9 75.2 75.5 73.9 71.5 79.3 79.3 79.4 77.E 

七月 73.2 73.4 72.3 71.1 73.3 73.9 72.5 70.8 78.2 78.6 783 75.f 

7¥.刃 73.9 73.4 71.4 72.1 72.8 73.4 73.1 70.6 77.S 77.6 76.6 72.8 

九月 73.0 73.4 71.9 72.5 72.3 73.4 721: 70.9 77.8 76.8 76.8 73.1 

十月 72.5 73.0 守1.772.1 72.5 72.8 72.6 71.0 77・776.8 76.S 73.0 

十一周 72.3 73.4 72.0 72.1 72.8 72.3 12.4 712 77.7 76.8 77.1 73.} 

十二月 72.5 73.4 問372.5 72.8 72.8 72.8 71.4 77-7 77:0 7'1.5 73.3 

十年一月 72.6 73.5 72.3 73.0 72.8 72.9 73.2 71-5 77.5 77.8 77.5 73.7 

二月 72.8 73.4 72.4 728 72・572.9 73.1 71.4 77-7 77.3 77.5 74.1 

三月 72.8 73.2 72.5 72.8 72.5 72.9 778 '17.3 77.5 74.2 

四月 72.5 73.2 72.3 72.8 72.3 72.8 71.2 77.5 76.9 77.4 74. 

五月 72.2 73.1 71.9 π5 71-4 72.4 70.5 76.5 76.2 77.0 73.8 

六月 70.6 72.4 7l.4 71-9 70.5 71-7 70.1 75.1 75.0 75グ 72.C 

七月 70.8 71.9 71.1 71.0 70.2 71.0 70.0 74.1 74.7 75.5 73.3 

八月 70.9 71.7 70.8 70.5 70.3 71.0 69.2 73.7 74.2 750 72.E 

九月 71.2 71.9 70.5 69.7 70.0 70.9 68.5 73.2 74・175.C 71.1[ 

十月 71-2 71-3 70.5 696 70.3 70.9 683 73.2 74.1 74.9 n.5 
十一月 71.41 71.4 706 69.6 70.0 71.0 70.81 685 75.0 72.~ 

十二局 71・7171.470.8 69.6 70.0 71.0 70.91 68.5 73.tJl 74.6 75.5 72.8 

十一年ー月 71.7 71.5 70.8 70.4 70.1 71.0 70.9 68.3 73.2 74.8 75.7 72.8 

二 月 71.4 72.1 71.3 69.6 69.6 71.0 70.9 f8.4 74.2 74.9 75.6 72.8 

三 月 71.4 71-9 71.1 69.6 69.7 71.4 70.9 68.6 74.1 74.9 76.0 72.5 

四月 70.5 71.8 70.8 69.4 69.6 71.0 70.6 68.5 74.0 74.6 75.7 72.3 

五月 699 71.2 70.0 70.6 70.2 68.3 73.9 74.3 '15. 01 71.9 

六月 69.6 70.3 69.4 69.6 70.3 70.1 回 273.7 73.7 74. 11 71.4 

七月 69.2 70.1 69.2 69.2 69.4 69.9 67.7 72.5 73.0 73.7 71.2 

八月 69.2 69.5 69.6 69.0 68.8 印.8676 71.9 725 73 21 71. 

め
裂
の
水
分
含
量
迎
び
花
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
放
の
幽
度
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
努
回
報
v

二
六
九



ふ
裂
の
水
分
合
且
屋
麓
ぴ
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
品
申
に
於
附
る
俊
炊
の
鍵
化
に
及
ぼ
す
影
圃
膏
A

第
同
報
J

二
台
。

貯
減
期
間
中
毎
月
の
容
積
重
は
第
四
九
表
及
び
第
二
問
闘
の
如
し
。

紙袋貯錐1)、安の容積重(さ晶麓の平均〉

78十¥、

'16 ~ ..........句~、、
更74Ju- ---J¥ラプー司、
主 π~ - .io折 、'.~_.. '.・/・・ー・・一次とここ¥ヘ
一三|・ー--Il.鴨 ー._， --.....ベ入

70~ +.'.φ14-唖 伽，~'.・・....・'. ~ 

…....1'剖

第二|別圃

加

五
、
霊
童
及
び
容
量

容

績

十
』
年
入
月

一-一年後

十
年
入
月

二
年
後

九
年
八
月

一
年
後

倒
貯
蔵
前

貯
雌
前
に
は
水
分
合
量
小
な
る
小
委
租
容
積
重
大
た
る
は
勿
論
な
る
が
、

紙
袋
に
於
て
は
、
貯
肱
小
多
は
吸
滋
速
か
に
し
て
、
従
ヲ
て
前
什
積
章
一
の
減
少

著
し
く
、
貯
械
プ
グ
年
を
粧
過
す
恥
ば
、
貯
…
械
前
に
水
分
一

O
U川
、
一
二
d
n

及
び
4

問，
dw
の
小
奈
は
殆
ん
ど
差
異
た
き
に
至
る。

水
分
二
ハ
%
に
て
貯
娘
し
た
る
小
穿
ほ
、
貯
滅
後
少
し
く
水
分
合
最
を
滅

少
す
る
故
・
蒋
稿
震
は
増
加
す
べ
き
友
る
も
、
品
質
の
悪
化
の
た
め
に
反
ヲ

て
容
積
重
は
減
少
す
。

而
し
で
貯
誠
二
年
後
の
夏
準
に
至
れ
ば
、
貯
叫
間
前
水
分
一

odw
-一な
り
し
小

安
が
、
水
分
一
二
%
及
び
一
同
dm
の
小
夢
に
比
し
て
反
っ
て
界
積
軍
小
企
な

月

り
レ
は
、
小
宴
の
水
分
含
量
が
著

L
〈
犬
と
な
り
し
に
よ
る
な
り
。
第
二
節

年

の
債
の
場
合
に
は
、
貯
縦
期
間
申
常
に
貯
誠
前
に
乾
燥
よ
き
小
奏
税
容
積

E

査

ふ
へ
な
る
に
、
紙
袋
に
於
て
は
貯
賊
後
に
は
反
っ
て
小
と
た
る
事
屡
々
あ
り
。

調

之
前
述
の
胤
袋
の
場
合
と
同
様
に
、
貯
蹴
前
の
乾
操
の
効
果
極
め
℃
少
き
事

を
示
す
な
り
。



(kg) 第五O表

車| 畠 田 l 新中 i7赤鏡不知一規
一生息唾恒例14%llM110%1ャ|空l両日竺

紙袋貯賊中華Fの重量

月

昭和八年六

七

-127.制品7.60四.63125.73

.88庖8.34127.印126.64125.62

月

用

用

四台『月

用

月

用

月

月

十

'" 
十

四

六

八

九

九年一

五

七

九

十年一

四

五

...... 
ノ、

七

小
賓
の
水
分
合
最
並
び
に
貯
編
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
怪
伏
の
費
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
阿
報
)

二
七



小
委
の
水
分
含
賀
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
位
炊
の
痩
化
に
及
ぼ
す
野
響
『
第
四
報
)

新中長田'" U冒

一一七一

二
五
圃
の
如
し
。

貯
離
期
間
中
毎
月
の
重
量
の
型
化
は
、
第
五

O
表
及
び
第

叉
貯
賊
約
宇
ヶ
年
毎
に
測
り
た
る
容
量

紙袋貯械ノj、安の三11!d:(三品種の卒均)
貯蔵前を印kgに改算

第二五圃
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62 

璽

置
A

い
時
U
60 

十
一
年
八
月

一一一年後

十
年
八
月

二
年
後

九
年
入
周

一
年
後

B
貯
蔵
前

E
U
 

は
第
五

表
及
び
二

六
闘
の
如

し
紙
袋
貯

離
に
於
て

も
、
麻
袋

と
同
様
に

貯
雑
前
に

月

乾
燥
よ
き

年

小
委
は
、

査

外
界
の
水

司3

分
を
念
速

に
吸
牧
す



〈斗〉

域ぎl 貯制 I ~ 年!九年|士官十作一年|十4
6l-含量 一周九月一 九 一月八月

畠
lC% 2.∞0 1 2・189 2・249 2.281 2.314 t Z.314 2.402 
12% " I 2.179 2.216 2.198 2.262 2忽B 2.336 
14% " 

2.的9 2.199 2.144 2.196 2.174 2.249 

回 16% " I 2・05612・m 2.042 2.146 2.135 
2.148 

新
10~ 2.α)() 2.110 2羽 5 2.288 2.342 2341 2.370 

12% " 2.039 2.111 2.112 2.255 2.227 2.3句中
14% " 2.∞2 2.079 2.077 2.118 2.1但 2.187 

長 16% " 1.983 1.994 1.984 2.078 

赤鏡
lC%， 2.0∞ 2.118 2.224 2.229 2.360 234812・415

12% " 2.079 2.210 2.185 2.277 2.261 2.339 不知
14% " 2.044 2.144 2.116 2.181 2.167 2.244 一撹 16% " 1.959 2.121 2.081 2.155 2.112 2.158 

紙袋貯雄小姿の容量第五一表

紙袋貯蹴小型Fの桝目(三品種の平均〉
貯蔵前を4斗に目立算
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b
一
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貯
磁

m

o
 

n
U
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一一ー-10""
・ーーー-I.tザ.

“. .+t~ト供
..~ -・l'噛

li' 
4.8 

4グ

4.6 

4.4 

日 4.3

掬 4.5

4.2 

小
寓
裂
の
水
分
含
箆
並
び
に
貯
a
R方
法
が
小
委
の
貯
厳
中
に
窟
け
る
性
燃
の
歯
車
化
に
及
ぼ
す
町
影
響
(
第
四
報
)

二七一一一

十
一
年
八
回
刀

三
年
後

十
一
年
コ
一
周

十
年
九
周

二
年
後

十
年
一
一
一
周

九
年
九
周

一
年
後

査調

4.1 



る
故
、
貯
雄
小
奈
の
組
重
量
の
増
加
は
念
速
た
り
。

小
緩
め
水
分
含
輪
島
直
ぴ
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
麗
中
に
於
け
忽
性
燃
の
植
民
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
ν

水
分
二
ハ
%
の
小
奈
は
、
貯
山
間
後
水
分
を
殻
散
す
る
故
、

組
長
量
は
少
し
く
減
少
す
れ
ど
、
そ
の
量
は
僅
か
な
り
。

容
量
の
増
加
は
重
量
の
増
加
に
比
し
て
特
に
著
し
〈
、
貯

誠
一
ヶ
年
以
上
に
及
べ
ば
、
主
量
は
最
早
殆
ん
E
増
加
せ
ざ

る
に
至
る
も
、
容
量
は
更
に
増
加
を
績
く
。
例
へ
ば
水
分

odmの
小
安
が
、

一
、
二
年
及
び
三
ヶ
年
後
に
重
量
は
夫
々

平
均
コ
一

0
・
0
凶
旬
、
コ
一

0
・
0
七
旬
、
三

0
・
0
一
切
な
る

に
.
容
量
は
ニ
・
二
六
升
、
ニ
・
一
二
問
到
、
ニ
・
問
。
升
と
培

加
を
槙
く
。
水
分
二
ハ

-M
に
て
も
質
量
は
増
加
せ
ざ
れ
H

と
も

容
量
は
弐
第
に
増
加
し
、
一
二
年
後
に
は
約
一
升
三
合
も
増
加

す六
、
貯
蹴
小
葬
の
費
芽
歩
合

貯
蹴
小
菱
の
稜
芽
歩
合
の
型
化
は
第
五
ご
表
及
び
第
二
七

闘
の
如
し
。

紙
袋
に
於
て
も
麻
袋
と
同
様
に
、
建
芽
力
の
減
少
速
か
に

l急車|占J4iJdfH!ぷEL
く%)紙袋貯崎小委の殻芽歩合
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" " " -199.8 用入

" " " 
-199.3 月九

95.51 89.51回017'7.51 99.81回訓 99.3197.0月十

三
七
回

96.51 91・0182.31 7'7.81 98.81 98.81 98.81 94.51鈎・8199.01 97.81 93.8: 十一月
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内
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n
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n
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4
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後八
刃
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円
U
F
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愛

芽

歩

合

ハ

M
P
)

0..8 

-
・
小
書
官
の
水
分
合
盤
砲
び
に
貯
厳
方
法
が
・
小
皿
震
の
貯
蔵
中
に
炭
け
る
一
俊
炊
の
痩
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
〉

0..8 5.3 

4.5 

37.8 

37.0. 

。
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月

用

十字ー

二
七
五

20 

十
一
日
牛
入
月

三
年
後

十
年
九
舟

二
年
後
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し
て
、
貯
賊
翌
年
六
月

小
委
の
水
分
含
震
強
ぴ
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
伏
の
園
理
化
に
及
ぼ
す
影
響
ハ
第
回
線
)

以
後
の
高
温
な
る
時
期

に
、
速
か
に
費
芽
力
を

減
少
し
、
九
、
十
月
に

至
れ
ば
、
何
れ
も
殆
ん

E
帯
四
芽
カ
を
失
ふ
に
至

る
。
而
し
て
貯
賊
前
陪

乾
燥
よ
き
小
委
も
乾
燥

悪
し
き
小
委
も
殆
ん

E

差
異
な
し
。

七
、
貯
械
小
奏
の
分

析
結
果

貯
縦
約
一
ヶ
年
毎
に

行
ひ
た
る
分
析
結
果
は

事
五
三
表
の
如
し
。

乾物百分中

眼目
一川Mm

抑

紙袋貯蔵小委の分析結果

同盟輔君|灰分|時|町制吋澱粉|機分|酬
l 貯蔵前 iA61A 話51ゐ¥7ゐ|ゐ|

第五三表

047 0.86 75.71 2.16 4.19 11.52 2.02 一年後

0.51 2.15 1.∞ 75.84 2.14 4.11 11.70 2.02 二年後]0% 

0日1.P8 1.12 75.71 2.回4.19 11.83 1.96 三年後

0.48 2.7'+ 0.76 75却2.旬4.回2.07 I 11.61 

1・99 11.66 

一年後

O.臼2.08 1.侃7586 2.12 4.32 二年後12% 

0.47 1.白1.16 75.61 1.97 4.36 11.67 1.缶三年後

0.49 の

a

n幽
守

町

'

n

u

。

白

円

必

0.81 75.39 2.09 4.40 2.091ω 

2.∞11.64 
一年後

0.50 1.09 75.94 2.06 4.19 二年後14% 

0.46 

0.52 

0.53 
二
七
六

043 

1.75 1.11 

1.81 

0.45 2.84 0.62 

0.47 

037 

2.24 

1.81 

1.∞ 
1.13 

竺盃j

;目田 75.92 1.91 4-10 2.01 I 11.回三年後

2.20 4.28 11.49 2.10 一年後

1.94 4.28 11.89 2.05 二年後16% 

1.67 4.30 1197 

nu 
n
“，
 • 噌ム噌Ea-aω1 

n
g
 ・
'E--
.
 

2.01 三年後

貯蔵前

3.75 11.13 ].97 一年後

3.89 

3.62 

11.印

11.36 

1.99 

1舗

二年後

三年後

10%， 

新



吟震i輔君I~ 5t I岡山|制問100mI機分 |叶手
一年後 1.拘 11.14 3.94 2.71 0.45 

12% 二年後 2.01 11.53 3・94 2.06177・24I 1.07 2.18 0.46 
中 三年後 1.鈎 11.76 3.97 1.88 0.38 2.08 I 77.17 1崎

一年後 1.86 11羽 3.94 2.02 77.26 0.57 

I ~.~ 
14% 二年後 1.&7 11.62 4.01 2.04 77.42 0.98 2.26 

長 三年後 1.92 11.70 3.99 2.09 77.02 1.22 1.92 

201l 1123 一年後 3.92 2.14 77.85 0.67 2.64 0.46 

1も% 二年後 1羽 77.33 1.12 2.05 0.49 

三年後 1・94111・41i 4.10 2.0D 77.14 1.16 1.99 0.40 

一|貯蔵前 I1乃|州川 2.04州 o判以ω
一年後 1.97 11.26 4.13 2.66 0.35 

10% 二年後 1.81 11.67 4.10 1.回 76.28 1.02 2.34 0.35 

赤 三年後 1.85 11.印 4.23 2心3 河 C2I 1.12 2.07 0.32 

銭
一年後 1.94 1.91 76.80 0.64 2.64 0.35 

不 12% 二年後 1.84 11.59 4.03 1.89 76.05 1.01 2.33 0.'31 

三年後 1.79 11.田 I4.10 1.田 76.19 1.16 2.07 0.33 
知

一年後 1.95 11.58 2.67 0.38 

114% 二年後 1.81 11.56 仰 I1.79 76.20 I O.叩 2.泊 0.37 
自f 三年後 1.82 11.65 76.20 I 1.24 1.821' 0お

一年後 4.02 1.91 75.叩 0.71 2.52 Q.3B 

16% 二年後 1邸 11.67 4.18 1.70 76.06 1.12 2.18 0.35 

三年後 1.白 11.61 4.26 1.73 76.18 1.16 1.62 0.35 

小
畿
の
水
分
含
量
遊
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
襲
化
に
及
ぼ
す
影
響
(第
四
銅
線
)

二
七
七



小
委
の
水
分
含
畳
程
ぴ
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
俊
伏
の
獲
化
に
及
ぼ
ず
影
響
円
第
間
報
〉

八
、
酵

素

紙
袋
に
於
て
は
、
貯
崎
小
海
の
成
分
の
費
化
は
蹴
袋
と
差
異
な
く
、
従
っ
て
俵
に
比
し
て
梢
k

大
な
り
。

?舌

力

貯
蔵
約
一
ヶ
年
毎
に
行
ひ
た
る
酵
素
荷
力
の
礎
化
は
第
五
凶
表
の
如
し
。

cc 
31.4 

第五四表

30.2 0.44 1.23 一年後

0.39 1.29 二年後10% 9.5 

4.3 0.43 三年後畠

3l.8 

9.6 

0.42 

0.43 

0.43 

1.19 二年後12% 

3.8 

28.8 o.印

1.24 

1.30 一年後

6.2 0.44 1.25 二年後14% 

2.6 0.44 1.16 三年後回

~7.8 82.9 0.49 1.23 一年後

9.0 98.8 0.49 1.24 二年後1(% 

4.3 84.0 0.40 1.13 三年後

32.9 90.1 o.印1.43 貯蔵前

37.2 

16.5 

ω1 

92.8 

一年後

二年後lC% 

二
七
八

5.9 

39.2 

83.6 

73.4 0.37 1.26 

三年後韓高

13.7 94.1 0.37 1.27 12% 

4.8 90.8 0.:::6 1.14 中

34.9 75.6 0.32 1.14 一年後

10.7 

4.6 

00.6 

92.5 

0.39 

0.41 

1.23 

1.24 

二年後

三年後

14% 

長



盟民主事73長ん|勺ゼ|カい五
表
の
如
し
。

昂種

33.8 

9.3 

6.3 

10.3 95.5 0.51 1.46 貯蔵前

6.5 106.2 0.40 1.25 一年後

6.7 98.1 0.36 1.15 二年後10% 

3.4 93.5 0.38 1.14 三年後赤

6.3 102.3 O部1.33 一年後

5.1 92.3 0.32 1.24 二年後12% 
不

4.9 89.7 0.38 1.02 三年後

知

5.3 1佃.00.40 1.41' 一年後

4.4 96.4 0.，& 1.32 二年後14% 

2.2 81.4 0.33 1.25 I 三 年後
続

5.4 107.0 0.44 1.29 一年後

4.1 91.5 0.36 1.27 二年後1f% 

3.6 85.3 0.32 1.19 三年後

酵
素
活
力
に
於
て
も
踊
袋
の
場
合

74.0 

93.1 

90.8 0.46 三年後

鏡

と
ヵ殆
グ・ん
ラ芝
l 差
ゼ異
活~
力し
tc 
てコ
き
見
る
IC 

↓
ヶ
年
聞
は
何
れ
も
減
少
僅
か
な
れ

ど
、
二
年
後
に
は
減
少
著
し
く
‘
貯

賊
前
の
乾
燥
程
度
に
よ
る
差
異
は
極

め
て
少
し
・
コ
互
換
に
至
れ
ば
貯
誠

前
の
乾
燥
よ
さ
小
姿
に
於
て
反
っ
て

小
怠
る
場
合
さ
へ
屡
々
あ
り
。

九
、
貯
賊
小
事
実
の
製
粉
歩
合
及
び

小
婆
粉
の
色
津

貯
地
b
T
ヶ
年
毎
に
行
ひ
た
る
製
掛

歩
合
及
び
小
萎
粉
の
色
樺
は
、
第
五

製
粉
歩
合
は
、
貯
維
に
よ
り
著
し
き
費
化
は
な
け
れ

E
も
、
少
し
く
貯
蹴
後
に
増
加
の
傾
向
を
示
し
た
り
。

0.36 

0.37 

小
寒
掛
の
色
禅
を
見
る
に
、
水
分
一

O
Mに
て
は
、

二年後16% 

一
ヶ
年
後
に
於
て
は
柏
良
好
な
る
も
、
前
述
の
依
に
比
す
れ
ば
劣
る
。
水
分
多

小
裂
の
水
分
合
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
殴
け
る
性
炊
の
櫨
理
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
)

二
七
九



小
委
の
水
分
含
量
程
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
住
炊
の
獲
化
に
及
ぼ
す
影
響
m
第
四
報
)

第五五表紙袋貯蹴小穿の製傍歩合及びI}、安傍の色湾

轄[同記ヂ|貯削|吋刊誌ト判
1 471 

71.4 70.4 70.9 69.9 67.5 69.7 10% 

71.4 69.9 69.2 70.2 68.8 

71-8 70.3 68.3 的.969.6 

71.6 69.9 70.2 69.3 68.5 

72.6 71.8 71-3 71.0 ' 70.5 

73.3 問 972.6 71.6 72.5 

72.0 九.572.6 71.0 71.8 

69.8 

m 

陀陀.1川| 

" 12% 
畠

" 14% 
回

" 16% 製

71.3 10% 粉

" 12% 
新

" 14% 
中t診

長
会
(

M
声
〉

73.1 71.6 72.6 71.7 72.3 " 16% 

77.1 76.4 76.0 74.1 75.4 75・275.2 10% 
赤
鏡
不
知
一
統

76.8 75.0 75.8 76.1 74.3 " 12% 

76.8 76.4 76.3 75.8 汚.7" 14% 

76.5 77.0 75.6 75.7 75.1 " 16% 

D C C B B A A 10%， 

C C C C C A " 12% 
畠

D D C C B A " 14% 
回

D D D D 

D C C C 

D C C C 

D D C C 二
入

O

D 

A

B

D

 

B " 16% d、

B J弘A JO% 
著書

A " 12% 
新粉 司

A " 14%， 
中

長
の

D D D D A W 16% 
色

C C C C C A A lC% 湾

D 

D 

D 

D 

D 

D 

C 

D 

D 

C 

D 

C 

B 

D 

C 

A 

A 

A 
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" 
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14% 

16% 

赤
飯
不
知
一
統



き
小
山
愛
は
更
に
謡
曲
変
著
し
〈
、

特
に
水
介
一
4

ハ
dm
の
小
委
は
悪

聾
著
し
.

一
O
、
小
委
粉
の
魁
院
長
及
び

糊
の
粘
鹿

小
委
粉
の
数
量
及
び
糊
の
粘

度
の
費
化
は
第
五
六
衰
の
如

し
紙
袋
に
於
て
も
、
歎
量
の
饗

化
の
献
況
は
、
麻
袋
と
大
差
な

〈
-
水
分
一

o
d
w及
び
一
二
%

の
小
委
は
一
ヶ
年
聞
は
減
少
少

け
れ
ど
、
以
後
の
減
少
著
し
。

貯
雄
三
ヶ
年
後
に
至
れ
ば
、
始

め
水
分
合
量
多
き
小
萎
も
、
小

念
る
小
宮
々
も
、
殆
ん
ど
差
異
な

紙袋貯蹴小萎のIJ、安粉の数量及び糊の粘度

調事査項 1，晴 U|lの骨量女世η青iよf眼戸¥ 時¥期、I貯蔵前 I 学年後一年後|議|二年後|議|三年後

1C% 話著書長 311 .. 648C 30.92 2948 吋却刷乾獄 11.60111.691 10.40 1O.12! 10.06! 9.52: 8.26 

畠
糠霊長 " I ~!.~!I ~~.~ê 2968222.72 4 12% 
乾獄 11.051 10瓜

14% 禄乾霊長 30.ω 28.86 

回
iIi " I ir.i31 iO.3ij 

霊長 16% 請乾書室主 " I ~.~~I ?，!.~~ 25.861 22∞145m Y2 
獄 11.48110.02 

klムf自d-10% 9剥 8.4416.∞ 
新

12% 棋聖記 28.44 27.121 24.841 17.93 
乾霊長 H・ 10.31 9.681 9.161' 7.14 

中
1糊 FF284214% 27.481 24.721 21.30 

長 |乾室長 10，23: 10.09 γ師
蚤 16% 淑乾霊長 29.531 28.22 262232145..622 6 

|獄" I ii.O31 9.49 9.081 8おi
r.. 

% 、J 10% 
数 10.16'9.681 9剥 8.32

銭赤 12% 棋乾聖史 " I 2~.~!1 ~~~I ~.~: 2~.~1 Z~.I∞ 207 .. 758 G 
知不

獄 9.臼 9.6619.321 8.901 8.52 

昔乾話霊長 H" 2928 28.75 23.04 21m 18 一 14:'-' 
盟理

歎 10.05~ 9.521 9.6~ 8.901 8.481 8. 

16% 震獄 n 2828m78 m10724 0 
IX " 1 10.121 8.761 8.441 790; 7.061 4. 

第五六表

小
袋
の
水
分
合
憲
，
畝
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
燃
の
捜
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
U

二
人



入

小
委
の
水
分
合
盤
強
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
姿
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
一
俊
炊
の
岨
用
化
に
及
ぼ
す
影
響
〈
第
阿
椴
)

顎|
1C% 2.02 2ω 2.∞ 2.昭 1.9'7 1.89 1.!38 

畠
12% " 2.08 1.92 1掛 1.87 1.B8 19.1 

d、 14% " 2.04 1.95 1.93 1.87 1.88 1.84 回

事E 16~~ " 2.白 1.97 1.92 1.85 1.84 1.&7 

粉
10% 2.16 2.14 2.01 2.叩 1.97 1.97 1.94 

の
新

12% " 
2.18 2.09 2.∞ 2.∞ 1.96 2.05 

潟l 中
14% " 2.17 201 2.∞ .2.04 1.93 2.句の 長 16% 2.14 2.09 1.98 1.97 1.95 l.99 " 粘

度

赤軍矧
1C%， 2.24 2.28 2.14 2.19 2.10 2.08 2.侃

12% " 
2.19 2.16 2.17 2.07 2.07 

14%' " 
2.20 2.13 2.17 2.叩 2届 2.08 

一
電量 1e%， H 2.09 2.02 2.05 2.03 

く
何
れ
も
分
離
操
作
困
難
と
な
り
て
、
減
少
著
し
く
.
且
グ
ル

ー
テ
ン
の
質
も
著
し
く
不
良
と
た
り
た
り
。

粘
・
民
に
於
て
も
.
・
嗣
袋
と
同
様
に
貯
蝋
後
弐
第
に
減
少
を
示

し
危
り
。

た
ほ
蹴
袋
に
於
て
は
、
水
分
二
ハ
%
の
小
委
は
、
貯
賊
後
少

し
く
水
分
を
費
散
し
た
る
た
め
、
依
等
の
一
六
%
の
小
姿
に
比

す
れ
ば
反
っ
て
謀
型
少
か
り
し
に
.
紙
袋
に
於
て
は
水
分
二
ハ

%
の
小
奏
は
仙
刊
に
不
・
民
と
な
り
た
り
。
特
に
赤
鋳
不
知
一
械
に

於
て
は
不
良
な
り
。
例
へ
ば
小
政
令
粉
の
色
滞
の
謡
種
多
〈
、
枇
都

量
の
減
少
も
著
し
き
は
、
紙
袋
に
於
て
は
水
分
を
積
散
せ
ざ
り

し
に
よ
る
た
り
。
紙
袋
は
食
庫
内
の
位
置
に
上
る
業
異
に
も
・
4

る
ペ
け
れ
ど
、
腕
袋
に
比
し
て
水
分
を
礎
散
し
難
き
傾
向
-b
る

.、"
M
a

，。

4
1
f
L
 

二
、
製

験

麺

貰

貯
賊
約
A
T
ヶ
年
毎
に
製
粉
し
た
る
小
萎
紛
に
て
姐
を
作
り
、

其
の
品
質
。
一
を
調
議
し
た
り
。
結
果
は
第
五
七
表
の
却
し
。
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畠

回

の

の

の

の

昂種 11等の水
1 :分合箆 |調査事項，

猶

麺

食

猶

麺

食

{申

食

食

f申

伸

f申

12% 

1C% 

14% 

16% 

D D B C 色の書面

p D c C A 妹食lC%， 

度伸 1.33 1・471.回1.54 
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D 

1.30 
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D 

D 

D 

C 

D 

D 

A 

" 

色

度

妹

色

味

度

妹

度

の

の

の

食

麺

食

麹

麹

伸

食

{申

{申

14% 

16.% 

12% 

新

.中

長

小
委
の
水
分
含
量
瞳
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
裂
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
伐
の
型
化
に
及
ぼ
寸
影
漕
〈
第
四
報
)

二入一一一



二
八
四

小
高
賓
の
水
分
含
属
鹿
迎
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
寓
賓
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
信
炊
の
痩
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
)

D D A A A A 色の麺
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C B B A 

1.団
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t.由

妹

IJt 

食

伸

10% 

C C B A 色の麺
赤

凋
守

D

3

 

C B B A " 妹食12% 銭

1.48 
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1.57 
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トD

l柑 1.32

C 
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C 
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1.48 

1.臼

C 
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1・62

1.54 

B 

1Jt 

色

妹

の

伸

麺

食14% 

不

知

度伸
続

D D D D D 色の麺

D 

1.18 

D 

1.29 

D 

1.47 

C 

1.57 

C 

1.57 

味

度

食

伸

16% 

紙
読
に
於
て
も
、
水
分
一

o
u
w
及
び
一
二
%
の
小
袋
は
、

一
ヶ
年
聞
は
梢
'
以
好
た
り
。
さ
れ
ど
以
後
の
謡
曲
変
著
し
く
ニ

年
後
に
も
な
れ
ば
、
例
れ
も
著
し
く
悪
費
を
示
し
、
貯
賊
前

の
水
分
合
量
に
よ
る
差
異
は
殆
ん
ど
な
く
な
り
た
り
。

水
分
二
ハ
，
%
の
小
委
は
、
特
に
不
込
に
し
て
、
特
に
自
同
問

新
中
長
に
於
て
は
、
半
じ
て
麹
を
挫
し
得
る
位
に
な
り
た
り
。

一
二
、
製
麺
舶
貰
験

貯
賊
約
半
ヶ
年
毎
に
製
粉
し
た
る
小
穿
粉
に
で
、
制
官
麺
狛

を
な
し
た
り
。
そ
の
結
果
は
第
五
八
表
の
如
し
。

紙
袋
に
於
て
は

-M袋
と
殆
ん
ど
等
し
く
、
水
分
一
二
dn
以

内
山
ぼ
れ
ば
一
ヶ
年
聞
は
梢
k

w
亦
.
晶
君
少
な
け
れ
ど
、
以
後
は
悪

費
著
し
。

紙
袋
に
於
て
は
貯
・
誠
二
ヶ
年
以
上
を
経
過
す
れ
ば
、
何
れ

も
麺
狛
U
小
さ
く
‘
内
部
の
色
を
見
て
も
黒
歩
ん
で
不
良
‘

食
味
も
謡
く
全
く
不
良
と
な
り
、
貯
雄
前
に
乾
燥
良
貯
な
る

小
菱
も
不
良
な
る
小
実
も
殆
ん

E
差
異
色
砧
し
。



紙袋貯蹴小萎の製麺駒結果

品種|難民日???l-i吋一例議|二吋議(三年後
麺麹の容積C巴 420 412 4∞ 399 363 3ω 322 
外部の形及び色 A A 。A B B D 

10% 
内部のキメ及び色 A A B B C C D 

畠
食 味 A A B B c D D 

麺懇の・容積む巴 400 398 391 333 368 324 

外部の形及び色 A C B B B C 
12% " 内郎のキメ及び色 A B B B c D 

食 妹 A B B c C D 

麺麹の容積E巴 3閲 396 385 3団 339 3:>3 

外部の形及び色 A B B c C 。
H%  H 

内邸のキメ及び色 λ β B C D D 

食 味 A B c c D D 

回
猶砲の容積<c 412 3部 384 356 336 291 

外部の形及び色 A B B B C c 
16% H 

内部ヲコキメ及び色 A B C D D D 

食 妹 A c C D l I3 D 

猶麹の容積'ccI 340 おl 345 30D 332 365 339 

外部の形及び色 A A A A B 。
1C% 
内部。キメ及び色 A A A B C 。

新
食 妹 IA A C B D 

箔砲の容積ccI 324 312 317 認8 361 I 341 

外怒の形及び色 A A A C B C 
12% 、"
内部のれ及び色 | A B B C D D 

中 食 妹 | A C B D D D 

第五八表

小
委
の
水
分
合
盤
並
び
に
貯
厳
方
誌
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
放
の
艶
化
に
及
ぼ
す
影
響
戸
第
四
割
概
〉

二
入
五



品産闘賞品き?何学切ドムl詞剥孟I=if~
が

庫

宮

九

V
水
分
含
量
誼
ぴ
に
貯
蔵
方
法
が
A
v
a賓
の
貯
蔵
ゅ
に
於
け
る
佐
獄
。
痩
化
に
及
ぼ
寸
断
帯
植
置
(
第
四
報
)
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一
一
二
、
考

祭

紙
袋
も
防
・
様
性
に
乏
し
〈
、
従
っ
て
小
委
を
よ
く
乾
燥
し
て
貯
離
す
る
も
、
小
饗
は
速
か
に
吸
油
開
し
貯
雌
結
mm
は
良
好
に
あ
ら
歩
。
貯
雄

の
桂
過
を
見
る
に
、
前
越
の
腕
袋
に
殆
ん
ど
等
し
く
、
水
分
一

O
M及
び
二
一
%
に
て
貯
雌
せ
る
小
奈
は
、
貯
械
約
一
ヶ
年
聞
は
梢
良
好
な

る
が
以
後
謡
曲
費
著
し
く
、
二
年
以
上
を
経
過
す
れ
ば
著
し
く
不
良
と
た
り
た
り
。

猶
二
ハ
%
に
て
貯
賊
し
た
る
場
合
に
、
前
述
の
・
嗣
袋
に
て
は
、
含
有
水
分
を
少
し
く
費
散
し
、
従
っ
て
貯
叫
慨
に
よ
る
悪
費
梢
少
き
を
認
め

た
る
に
、
紙
袋
に
て
は
斯
る
事
・
な
く
反
っ
て
水
分
を
増
加
す
る
如
き
傾
向
を
示
す
事
崖
k

あ
り
て
、
紙
袋
は
麻
袋
に
比
し
て
、
袋
内
の
水
分

を
鷲
散
し
難
き
傾
向
る
る
が
如
し
、
従
ワ
て
水
分
二
ハ
%
に
て
貯
叫
慨
し
た
る
小
婆
は
、
特
に
品
質
副
市
幽
費
し
た
り
。

た
ピ
紙
袋
は
外
部
よ
り
滋
の
侵
入
す
る
事
不
可
能
た
る
故
、
袋
内
の
小
婆
は
品
質
感
堕
す
る
も
蹟
糞
、
議
事
粒
等
を
混
や
る
事
た
く
、
比

較
的
清
潔
に
貯
蹴
し
得
る
た
り
。

第

三

章

貯

蔵

結

果

の

考

察

て
貯
雌
小
委
の
蝿
変
化

以
上
三
ヶ
年
闘
の
貯
誠
結
巣
を
見
る
に
、
貯
持
前
の
小
委
の
水
分
合
量
並
び
に
貯
蹴
-
経
緯
の
如
何
に
よ
り
て
、
貯
轍
結
果
に
著
し
含
相
建

あ
り
e

郎
ち
貯
雄
常
時
に
乾
坤
良
好
に
し
て
水
分
合
量
少
く
、
且
貯
械
中
に
吸
漁
す
る
世
帯
少
た
き
幌
結
果
は
良
好
な
り
。
之
に
反
し
貯
賊
前

に
乾
燥
不
十
分
に
し
て
水
分
合
量
大
な
る
か
、
叉
は
貯
械
昔
時
は
乾
煉
十
分
な
る
も
、
貯
離
中
に
小
委
が
吸
損
す
る
事
多
け
れ
ば
、
川
町
蹴
結

果
は
不
良
と
な
る
。

よ

m
警
の
水
分
合
蛍
部
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
庫
置
の
貯
蔵
中
に
髭
け
る
性
炊
の
鍵
化
に
及
ぼ
す
影
舞
(
第
四
朗
報
』

二
八
七



小
委
の
水
分
含
盤
強
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
げ
る
性
炊
の
圃
変
化
に
及
ぼ
す
影
響
〈
第
四
報
」

二
八
八

特
に
水
分
一
二
dw
以
内
に
て
密
封
し
た
る
小
委
は
、
貯
械
に
よ
り
何
等
謡
曲
変
す
る
事
な
く
、
三
ヶ
年
間
完
全
に
貯
捕
し
得
た
り
。
水
分
一

凶
dw以
上
な
る
時
は
、
働
に
密
封
す
る
も
、
小
薬
品
質
は
惑
饗
を
菟
れ
歩
。

捕
以
外
の
容
器
に
て
は
、
水
分
一
二
d
n
以
内
に
て
貯
晶
す
れ
ば
貯
誠
約
一
ヶ
年
聞
は
比
較
的
良
好
な
る
も
、
以
後
は
次
第
に
小
奏
品
質
凶
器

饗
し
、
二
年
後
に
も
至
れ
ば
、
何
れ
も
著
し
く
不
良
と
な
り
‘
一
ニ
年
後
に
は
何
れ
も
全
く
使
用
に
堪
へ
ざ
る
程
に
至
る
。
師
ち
小
萎
は
、
貯

械
後
漸
・
市
大
吸
渦
し
て
水
分
合
長
を
増
加
し
、
粒
は
戎
第
に
光
津
を
失
ひ
、
手
燭
り
も
不
良
と
な
り
た
り
。
容
積
重
は
著
し
く
減
少
し
、
殻
芽

カ
も
戎
第
に
減
少
し
て
二
年
後
に
は
全
く
零
と
な
る
。
分
析
結
果
を
見
る
も
、

度
、
糖
分
は
増
加
を
示
し
、
糊
精
は
減
少
を
示

L
た
り
。
コ
一
年
後
に
は
更
に
費
化
を
示
す
。
叉
カ
タ
ラ

l
ゼ
活
力
は
、
二
年
以
上
を
経
過
す

一
ヶ
年
後
に
は
殆
ん

E
型
化
な
け
れ
ど
も
、
二
年
後
に
は
酸

れ
ば
著
し
く
減
少
じ
た
り
。

製
粉
結
果
を
見
る
も
、
小
容
粉
の
品
質
は
次
第
に
商
柏
崎
現
を
一
示
し
、

一
ヶ
年
半
位
ま
で
は
揺
費
梢
少
く
良
好
な
る
も
、
二
年
後
に
は
感
費
多

く
4

一
一
ヶ
年
半
以
上
を
経
過
す
れ
ば
、
何
れ
も
全
く
使
用
に
堪
へ
ざ
る
程
に
至
る
。
例
へ
ば
小
委
粉
は
色
潔
黒
歩
み
、
グ
ル
l
テ
シ
の
質
は

悪
費
し
て
、
分
離
困
難
と
な
り
、
麹
を
製
す
る
も
、
姐
は
容
易
に
滑
か
な
る
麺
帯
と
な
ら
歩
、
且
姐
は
色
樺
不
比
に
し
て
脆
く
、
食
味
も
著

し
く
不
良
と
な
れ
り
。
叉
麺
狛
と
も
仏
す
も
、
姐
拍
は
良
く
膨
れ
守
、
且
形
も
色
も
味
も
著
し
く
不
良
と
な
り
た
り
。

而
し
て
之
等
の
品
質
の
揺
費
は
、
依
及
び
紙
袋
依
設
に
於
け
る
よ
り
、
腕
袋
及
び
紙
袋
に
於
て
速
か
た
り
。
之
貯
蔵
小
委
が
吸
漁
す
る
事

速
か
た
る
に
よ
る
な
り
。

水
分
一
四
%
以
上
に
で
貯
山
概
し
た
る
小
奈
は
、
夏
に
謡
費
速
か
に
し
て
、
何
れ
も
貯
蝋
}
ケ
年
後
に
も
不
良
と
な
る
。

向
貯
崎
小
奈
の
品
質
の
費
化
は
、
季
節
と
も
醐
係
深
く
し
て
・
倉
庫
湛
度
高
き
夏
季
に
品
質
の
謡
費
著
し
く
‘
低
温
・
な
る
b
h
J

季
に
は
悪
化



少
し
。
例
へ
ば
護
芽
力
の
費
化
を
見
る
も
、
毎
年
六
|
九
月
の
聞
に
念
速
に
減
少
し
、
以
後
倉
庫
温
度
低
下
す
る
と
共
に
減
少
は
按
徐
と
な

る
・
又
容
積
重
も
夏
季
に
減
少
著
し
。
従
っ
て
牧
穫
営
時
に
十
分
乾
燥
し
て
貯
蔵
し
た
る
小
委
は
、
牧
穫
直
後
の
七
、
八
月
頃
の
高
温
季
を

乾
煉
扶
態
に
過
す
故
、
貯
誠
翠
年
六
月
頃
迄
は
小
葬
品
質
は
比
較
的
良
好
た
る
は
常
然
ゑ
り
。
然
る
に
牧
雄
常
時
に
水
分
一
四
%
以
上
も
あ

一
ヶ
年
後
に
於
て
も
品
質
劣
-
る
友
り
。
さ
れ
ど
一
ヶ
年
後
の
夏
季
に
至
れ
ば
、
貯
蹴
前
に
よ
く
乾
燥

れ
ば
、
牧
雄
直
後
に
も
惑
費
す
る
故
、

せ
る
小
委
も
、
水
分
合
量
を
増
加
し
居
る
故
思
費
多
く
、
貯
蹴
二
年
後
に
も
至
れ
ば
小
委
品
質
の
慰
費
著
し
き
は
嘗
然
た
り
。

二
、
貯
蹴
小
婆
の
水
分
合
量

貯
蹴
・
小
賓
の
水
分
合
量
は
、
貯
雌
の
結
果
に
辰
も
閥
係
深
し
。

・貯
雌
前
に
水
分
合
量
少
く
、
且
貯
艇
中
に
吸
漁
す
る
事
少
き
程
貯
賊
結
果

は
良
好
に
し
て
、
貯
蹴
前
に
乾
操
不
十
分
に
し
て
小
穿
の
水
分
合
費
大
た
る
際
、
又
は
貯
臓
首
時
は
乾
燥
十
分
た
る
も
、
貯
拙
問
中
に
小
妻
郡

念
速
に
吸
漁
し
て
、
水
介
合
最
を
念
速
に
増
加
す
る
際
に
は
、
貯
硫
結
果
は
不
良
汲
h
y
a

織
に
密
封
す
れ
ば
、
小
姿
は
貯
叫
問
中
に
水
分
合
量
に
岨
変
化
た
し
。
市
し
て
小
官
会
を
水
分
一
二
%
以
内
に
乾
燥
し
て
斡
封
ず
れ
ば
、
一
ニ
ヶ
年

間
貯
蹴
す
る
も
何
等
の
費
化
な
く
、
完
全
に
貯
蝉
昔
時
の
航
態
を
保
つ
。
然
る
に
水
分
一
四
%
に
た
れ
ば
、
最
早
品
質
の
悪
費
を
兎
れ
歩
。

、Eノ、，，，

一
ヶ
年
の
貯
蹴
に
で
も
、
小
婆
品
質
の
惑
塑
著
し
く
、
滑
離
に
は
全
然
遁
せ
・
で
猶
他
の
試
験
。

σに
よ
り
て
・

又
水
分
二
ハ
d
m
に
て
は
、

水
分
一
一
一
一
%
に
て
も
少
し
〈
水
分
多
き
に
過
ぎ
、
完
全
に
貯
縦
し
得
4
1
。
又
水
分
一
五
%
は
著
し
く
水
分
過
犬
に
し
て
、
貯
械
小
裟
の
品
質

の
謀
鍵
著
し
き
事
を
認
め
た
り
。

よ
ワ
て
貯
蹴
小
婆
・
と
水
分
含
量
と
の
闘
係
を
簡
皐
に
示
せ
ば
戎
の
如
し
。

小
裂
の
水
分
含
屋
市
出
ぴ
に
貯
厳
方
法
が
小
書
留
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
住
欽
の
鍵
化
に
及
ぼ
す
影
竃
(
第
四
割
報
)

二
入
丸



小
温
賓
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
鼠
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
み
住
伏
の
幽
密
化
じ
及
ぼ
す
影
響
(
盤
情
回
線
)

ご
九
Q

水
分
ゴ
一
%
以
内
一
:
・
小
委
は
全
然
強
費
す
る
事
な
く
、
一
一
一
年
間
完
全
に
貯
縦
し
得
。

水
分
一
三

l
一
四
d
n
:
・
水
分
精
k

多
く
一
・
l
ニ
ヶ
年
の
貯
械
に
は
小
委
品
質
の
惑
費
少
く
良
好
な
る
も
、
そ
れ
以
上
の
長
き
貯
蹴
に
は

不
可
。

水
分
一
五
%
以
上
:
:
:
水
分
過
大
に
し
て
、
貯
離
小
委
は
一
ヶ
年
聞
に
で
も
著
し
く
品
質
悪
費
し
、
全
然
貯
離
に
遁
せ
歩
。

右
は
貯
減
中
に
水
分
合
量
に
饗
化
な
き
雌
密
封
貯
離
の
場
合
に
し
て
・
従
来
の
貯
蔵
方
法
た
る
依
、
麻
袋
包
装
等
に
於
て
は
、
小
委
b
L
如

何
に
良
く
乾
燥
し
て
貯
離
す
る
も
、
貯
蹴
中
に
弐
第
に
外
部
の
漁
朱
を
吸
敬
し
て
‘
水
分
含
量
を
増
加
す
る
故
、
貯
離
に
よ
る
小
委
品
質
の
・

型
化
を
防
ぎ
得
歩
。
例
へ
ば
依
に
つ
い
て
見
て
も
、
水
分
一

O
M
の
小
菱
が
、
一
ヶ
年
後
に
は
水
分
一
四
%
以
上
に
も
上
る
故
・
弐
第
に
小

菱
品
質
感
費
す
る
は
賞
然
な
り
。
腕
袋
、
紙
袋
等
に
て
は
更
に
外
界
の
水
分
を
吸
牧
す
る
事
速
か
な
る
故
、
更
に
小
奈
の
謀
聾
速
か
た
る
は

営
拡
た
り
。

猶
貯
蹴
小
委
の
水
分
合
量
の
費
化
は
、
倉
庫
の
般
態
に
よ
り
で
も
影
響
あ
り
て
、
倉
庫
内
に
漁
集
多
け
れ
ば
、
小
委
は
吸
漁
ず
る
事
多
く

従
っ
て
倉
庫
内
湯
気
に
富
む
場
合
に
は
小
薬
品
質
の
.
訟
費
著
し
。

一
二
、
貯

蹴

容

器

前
述
の
如
く
貯
蔵
小
委
の
品
質
の
墾
化
は
、
そ
の
水
分
合
量
の
多
少
が
綾
も
大
な
る
影
響
あ
り
。
従
っ
て
貯
捕
容
器
と
し
て
は
、
防
渦
・
列

に
富
め
る
も
の
程
よ
く
、
且
外
部
の
害
描
の
侵
入
を
防
ぐ
も
の
た
る
を
要
す
。

ィ
、
締
結
対

雌
は
川
町
誠
容
器
と
し
て
最
も
完
全
に
し
て
・
貯
議
中
に
外
部
の
・滋
試
を
吸
牧
ず
る
事
な
く
、
又
全
然
掻
容
を
蒙
る
事
な
し
。

従
っ
て
小
委
を
よ
く
乾
燥
し
て
(
水
分
一
二
d
n
以
内
)
貯
山
慨
す
れ
ば
、
三
ヶ
年
の
貯
械
に
よ
り
て
何
等
の
惑
費
な
し
。



、
冒
・
依
装

依
も
外
部
の
漁
筑
を
比
較
的
良
く
防
ぎ
て
、
心
事
費
を
水
分
一
二
dw
以
内
に
乾
燥
し
て
貯
出
慨
す
れ
ば
、
貯
誠
一
ヶ
年
位
は
比
較

的
良
好
に
貯
離
し
得
。
さ
れ
ど
俵
に
於
て
は
、

一
ヶ
年
後
に
は
水
分
一

o
u
w
の
小
宴
が
一
四
%
以
上
に
も
上
る
故
、
以
後
は
小
薬
品
質
の
費

化
多
し
。
従
っ
て
依
控
は
一
ヶ
年
以
上
の
対
械
に
は
遁
せ
・
?
と
見
る
ぺ
し
。
向
依
設
は
轟
害
を
受
け
易
き
扶
黙
あ
り
・

ハ
、
紙
袋
依
鑑

俵
に
紙
袋
を
挿
入
す
る
事
は
、
俵
に
防
串
力
を
附
興
す
る
世
帯
と
な
り
・
貯
成
中
に
全
然
島
崎
容
を
蒙
る
事
な
し
。
従
っ
て

怯
装
貯
維
小
奏
に
比
し
て
、
小
委
は
議
害
に
よ
る
損
失
た
く
・
粒
は
清
潔
を
保
た
れ
、
叉
害
虫
拙
駆
・
除
等
の
手
段
を
要
せ
ざ
る
故
、
依
装
の
み

に
比
し
て
大
い
に
勝
れ
り
。

て

麻

袋

麻
袋
は
防
漁
佳
乏
し
く
し
て
、
小
委
を
如
何
に
よ
く
乾
燥
し

τ貯
減
す
る
も
、
小
委
は
貯
磁
後
速
か
に
吸
撮
す
る
故
、
小
菱

の
品
質
の
悪
費
も
連
か
た
り
。
且
防
掻
の
黙
に
於
て
も
効
果
た
く
、
貯
械
に
は
捕
旭
川
品
た
ら
や
。

ホ
、
紙
袋

紙
袋
も
防
漁
性
乏
し
く
、
従
っ
て
小
委
は
品
質
の
県
費
速
か
な
り
。
さ
れ
H
F

」
防
車
の
貼
に
於
て
は
、
完
全
に
し
て
従
っ
て
肺

袋
に
は
勝
る
と
見
る
べ
し
。

以
上
の
如
く
最
も
有
効
た
る
は
餓
審
封
貯
離
に
し
て
、
共
い
で
紙
袋
依
盤
、
怯
接
・
紙
袋
、
麻
袋
の
順
去
り
と
見
る
ペ
し
。

、，J
、，J
、，J

猶
他
の
試
胎

σ問
、
併
に
於
て
、
防
渦
紙
袋
、
札
・

一
重
依
等
の
貯
蝋
試
験
を
行
ひ
た
る
が
、
防
漁
紙
袋
は
外
界
の
渦
無
を
よ
く
防
ぎ
、
且

防
掻
の
賠
も
有
効
に
し
て
、
小
委
を
よ
〈
乾
燥
し
て
貯
難
ず
れ
ば
、
殆
ん
苫
憾
に
劣
ら
ざ
る
を
認
め
た
り
。

夙
は
比
較
的
外
界
の
漁
集
を
良
く
防
ぎ
、
貯
蔵
効
果
は
二
重
依
接
に
犬
養
な
し
と
見
る
ぺ
し
。

一
重
依
は
二
重
怯
に
比
し
て
防
掃
性
劣
り
.
且
損
害
も
受
け
易
く
、
二
軍
依
及
び
川
町
に
比
し
て
劣
る
。

右
の
如
く
に
し
て
、
長
期
間
の
貯
誠
に
は
儲
密
封
貯
械
が
最
も
有
効
に
し
て
、
若
し
大
量
の
場
合
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
サ
イ
ロ
を

小
鹿
置
の
水
分
含
量
芭
び
に
貯
蔵
方
・
誌
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
毒
性
炊
の
艶
化
に
及
ぼ
す
影
響
ハ
第
四
回
報
)

二
九



小
皿
賓
の
水
分
含
量
組
び
に
貯
蘇
方
法
が
小
皿
賓
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
獲
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
】

二
九
二

用
ふ
る
も
可
た
る
べ
し
ゅ
尚
防
漁
紙
袋
も
防
渦
力
に
富
み
、
且
防
湿
の
結
に
於
て
も
完
全
に
し
て
、
有
効
な
り
と
見
る
ぺ
し
・

従
来
の
包
装
た
る
依
、
夙
、
・
刷
袋
等
は
、
小
委
を
良
く
乾
燥
し
て
貯
脱
す
れ
ば
、
貯
雌
一
・
グ
年
間
位
の
短
期
闘
の
貯
械
に
は
、
小
融
資
品
質

の
掛
費
少
く
可
た
る
も
、
二
年
以
上
の
貯
臓
に
は
、
小
委
は
品
質
の
謡
境
著
し
ぐ
不
可
た
り
。
貯
ぬ
三
ヶ
年
後
に
も
及
べ
ば
全
く
使
用
に
犠

へ
ざ
る
桂
に
至
る
。
猶
之
等
の
包
装
は
、
島
幽
害
乞
叢
り
易
き
は
大
扶
臨
に
し
て
、
貯
円
減
中
屡
々
一
慎
一
換
を
要
す
る
不
便
あ
り
。
短
期
間
の
貯
減

に
於
て
は
『
晶
害
に
よ
る
損
失
は
、
品
質
の
惑
費
よ
り
大
た
り
。

摘

要

て
小
委
の
水
分
合
量
並
び
に
貯
捕
容
器
が
小
委
の
貯
械
に
及
ぼ
す
影
響
を
試
験
し
た
り
。

二
、
昭
和
八
年
度
品
問
、
新
中
長
及
び
赤
鋳
不
知
一
一
抗
の
三
品
種
の
小
芽
を
用
ひ
て
八
年
六
月
よ
り
開
始
せ
り
。

一
、
貯
械
小
委
は
水
分
合
量
を
各
々
約
↓
o
u
n
、
一
二
dn
、
一
四
M
F
及
び
二
ハ
dm
の
四
種
と
た
し
、
踏
、
依
、
麻
袋
、
紙
袋
及
び
紙
袋
を

更
に
怯
控
せ
る
も
の
等
五
種
の
容
器
に
入
れ
て
、
首
研
究
所
内
の
牧
納
舎
に
貯
叩糊
し
た
り
。

四
、
貯
蹴
後
昭
和
十
三
平
八
月
迄
三
ヶ
年
聞
の
経
過
を
調
査
し
た
り
。

五
、
貯
減
倉
時
は
漁
祭
に
寓
み
、
貯
山
蹴
蹴
態
以
不
良
な
り
。

六
、
貯
蔵
三
ヶ
年
の
結
果
を
見
る
に
‘
貯
誠
小
委
の
水
分
合
喰
並
び
に
容
器
の
如
何
に
よ
り
て
、
貯
維
の
結
果
に
著
し
き
差
異
あ
り
。

七
、
貯
蝋
前
の
乾
燥
十
分
に
し
て
、
水
分
小
た
る
小
委
程
、
叉
貯
械
中
に
吸
損
す
る
事
緩
徐
た
る
程
結
果
は
良
好
た
り
。

八
、
貯
雌
前
に
乾
燥
不
十
分
に
し
て
.
水
分
含
量
多
く
・
又
は
貯
賊
前
に
は
乾
操
十
分
に
で
も
貯
説
中
に
速
か
に
禍
載
を
吸
牧
す
る
時
は
‘



小
葬
品
質
の
悪
聾
著
し
，

九
、
踏
に
水
分
一
二
%
以
内
に
乾
燥
し
て
貯
離
す
れ
ば

貯
維
に
よ
る
費
化
は
殆
ん
ど
な
け
れ
E
も
・
他
の
も
の
は
何
れ
も
貯
蹴
後
戎
第
に

小
委
品
質
悪
費
す
。

一
O
、
貯
賊
前
に
水
分
合
量
小
な
る
小
委
は
水
分
を
吸
牧
し
、
大
な
る
小
委
は
護
散
し
、
何
れ
も
水
分
合
量
約
一
五
%
と
た
り
、
以
後
ほ
増

減
少
し
。

一
て
容
積
重
は
貯
蔵
小
委
の
水
分
合
量
の
靖
加
と
共
に
減
少
し

旦
小
委
の
粒
質
悪
慶
す
れ
ば
減
少
す
る
故
、
貯
蹴
後
・
次
第
に
減
少
し
、

年
後
に
は
何
れ
も
著
し
く
小
と
た
れ
り
。

一
二
、
千
粒
重
は
町
小
委
の
生
理
作
用
及
び
愚
容
等
に
よ
る
費
化
も
あ
る
べ
け
れ
ど
、
主
と
し
て
水
分
合
茸
の
増
減
に
よ
る
も
の
な
る
故
、

貯
蹴
後
次
第
に
小
宮
賓
の
水
分
合
量
接
近
す
る
と
共
に
、
何
れ
も
殆
ん
ど
等
し
く
念
れ
り
。

一
三
・
貯
械
小
委
の
桝
目
の
増
加
は
.
重
量
の
増
加
に
比
し
て
甚
だ
犬
た
り
。

一
四
、
費
芽
歩
合
は
戎
第
に
減
少
し
、
二
年
後
の
夏
季
に
至
れ
ば
何
れ
も
全
く
零
と
な
れ
り
。

一
五
、
貯
・
蹴
小
委
の
化
事
成
分
の
費
化
は
、
さ
し
て
著
し
く
は
た
し
。
さ
れ
ど
賠
分
、
酸
度
は
増
加
の
傾
向
を
示
し

糊
精
は
減
少
す
。
蛋

由
貿
は
輔
変
化
す
る
も
‘
間
皐
に
組
蛋
白
質
を
定
量
す
る
も
差
異
を
認
め
ざ
り
し
。

一
六
、
カ
ダ
ラ
1
ゼ
活
力
は
一
年
間
は
減
少
僅
か
な
れ
ど
‘
二
年
以
上
を
経
過
す
れ
ば
、
著
し
く
小
と
た
る
。

七

製
粉
歩
合
は
、
貯
山
慨
に
よ
り
明
か
な
る
差
異
を
認
め
や
，
。

一
八
、
小
委
粉
の
色
揮
は
漸
次
感
費
す
。

小
鹿
賓
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
蔵
方
・法
が
小
餐
の
貯
磁
中
に
於
け
る
性
飲
の
痩
化
に
及
ぼ
す
影
響
(
第
四
報
V

二
九
己



小
委
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
磁
方
法
が
小
委
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
性
炊
の
痩
化
に
及
ぼ
ず
影
竃
(
第
四
報
)

二
九
四

九

グ
ル
1
テ
ン
は
次
第
に
減
少
し
、
特
に
二
年
半
以
上
も
経
過
す
れ
ば
、
グ
ル
l
テ
シ
の
質
も
慈
墾
し
、
分
隊
操
作
困
難
と
な
り
著
し

ぐ
減
少
ず
。
又
グ
ル
I
テ
ン
は
補
色
を
帯
び
、
脆
く
な
り
て
強
化
せ
り
。

ニ

O
、
小
委
紛
に
て
麺
を
製
す
る
も
、
次
第
に
柏
市
蝿
震
を
示
し
、
製
麺
の
際
に
容
易
に
滑
か
な
る
麺
'帯
と
な
ら
歩
、
且
麺
は
色
黒
宇
み
脆
く
切

れ
易
《
な
り
、
食
味
も
不
良
と
な
り
た
り
。

二
・
で
麺
婚
を
製
す
る
も
、
麺
舶
は
良
く
膨
れ
守
し
て
・
聞
く
小
な
る
麺
婚
と
た
り
、
形
も
内
部
の
色
や
キ
メ
も
謀
く
、
味
も
議
官
し
ぐ
不
良

と
な
る
。

.

二
二
、
水
分
一
二
%
以
内
に
乾
燥
し
て

、
織
に
密
封
貯
叫
刑
す
れ
ば
、

三
ヶ
年
間
小
委
品
質
は
全
然
謡
費
す
る
事
た
し
。

二
三
、
水
分
一
四
%
に
て
は
、
踏
に
密
封
貯
耕
す
る
も
謀
費
を
免
れ
や
し
て
、
貯
賊
ア
ヶ
年
半
位
ま
で
は
認
費
少
く
良
好
た
れ
ど
、
以
後
は

不
良
と
な
り
た
り
。

二
凶
・
水
分
↓
六
%
に
て
織
に
密
封
す
れ
ば
、
貯
賊
小
委
は
他
の
容
器
に
比
し
反
っ
て
悪
趣
著
し
。

二
五
、
雌
以
外
の
容
器
に
て
は
、
貯
伝
小
窓
会
の
品
質
の
悪
費
を
防
ぎ
得
や
し
て
、
小
宮
ダ
を
如
何
に
よ
く
乾
燥
し
て
貯
離
す
る
も
‘
二
年
以
上

艇
泊
す
れ
ば
、
貯
繭
小
萎
は
何
れ
も
惑
費
著
し
く
、
三
年
後
に
は
殆
ん
ど
使
用
に
堪
へ
ざ
る
に
至
る
。

ニ
丸
、
水
分
一

二
%
以
内
に
乾
蟻
す
れ
ば
、
貯
縦
約
一
ヶ
年
聞
は
惑
塑
粕
々
・
少
-〈
良
好
な
り
。

二
七
、
水
分
一
凶

M
に
て
・
は
、
館
以
外
の
容
器
に
て
は
小
奏
は
品
質
の
謡
塑
著
し
く
・

一
ヶ
年
後
に
も
不
良
と
な
る
。

二
八
、
水
分
一
六
d
n
に
て
は
、
更
に
惑
費
著
し
く
全
く
貯
械
に
は
不
可
た
・
0
。

.・、

二
丸
、
貯
蹴
小
委
の
水
分
合
景
は
二
一
%
以
内
と
す
べ
し
。



三

O
、
依
は
梢
k

防
漁
性
に
富
み
、
小
宮
貨
を
去
く
乾
燥
し
て
貯
賊
す
れ
ば
、
一
ヶ
年
位
ま
で
は
梢
々
良
好
な
り
。
さ
れ
ど
掻
容
を
蒙
り
易
き

鉄
賠
あ
り
。

三
て
紙
袋
依
装
は
依
の
扶
鈷
た
る
愚
容
を
防
ぎ
、
有
効
に
し
て
依
の
み
に
勝
る
。

三
二
、
腕
袋
は
防
渦
性
に
乏
し
く
、
小
委
を
よ
く
乾
操
し
て
貯
山
慨
す
る
も
、
吸
滋
し
易
く
惑
費
著
し
。
且
晶
害
を
も
蒙
り
易
し
。

三
三
、
紙
袋
も
防
漁
性
乏
し
く
、
小
委
は
吸
漁
し
易
け
れ
ど
、
防
轟
の
賠
に
於
て
は
甚
だ
有
効
た
り
。

三
四
、
試
験
し
た
る
貯
賊
容
器
の
有
効
の
順
は
、
他
密
封
、
紙
袋
依
装
‘
俵
袋
、
紙
袋
、
蹴
袋
の
順
と
見
る
ぺ
し
。

三
五
、
要
す
る
に
小
獲
を
長
期
間
完
全
に
貯
賊
す
る
に
は
、
小
委
を
良
く
乾
燥
し
て
綿
密
封
す
る
が
よ
く
、
従
来
の
包
装
に
て
は
、

一
ケ
年

聞
に
て
も
織
に
は
劣
り
、
如
何
に
よ
く
小
容
を
乾
操
し
て
貯
離
す
る
も
、
悪
櫨
更
を
兎
れ
難
く
、
長
期
間
良
併
に
貯
蹴
す
る
能
は
や
。

思
本
試
駿
は
所
長
近
藤
惇
土
の
御
指
導
の
下
に
施
行
せ
り
。
認
に
議
み
て
謝
意
を
表
す
。

ハ
昭
和
十
三
年
二
周
一
日

大
原
農
業
研
究
所
)

事

考

文

献

《

2
v中
剖

押

小
袋
の
水
分
含
量
磁
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
奈
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
佐
放
の
歯
車
化
に
及
ぼ
す
影
響
.
農
園
学
研
究
第
二
五
省
・
昭
和
十
年
十
一
居

間
第
二
線
、
良
筆
研
究
第
二
六
省
、
昭
和
十
一
年
六
局

ハ
1
)中
海

《

4
単調押

同
第
三
割
娘
、
農
事
研
究
第
二
入
品
旬
、
昭
和
十
二
年
十
一
周

一
一
恵
俵
小
委
貯
蔵
試
睡
眠
、
農
築
研
究
第
二
入
谷
・
昭
和
十
二
年
十
一
周

《

8
)中
海

小
委
の
水
分
含
量
並
び
に
貯
蔵
方
法
が
小
袋
の
貯
蔵
中
に
於
け
る
佐
炊
の
aa
化
に
及
ぼ
す
影
竃
(
第
四
報
V

二
九
五



(1)貯蔵容器

左よ句 機・三重俵裳，紙袋俵袋，麻袋，ー紙袋。

( 2) .貯蹴倉庫



( 3.) 出荷i寝}{貯縦三ヶ年後の乾欽〈畠田小~)

左より 標獲，織に水分10，12， 14及び16%にて

貯蔵せるもの。

(4) 綿密封貯戯三ヶ年後の刻刻 C畠田小委〉

札の数字，t貯蔵小委の水分合置を示す。



(5 )依盤貯政三ヶt.f.後の乾鉄〈畠田小.)"7

左より 標讃，俄1こ水分10%，12%， 14%及び16%1こて 。
貯蔵せるもの，

~6) 依撞貯耕三ヶ年後の麺賄〈畠田小委〉ー

札の.字は貯蔵小療の水分合量を示す。 KI01主標想。



(7)・腕袋貯蔵三ヶ年後の乾数・〈畠田小愛子

左より 標¥ij聖，麻袋に水分10%，.12%，. 14%及び16%'1こて

L:.::' ~ _.:、l'A_貯蔵せるもの。 ーご ~. ---'，' ..、災pp-記立J

(8 )麻袋貯縦三ヶ年後の葱艶マ冨在守蓄す J、

e札の1t字i主貯蔵小委の水分含震を示す。 K101t標態。


